

[image: ]









イケメン義兄弟とヒミツの関係








高塔りりん





ＴＬ☆恋乙女ブック









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













イケメン義兄弟とヒミツの関係







もくじ




１章　プロローグ




２章　長男・鷹邑　柾




３章　三男・鷹邑　椿




４章　次男・鷹邑　榊
















表紙・本文イラストレーション／難兎かなる






１章　プロローグ




　きゅっと、無意識のまま内股に力が入る。

触れられた場所はどこも敏感に反応し、外気と視線に晒された事で、無防備な肌はざわりと粟あわ立だつ。

 「…っ…あーっ」

　声を抑えようとしても、それさえも許してはもらえなかった。

　女の自分とはまるで違う、長い指と熱い舌が執しつ拗ように乳房や腰を這い回る。

　焦らしているのか、それとも溺れさせたいのか。

　恥ずかしさと快感に侵され、いつしか杏あんずは何も考えられなくなっていた。

 「ああ、この身体はどこも甘い味がする」

　男は嬉しそうに目を細めると、自分が散々もてあそび紅く充血させた乳首を、今度は白く鋭い犬歯で噛んだ。

 「きゃっ…ぁーっ！」

　突然のその仕打ちと刺激に、思わず悲鳴にも似た嬌声をあげてしまう。

 「ここも、いやらしい位ヒクついて、甘くて熱くて溶けそうだ」

　驚いた所為か身体はびくびくとケイレンし、濡れた花唇は男のものを繰り返しキツく締め上げる。

　まるでそれが合図とでもいうように、胎内の奥深くに埋められていた熱いものが激しく動きだし。

 「あっ…んんっ…」

　ずっずっと、太い肉塊が何度も出し入れされる度に、ぐちゅりと濡れた水音が自分の身体から漏れた。

 「ほら、力を抜いて。食べるつもりがこちらの方が喰い千切られそうだ」

　耳元から男の甘く優しい声で囁かれると、頭とお腹の奥がジンと痺れる。

 「や…だめっ…だって…無理っ…」

　杏にとってはこれは初めての行為で、自分の身体をどうする事も出来ないままでいた。

　だが、そんなキツい締め付けは、次第に男へも苦痛と共にもどかしささえ与えるようになる。

 「ふっ、仕方が無い…」

　業を煮やすように呟くと、男は杏と繋がったまま、その小さく華奢な身体を軽々と抱き起こす。

 「……えっ…？」

　一瞬、何が起きたのか解らないでいると、あぐらをかいた状態で座る男の上に、腰を掴まれ一気に引き落とされた。

 「ひゃうんっ！」

　瞳を見開き、白い喉を大きく晒す。

　小さな背は弓なりに反り、淡く柔らかな桜桃色の唇が、空気を求めてパクパクと忙しなく動いた。

　凶器の様な肉塊が杏の自体重により深く潜り込み、その熱い胎内を蹂躙しながら隙間無く埋め尽くす。

　身体を起こされた所為で挿入の角度が変わり、柔らかな肉壁も男の硬い欲の塊で強く抉えぐられる。

 「やっ…あっ…ああんっ」

　まるで熱した楔くさびを胎内に刻み付けるようなその行為に、杏はくたりと身体から力を抜いていた。

　そのまま濡れた淫唇が少しだけ緩むと、狭い胎内に咥え込まれていた肉塊が鎖を解かれた獣のように自由を得る。

 「いい子だ、杏……」

　甘やかす様に男に宥められるが、その優しい言葉とは裏腹に再び激しく身体を揺さ振られた。

　繋がっている場所からはじゅっじゅっと、恥ずかしくなるくらいに淫らな水音が杏の耳を侵す。

 「だめ…ん…もぉ…揺らさな…これ以上…は変にな…あっあっ！」

　声を抑える事を忘れ、絶え間なく嬌声が漏れる。

　男の上に跨り揺さ振られる事で、杏の白く豊かな乳房が痛い位に激しく上下する。

　人よりも大き目な自分の胸を、杏はコンプレックスに思っていた。

　背が低く童顔の自分なのに、胸だけは大きいと幾度と無く他ひ人とにからかわれ。

　異性の好奇な視線に晒され、痴漢の類いを何度も経験し、いつしか杏は自分の身体に注がれる周囲の目に過敏になった。

　だけれども今、男がこんなにも激しく求めてくれる事で、杏はこの身体が少しだけ好きになりかける。

 「杏、かわいいよ…杏」

　――あっ…私の胸、気に入ってくれてると嬉しいな…

　硬くしこった乳首を噛まれ、散々舌で嬲なぶられながら。

　揺さ振られる度に埋められた肉の塊が、胎内と花唇の敏感な部分を何度も擦られる。

　先程から理性は消え去り、杏の身体はただ、男が与え続ける快感を追い求めるのに精一杯だった。




　――どうして、こんな事になったんだろう…

　兄弟と…。

　血が繋がっていないとは言え、家族になった者と性的関係を持ってしまった事実と背徳。

　杏は身体の絶頂と共に、意識を真っ白にさせてしまう。

　母親の再婚で、自分がこの屋敷に来てからそれは、たった数日目の出来事だった。




　　　　―・―・―・―・―・―




 「…凄い…豪邸なんだ……」

 〝家〟と言うよりは〝城〟と呼ぶのが相応しいその建物の前で、杏は大きな風呂敷を片手にしばし、呆然としながら佇んでいた。

 「どうしよう、なんだか私…場違い過ぎるよーっ！」

　屋敷の周りは白く高い壁が侵入者を拒み、正面入口の立派な門は、自分のような庶民を拒んでいるのだと思い知らされる。

 「こんなに凄いお屋敷の人と再婚だなんて、お母さん…私…聞いてないよ？」

　新しい父親と新婚旅行に出掛けた母親に対し、杏は呆れるやら尊敬するやら複雑な思いに陥った。







　兎う原はら杏は保育士になる為に、幾つものバイトを掛け持ちしながら音大に通っていた。

　母親の梓あずさはいわゆるシングルマザーで、若い頃に杏を産むと、女手一つで今まで大事に育ててくれたのだ。

　どうして父親が居ないのかを、梓は杏には話してはくれないし、杏もあえてその事には触れずにいる。

　そうして常日頃周囲まわりに

 『仕事と娘だけが私の生き甲斐』

　と豪語した通り、梓は娘の杏と二人、健気にたくましく生きて来た。

　だが、その母親が二十歳以上も年上の男ひ性とと再婚する事になる。

　以前から相手の男性に何度も求婚プロポーズをされていたらしいが、ある日突然、母親が求そ婚れを受け容れたのだ。

 「杏、母さん鷹たか邑むらさんと結婚する事にしたわ？」

 「ええーっ！」

　そんな晴天のなんとかを地で行くような出来事に、正直杏は驚きはしたが、幸せそうに微笑む母親を素直に祝福出来た。

　なぜなら母親の再婚相手の鷹邑は、背が高く紳士的で、とても六十歳近くとは思えない精せい悍かんで素敵な男ひ性とだったから。

　いつもビシッとスーツを着こなす姿は、母親から聞いた鷹邑の「会社役員」と言う肩書きからも頷けた。

　だが、杏が一番嬉しかったのは、鷹邑の自分達母おや子こに対する気遣いと優しさなのだ。

 「妻を亡くしてから三人の息子と淋しい男所帯だったから、杏ちゃんみたいな可愛い娘が出来て嬉しいよ？」

　父親が居ないで育った所為か、男性が苦手な杏ではあったが、鷹邑には素直に心を開く事が出来た。

　いつからか「鷹邑のおじさん」と、幼い子供のような呼び方もするようになっていった。

　それは自覚の無い年上の男ひ性とへの淡い恋心と、見た事の無い父への憧憬と甘えであったのかもしれないが。

　そうして急きょ決まった母親の再婚のせいで、杏の身辺もしばらくの間は慌しいものとなっていた。

　母親の梓は仕事は辞めず、会社では苗字も変更はしないままで働き続けると決めたらしい。

　結婚しても仕事を続ける母親に、鷹邑は「梓さんらしいから」の一言で了承したと言う。

　一方、杏は大学や後の手続きの事も有るので、苗字についてはしばらく保留。

　住まいもとりあえず母親と共に暮らすアパートに残り、そこから大学に通うつもりでいた。

　お互い再婚同士という事も有り式は挙げず、その代わり、豪華客船で二週間の新婚旅行に行く事にした母親と新しい父親。

　だが、母親と二人で暮らす小さなアパートに突然、杏を独りぼっちで残すのに気がとがめたのか、鷹邑が一つの提案をした。

 「大変申し訳無いのだが杏ちゃん、留守の間私の息子達に食事を作ってくれないだろうか？」

　今思えば、それは鷹邑なりに気遣ってくれた言葉だったのだろう。

　しかし、その鷹邑の言葉を鵜呑みにしてしまった杏はといえば……

 「はいっ、息子さん達のご飯は私が責任を持ってお世話をさせて頂きます！」

…と……。

　新しい父親に自分が頼りにされている事が嬉しくなり、すっかり舞い上がってしまった。

　その時、母親が少しだけ困ったような笑顔を向けていたのも気付かずに。







 「なんだか私、鷹邑のおじさんと母さんにまんまと…はめられちゃったのかなー？」

　目の前に高くそびえ立つ青銅の門扉は、背の低い自分をまるで威嚇でもするように見下ろす。

　杏の左手に提げた紺色の大きな風呂敷が、情けなさと惨めさでやけに重く感じられ。

　それでもしばし決めかねながらため息を吐くと、やっと諦めの答えが生まれた。

 「おじさんとの約束を破っちゃう事になるけど、玄関で一言ご挨拶してから…帰ろう…」

　気落ちしながらそう独り言を呟き、この立派な門扉の何処にインターホンが有るのか探していると。

 「兎原杏さまですね？」

 「うわっ！」

　突如背後から、落ち着いた男性の声で名前を呼ばれる。

　ぎぎぎと油が切れたゼンマイ人形のように首を後ろに向けると、そこには一人の端整な容姿を持つ男性が恭うやうやしく立っていた。

 「驚かしてしまい申し訳御座いません。私、鷹邑家に仕えております柊ひいらぎ雅まさ哉やと申します」

　感嘆に値する程の綺麗な言葉遣いと、相手を敬う洗練された物腰。

　柊と名乗るその人物は、自分よりも頭一つ以上小さな杏に合わせるように深く腰を折ると、仰々しい位のお辞儀をしてくれた。

 「えっ…？　はっ…はいっ！　すみません!!　私が兎原です…兎原杏です!?」

　長身細身のしなやかな身体に黒の燕尾がとても似合う禁欲的ストイックな佇まいに、杏は思わず見惚れ返答が遅れてしまう。

　――もしかして、これが噂に聞く執事…さん？

　テレビや小説でしか見掛けない、庶民の自分とは縁遠い職業の彼は、さも当たり前のように杏の目の前に立って居たから。

　口こそ開かずに済んだが、杏は驚き呆けていた為かポカンとし、なんとも間抜けな顔となっていた。

　そんな杏の思いを知ってか知らずか、柊は淡々と自分の主から申し付かった用件を杏に伝える。

 「お迎えが遅れてしまい大変失礼致しました。邸内では御三方…柾まさきさま、榊さかきさま、椿つばきさまがお待ちになっておられます」

　鷹邑から名前や年と齢しだけは聞いていたが、未だ一度も逢った事の無い自分の新しい兄弟達。

 「あの、来るのが遅くなってしまってすみません！」

　柊のその言葉から、三人の義兄弟が自分の到着を待っていると知り、杏は申し訳無いと思わず頭を下げた。

　さらに、玄関先で挨拶して直ぐに帰ろうとした自分の思惑は、この執事の登場で見事に粉砕されてしまう。

　――私…なんでノコノコと鷹邑家ここに来ちゃったんだろう…

　杏は見えないように顔を背けると、この日何度目かの大きなため息をつく。

　お城の様に大きな家。

　威圧感のある古い門と高い壁。

　顔も見た事の無い三人の義兄弟。

　そうして究めつけが執事の登場で、杏は降参したとばかりに深く肩を落とす。

　すると、カクンと落ちる細い肩に合わせて、その手に持つ大きな風呂敷も心なしか淋しげに小さく揺れた。

　気落ちする杏を見守っていた柊は、小柄な彼女が持つには大き過ぎる荷そ物れに視線を止める。

　そして、当たり前のように執事としての自分の仕事を忠実に行った。

 「そちらのお荷物をお預かり致します」

 〝失礼致します〟と一礼し声を掛けられ、白い手袋をした手が風呂敷へと伸ばされると、杏は全力で驚き慌てふためいてしまう。

 「えっ…あっ…いえ…いえいえいえっ！　こっ…コレは自分で持てますので大丈夫ですからっ!?」

　柊に取られまいと焦った為か、杏はいささか乱暴に風呂敷を振り回す。

　すると、風呂敷の中から「がちゃっ」と軽めの金属音と共に「ちゃぽん」とわずかな水音が漏れた。

 「きゃぁーっ！」

　風呂敷からソレが零れたのかと思い、杏は悲鳴を上げる。

　急いでその場にしゃがみ込むと、柊の目から隠すように背を向け中身の確認を始めた。

　杏のその不可解な行動に困惑しながらも、執事は自分の立場をわきまえ、再び成すべき事を模索する。

 「差し出た真似を致し申し訳ございません。ですが杏さま、いかがされたのでしょうか？」

　焦る杏の小さな背に、柊が屈み込む姿勢で控え目に声を掛けるが。

 「ごめんなさいっ！　大丈夫です、本当に大丈夫ですからっ!!」

　自分の手元を見られてはと、杏は慌てて風呂敷を結び直した。

　だが、慌てた為に中そ身れの蓋が少しだけ開いたらしく、柊の鼻に覚えのある懐かしい匂いが届く。

 「…？　杏さま、そちらのお荷物…は？」

 「うっ！　……そのーっ…」

　しどろもどろになりながら、杏はようやく観念したのか、柊に自分がここに来た理由の説明をする。

 「私、鷹邑のおじ…いえっ！　お義と父うさんに頼まれてご飯を作りに……」

　ようやくそこまでを話すと、杏は恥ずかしさに顔を真っ赤にし俯いてしまった。

　こんなに大きな家ならば、自分なんかが来なくとも沢山の家政婦さんが居るに決まっている。

　第一、杏の目の前には一生出逢う事も無いと思っていた執事が居る程なのだから。

　――どうしよう、きっと執事さん…私の事を呆れているんだ？

　この風呂敷の中身も自分も、今すぐどこか見えない場と所こに隠してしまいたいと願った。

　だが、そんな混乱している杏の耳に、思い掛けない言葉が飛び込む。

 「もちろん、その件に関しましては、旦那さまより杏さまにお任せしたとの旨を伺っております」

　そう明瞭に答えてくれる柊は、先程より随分と柔らかく優しい表情になっていた。

　――旦那さまなんて、本当にテレビや小説みたい？

　柊の言葉と表情に少しだけ安堵したのか、杏は一応の確認をする。

 「あっ…あのー、旦那さまって鷹邑のおじさ…」

　無意識に、杏が鷹邑を呼ぶ時の呼称が口から出てしまう。

 「はい。旦那さまである実さね葛かずさまは、この鷹邑の家長でも有り、ご一族の現総帥でもあられます」

 「…総帥？」

　総帥って総統とかと同じ仲間だろうか？　と、その聞いた事も無いような単語を頭の中で何度も反すうする。

　そのまま背の低い杏は、柊に視線を合わせる為に上目づかいで話を聞いていた。

 「旦那さまは多忙を極める毎日でしたし、奥さまを早くに亡くしておられます。ですので杏さま、どうぞお三方をお願い致します」

 「あっ…はっはいっ！」

　鷹邑と同様、執事で有る柊にも頼られた言葉を掛けられ、お世辞とは思いながらも杏は少しだけ照れくさそうにはにかむ。

　杏のそんな様子に、柊は気付かれない様に口元を少しだけ弛めると小さく微笑んだ。

 「もしもお荷物が大変でしたら何時でも私にお申し付け下さい」

　風呂敷を閉じ、用意が整う杏を確認すると、柊はおもむろに邸内に向けて右手を上げた。

　それが合図だったのか。

　ぎぎぎぎと、重く大きな物が動く音とそれを動かすモーター音がその場に静かに響く。

　すると、先程まで杏を拒む様に威圧的だった古い門がゆっくり左右へと大きく開かれ。

 「それでは改めまして。杏さま、当鷹邑家へようこそお出で下さいました」

　そうして柊は再び恭しくお辞儀をすると、鷹邑の屋敷へと杏を歓迎するのだった。




　　　　―・―・―・―・―・―




　手入れが行き届いた広大な庭の路を、執事の柊に案内されながら、小柄な杏が大きな風呂敷を手に追ついて歩く。

　邸内に足を踏み入れてからも、だんだんと近付く豪華な屋敷や、見渡す限り全てが敷地と言う広さに驚かされるが。

　――…どうしよう…やっぱ私…帰りたい！

　屋敷前の玄関先で、大勢の使用人と思われる人達が綺麗に左右へと分かれ並んでいるのが見えると、もはやそれは驚きというよりは絶望に近い衝撃だった。

　そうか、こんな洋風のお屋敷だったら家政婦さんでは無くメイドさんなんだと感心しつつ、杏は逃げ出したい気持ちをなんとか紛らわせてみる。

　玄関前に近付くと、柊はゆっくりと歩みを止め、杏も柊の後ろに隠れながら立ち止まった。

　二人を待っていた沢山の視線の中、柊は胸の高さで小さく右手を掲げると、その注目を自分に向けさせる。

　そして柊は、その場に居並ぶ者たち全員の前で、杏にとっては不意打ちのような紹介をした。

 「ご紹介致します。こちらの方が本日より私共がお仕えさせて頂く兎原杏さまです」

 「…えっ？　えぇーっ！」

　杏は驚きの余り声を上げると両目を見開き、右横で自分を紹介する柊の顔を凝視した。

　自分は今日、鷹邑の三人の息子の食事の世話に来ただけで、こんなに沢山の人達に自分がお世話をされるつもりなど全く無かったから。

 「や…えっと…あのっ？　執事さんっ！」

　突然の事に混乱する杏をよそに、今度は恰かっ幅ぷくが良く厳しい顔の老婦人が歩み出て、深々と頭を下げながら挨拶をした。

 「ようこそ、お待ちしておりました杏さま」

　すると、まるでそれに倣ならうように。

 「ようこそお出で下さいました、杏お嬢さま」

　静かに並んでいた屋敷の人達が、たじろぐ杏に向かって一斉にお辞儀をした。

 「えっ…えっと…あのーっ」

　杏がこんな大勢の前で注目されるのは、小学校の時にクラスで皆勤賞をもらって以来だろうか。

　もしかしたら、ここに居並ぶ鷹邑に従事する人達は、そのクラスよりも人数が多いのではとさえ思えた。

　――どうしよう、私…こんな普通の服だし。風呂敷これも…もぉー隠せないし……

　すぐに帰らなかった事。

　鷹邑の言葉に浮かれてノコノコ来てしまった事。

　その全てが杏を後悔させ、思わず不安気な顔を俯かせてしまった。

　その時……

 「いつまでそんな場所ところに居るのだ！」

　屋敷の入口から、冷たく厳しげな若い男の声が響く。

　びくりと身をすくませる杏の横で、執事の柊がその声の主ぬしである者の名を呼んだ。

 「柾さま」

　そこには黒縁の眼鏡を掛けた背の高い男性が、険しい表情も露わに立っていた。

　すると、先程まで杏に丁寧な挨拶をしてくれた人達が、緊張した面持ちでその人物へと向き直す。

 「遅くなってしまい大変申し訳ございません、兎原杏さまをお連れし…」

 「そのような事は見れば分かる！」

　事情を説明しようとした柊が、柾に厳しく叱責される。

 「私はなぜ、このような場所で屋敷の者がいつまでも仕事もせずに大勢で集まって居るのだと聞いている！」

　再度〝申し訳御座いません〟と、自身の弁解もせず柊が謝罪すると、その場に居る全員が柾に深く頭を下げた。

 「ごっ…ごめんなさい、私がグズグズしていて皆さんに御迷惑を……」

　柾の声に驚き身をすくませていた杏は、勇気を奮うと必死に皆の弁明をするも。

 「キミが兎原杏か？」

　杏の言葉など聞く気も無いのか、柾はさえぎるように一方的に話しだす。

 「私の名は鷹邑柾、この鷹邑家の長男だ。ところで父が留守の間の二週間、キミの処遇は私に一任してもらうの　でそのつもりでいてくれ」

 「えっ？」

　有無も言わせぬ物言いと、他者を寄せ付けない高圧的な態度に、杏は脅えながらも柾を見つめた。

　その杏の視線に気付いたのか、柾は眼鏡の奥の瞳をひそませ、まるで観察でもするかのように杏を眺めると。

 「柊！　どうして彼女にそのような大きな荷物を持たせたままにしている!?」

 「はっ、申し訳ございません」

　杏が持つ大きな風呂敷に目を留め、再び柊を叱責した。

　二人のそんなやり取りの中で、杏は自分の所為でとがめられる柊に申し訳ないと、再び柾に弁明を試みる。

 「違います！　執事さんが持ってくれると言ったのを私が迷惑になるからと断ったから!!」

　震えながらも必死に柊を弁護する杏に、柾は冷たく言い放つ。

 「キミは、鷹邑家に従事する者の仕事を〝迷惑〟だと無下にするのか？」

 「…あっ！　…いえ…私、そんなつもりじゃ…」

　どうしたら良いのか解らなくなった杏は、唇を噛みながら下を向いてしまった。

　その姿に心を痛めたのか、柊が柾に叱責を受ける覚悟で杏を庇う為の言葉を紡ぎかけたその時…。

 「兄さん、そろそろ止めてあげないとその娘こ…泣いちゃうよ？」

　柾の後ろから、もう一人の人物が姿を現した。

 「どう言う意味だ？　榊」

　柾に名を呼ばれたその人物――榊は、モデルのように美しく整った容貌で微笑むと、柾の横に並び杏を指差す。

 「ほら、見なよ？　兄さんが大上段に正論をブチ撒くから可哀想にあの娘こ…萎縮しちゃって、今にも泣きそうになっているじゃないか？」

 「何を…」

　榊に諭された事で、改めて杏の様子を窺うかがい見た柾は、小さく震える姿に思わず言葉を詰まらせる。

 「ねっ？　あの娘は大事な〝預かりモノ〟なんだから、皆で一緒にカワイがってあげようよ」

　そう言うと、榊は涙をこらえながら顔を上げた杏に向けて、軽いウインクをした。

　端正な容姿の榊に優しく微笑まれ、杏は魅了されたように思わず顔を赤らめる。

　柊はそんな杏の様子を伺い安堵すると、柾に口添えしてくれた榊に対し、深く頭を下げながら感謝を述べようとするも。

 「ありがとうございます、榊さま」

 「お前に礼を言われる覚えは無いよ？　…柊」

　だが、杏に向けた優しいそれとは違い、榊は無表情のまま柊にそう言い放つと、石膏のように冷たい横顔を作る。

　目の前で豹変した榊の態度に杏が困惑していると、今度は杏がその手に持つ風呂敷が何者かに奪われた。

 「あっ！」

 「アニキ達はいっつもあんなんだから気にすんなよ？」

　突然、背後から何者かが現われ、馴れ馴れしい口調で杏に声を掛ける。

　慌てて振り向くと、杏から奪った紺色の風呂敷を、大きな身体の少年が軽々と持ち上げていた。

 「他人に荷物を持たせるのが迷惑でもさぁー〝姉きょう弟だい〟の俺なら構わないだろ？　杏お・ね・え・ちゃん」

　そのまま日焼けした男らしい顔でニカっと笑うと、口元の白い歯が綺麗に並んで見える。

 「椿！　それはお前の〝仕事〟ではないだろう!?」

　柾はそれに気付くと、杏から荷物を奪った少年―椿を一喝する。

　だが、柾にとがめられた椿はワザとらしく大きなため息と吐くと、目の前の杏に背後から抱き付いた。

 「きっ…きゃーっ！」

　自分よりも遥かに背が高く、体格も良い椿に抱き付かれ、杏は目を回しながら悲鳴を上げる。

　そんな杏にはお構い無しに、椿は杏の耳元に自分の顔を寄せ付けると、柾に向かってこう反論した。

 「あのさぁー？　榊さか兄にぃも言ってた通り、杏ちゃんは預かりモンなんだから俺らも大切にしないとじゃん？」

　そう言うと、椿は杏の柔らかな頬に自分の顔を押し付る。

　その近過ぎる距離に、とうとう杏は声を出す事が出来無くなり目を回し続けていた。

 「それに、柾まさ兄にぃがそうやって正論を掲げ続けると皆、いつまでも自分の仕事に戻れないぜ？」

 〝皆〟と言いながら、椿は柊たちを横目で見やる。

　椿の指摘通り、確かに杏を出迎えてくれた大勢の使用人は、所在なくその場に留まったままで居た。

　二人の弟たち―榊と椿に諭され、柾は目を閉じため息を吐くと、わずかにその表情と言葉を軟化させる。

 「…そうだな。今回の事は私がいささか目の前の事だけにこだわり過ぎた、この件はこれで仕舞いにしよう」

　柾は大勢の使用人達をその場で解散をさせ、そうして柊を呼ぶと何かを指示した。

 「では、詳しい話は屋敷の方でさせてもらう」

　必要な事だけを短く杏に伝えると、柾はそのまま振り向く事無く屋敷の中へと消えてしまい。

 「それじゃ杏ちゃん…また後でね？」

　柾が去った事で少しだけざわつく使用人に、榊は何かしらねぎらいの言葉を掛けると、屋敷とは別の方向へと去って行った。

　その榊の姿を目で追う杏に、後ろから抱き付いたままの椿が説明する。

 「榊兄はさぁー、大体がアッチの離れに有るアトリエに籠もったままで滅多に現われないンだよ？　今日とか自分から来るなんて…珍しいよなぁ～？」

 〝杏お姉ちゃんに逢いに来たのかな〟と笑われた。

　だが、年下と思われる者にこんな風にからかわれた事よりも、杏は今の自分の状況の方が遥かに大問題で。

 「あっ…あのっ…放してくれませんか？」

　抱き付かれ、身体を密着されているだけでは済まされず、近過ぎる椿の顔に…唇に…異性の臭いに、杏は困り果てていた。

　そんな杏の困惑などお構い無しに、椿は自由気ままに振舞う。

 「ねーねー〝杏ちゃん〟、この風呂敷の中ってもしかして…おでんとかじゃねぇー？」

　そう言うと、何かを嗅ぎ分けるように高い鼻をヒクヒクさせながら、椿は自分が奪った風呂敷を杏の目の前にかざす。

 「…うっ…」

　風呂敷の中身―つまり〝おでん〟を椿に言い当てられ、杏は声を詰まらせる。

　その杏の様子が面白いのか、椿は更に身体を密着させると、楽しそうに風呂敷をぶらぶらと大きく揺らしていた。

 「椿さま、その様に乱暴に扱われますと中のおでんが飛び散ってしまいます！」

　すると、少し離れた場所に居た柊が大声で椿に注意をした。

　――なっ…執事さん気が付いてたのっ！

　驚きと恥ずかしさで口をパクパクさせる杏の顔を、椿は面白い玩具おもちゃを見付けた子供のような無邪気さで眺める。

 「これからよろしく頼むね？　お姉ちゃん」
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 「天てん蓋がい付きベッドって本当に…有るんだ」

　執事の柊ひいらぎに案内され、杏は自分にあてがわれた客室の中で、しばし…ぼうぜんと立ち尽くしていた。

　ぐるりと部屋を見回すと、さり気無く置かれた調度品の数々は、間違い無く高価な逸品ばかりであろう。

　芸術品と云っても過言で無い年代物の家具の類いは、そのどれもが丁寧に磨かれ、傷はおろかホコリ一つも付いていない。

 「無理、こんな部屋じゃ落ち着いて寝れないよー！」

　ほとんど悲鳴のような落胆と泣き言を、杏は一人になれた事でようやく吐き出せた。

　この屋敷に来てからまだ一時間も経っていないのに、今日一日で何度目かも知れない後悔を再びする事になる。

　最初に鷹たか邑むらの屋敷の門の前で散々味わった、庶民な自分が拒絶されている感覚が再び掘り返された。

 「そう言えば柾まさきさん、一度も笑ってくれなかった」

　この屋敷と柾はとても良く似ていると云うのが、杏の第一印象だったから。

 「やっぱり私…嫌われちゃったのかな？」

　ふと、先ほどの応接室でのやり取りを思い出す。







　柊に案内されながら杏が鷹邑の屋敷に足を踏み入れると、そこは迎賓館や高級ホテルと似た類いのとんでもない世界だった。

　驚き顔で屋敷内をキョロキョロ忙しなく見渡す杏を、後ろから付いてくる椿つばきが、面白くってたまらないという顔で笑う。

　応接室に通されると、そこでは料理人と思われる初老の男性に対し柾が何かしらの指示をしていたらしく。

 「遅くなって申し訳ございません」

　二人の会話の頃合を見計らい柊が声を掛けると、柾が扉の入口に立つ杏達の方へと視線を向ける。

 「ああ、すぐに済むから待っていてくれ。それでは今の件をよろしく頼む」

　柾に念を押すように言われると、その優しげな風ふう貌ぼうの男性は深く頭を下げた。

 「柾兄、柘つ植げさんと…どうしたんだよ？」

　杏の後ろから付いて来た椿は、いつもは厨房に居る料理長―柘植がこの場に居る事を不審がるが。

 「買い物を頼んだだけだ、お前が気にするような事ではない」

　柘植を案じる弟にさえ、柾は冷たい言葉と態度を崩さない。

　一方の椿はそんな柾の態度もいつもの事よと、これ見よがしに大げさに肩をすくめて見せた。

 「へぇーへぇーっ。まっ、鷹邑の事とかは柾兄に任せてオレはオレで楽しくするから…なぁ～っ？　杏お姉ちゃん！」

 「きゃぁっ！」

　玄関の時と同じように再び椿に後ろから抱き付かれ、驚いた杏は思わず悲鳴を上げてしまう。

　だが、はた目には微笑ましく映る二人のじゃれ合う姿にも、柾は眼鏡の奥から冷たい視線を送っていた。

　自分に向けられたその視線に気付いたのか、杏は慌てて謝罪をする。

 「ごめんなさいっ！　えっと…あの…ま……」

　なのに、その冷たい眼光に威圧されたのか、杏は柾の名を口ごもってしまった。

 「柾だ。柊、彼女の部屋は東棟二階の奥から三番目の客間にしてくれ、一番奥と二番目はいささか勝手が悪いだろうし」

 「承知致しました」

　杏の言葉をさえぎるように、柾は改めて柊へと指示をするが。

 「えっ…あの…柾さん、ごめ…」

 「それと椿！　彼女が迷惑しているから即座に離れろ」

 「へーいっ」

　続けて二度。

　杏は柾に因って言葉をさえぎられ、そのまま〝あの、その〟を繰り返しながら、だんだんと押し黙ってしまった。

　その露骨な態度に柘植と柊は困り顔を作り、椿はムッとしながら柾に怒る。

 「柾兄！　あんまし杏ちゃんをイジメるなよ？　困ってるだろ!?」

 「私が彼女をいじめる？　それはどう言う意味だ椿」

　心外だと不機嫌に顔をひそめる柾に、椿はやれやれと今度はあきれ顔になっていた。

 「はぁっ…、柾兄なら仕方ねぇーか？」

　名残惜しそうに身体を離しながら、椿は先ほど杏から奪った風呂敷の中身を思い出す。

 「ところで柾兄、昼メシまだだろ？　ほらっコレ！　杏ちゃんがわざわざ作って来てくれたおでん!!　スっゲェーうまそうだから一緒に食わねぇ？」

　人懐っこい笑顔でそう言う椿に、柾は真っすぐ向き合いながら返答をする。

 「確かにまだだが、私は結構だ」

　つきんと杏は胸が痛くなった気がした。

　自分が今日、この短い間に柾に否定されたのはこれで何度目だろうか？

　いたたまれなくなり、杏は自然と下を向いてしまう。

　柾の言葉に椿は再び大げさにため息をつくと、顔を伏せてしまった杏の肩を優しく抱き締めた。

　そんな兄弟のやり取りに、柾の横に居た柘植は何かに気付き慌てる。

 「椿さま、それは…」

 「柘植、私の用は済んだから戻って良いぞ」

　しかし老人の言葉さえ、柾の冷ややかな声によってさえぎられてしまう。

　柘植は何か言いたげに柾の方を窺ったが、無言のまま自分を見ようとしない主に諦め、応接室に居る全員に一礼しながら静かに退室した。

 「ところで柾さま。杏さまもお疲れだと思いますので、いったんお部屋へとご案内させて頂いてもよろしいでしょうか？」

　ぴりりとした部屋の空気の中、柊がその場を納める意味で柾に提案をすると。

 「ああ、そうだな頼む」

　柊に即され、柾はここでの杏達の用事を終わらせようとした。

 「兎原杏さん。先ほども言ったとおり、この屋敷に居る間キミには私の指示に従ってもらう」

 「はっ…はいっ、分かりました！」

　出し抜けに自分の名前を呼ばれ、杏は反射的に顔を上げると柾に即答するが。

 「そして、この屋敷の者に迷惑を掛けぬよう十分に注意してくれ」

 「…はい…気を付けます」

 〝拒絶〟と〝否定〟。

　杏がこの鷹邑の家に来てから、柾はそんなふうにしか自分に接してくれなかった。







　ふうと深くため息をつくと、杏は柾の言葉を思い出しひどく落ち込みかけていた。

 「母さん達が戻るまでの二週間、せめて柾さんに怒られないように気を付けなくっちゃ」

　二週間…。

　この大きな屋敷と柾に拒絶されながら過ごす事を、果たして自分は耐えられるのかと杏はヘコむ。

 「嫌われても仕方が無いか？　だって私、柾さんから見たら、あきれるくらいに何の取りえも無い庶民だもん」

　笑ってくれないどころか、自分には冷たいまなざししか向けてくれなかった柾。

　杏はいつの間にかこの大きな屋敷にでは無く、柾個人に対して引け目を感じるようになっていた。




　　　　―・―・―・―・―・―




　翌朝から、杏は鷹邑の屋敷で自分に出来る事を少しでもやろうと行動を開始する。

　幼い頃から母と二人で生きてきた杏は、母親の代わりに家事全般をこなし、ある程度の事ならなんでも出来たから。

 〝少しでも何かの役に立ちたい〟

　それが内気な杏が実行出来る唯一の自己主張でも有った。

 「ご飯作りは柘植さんみたいな凄い人が居るからなぁー？」

 『高級ホテルの元シェフ』

　柊に聞いた柘植の経歴は再び杏を落ち込ませ、鷹邑の家で自分の作る料理は必要ないと思い知らされてしまう。

 「取りあえず、柊さんに相談しよう」

　杏は家から持って来た動きやすい服に着替えると、執事の柊を探す為に勇んで部屋を後にした。

　――ところが。

 「私って今…ドコに居るのーっ？」

　屋敷内は想像していたよりも広く複雑で、杏は廊下や窓の外に居る人たちに、何度も居場所を尋ねながら放浪する羽目となってしまう。

 「杏さま、いかがなさったのですか？」

　部屋を出てからおおよそ三十分。

　ようやく柊を見付けた頃には、杏は何だかそれだけでヘトヘトに疲れ果てていた。

 「すみません、私…柊さんを探していて…」

　自分にもこの屋敷で何か出来る事は無いかと言い掛けた時、柊から思わぬ事実を聞かされる。

 「それでしたら、お部屋に設置されております邸内モバイルでお呼び頂けましたら、私の方からすぐにでもお伺い致しましたのに」

 「…あっ！」

　柊のその言葉に杏ははたと思い返す。

　昨日部屋へと案内された時、確かに柊は自分に邸内モバイルの説明をしてくれていたからだ。

 「ごめんなさい！　本当に私うっかりしていて」

　きちんと説明してくれてた柊に申し訳無いと、杏は慌ててぺこりと頭を下げていた。

 「いえ、私の方こそ配慮が足りずに申し訳ございません。ところで杏さま、私を探しておられたようですが、いかがなされたのでしょうか？」

　丁寧過ぎるその言葉遣いにたじろぎながらも、杏は昨夜じっくり考えた件を柊に話す。

 「杏さまにやって頂く事…ですか?」

　こくこくと杏は何度もうなずく。

 「私、柘植さんみたいなスゴい方が居るなんて全然知らなくって、だからご飯を作りにノコノコ来ちゃったんです。だけど…だからと言って今さら帰れない雰囲気にもなっちゃったし…」

　その先の言葉を小さく濁し、杏はそのまましょんぼりとしてしまった。

　――『キミの処遇は私に一任してもらう』

　昨日の柾の言葉や柘植の存在により、この屋敷内で杏が肩身の狭い思いでいる事に柊は気付く。

 「杏さまは旦那さま―実さね葛かずさまのお嬢様になられたのですから、堂々となさっていれば良いのですよ？」

 「それはそう…なんですけど…」

　自分のその言葉にがっかりな表情となった杏に、柊は困りながらもほほえむと、一つの提案をする。

 「ですがもしも杏さまが私共プロに〝正しい掃除の仕方〟などを教わりたいとお考えでしたら、さすがに柾さまも何も仰らないと思われますが…いかがでしょう」

 『そのようなお考えだと見なして、よろしいですか？』

　そう念を押す柊に、杏は驚きながらも顔を輝かせる。

 「あのっ、ありがとうございます柊さん。そしてよろしくお願いします！」

　この屋敷に来て初めて、杏は自分を受け容れてもらえた気がす。

 「それでは、早速ですが柏かしわさんのもとに参りましょう。この屋敷の清掃およびメンテナンスは、全て彼女が取り仕切っておりますので」

　杏はもう一度お礼と言うと、柊に案内されながらメイド長の柏の居る場所へと向かった。







　その日から、杏は柏の指示に従い屋敷での仕事を始める。

　廊下のカーペットと、部屋に置かれた毛足の長いじゅうたんとでは使う洗剤が違い、道具を変えて掃除する事も教わった。

　仕事と言うよりそれは手伝いと呼ぶのが正しいかもしれないが、それでも杏は黙々と与えられた仕事をこなす。

　杏に色々と教えてくれる柏は、最初の日に玄関先であいさつをしてくれた、年配の恐そうな女性だった。

　見た目を裏切らない柏は杏を「お嬢さま」と呼びながらも、仕事の仕上がりに一切の妥だ協きょうを見せない厳しい人でも有ったから。

　杏が懸命にカーペットを掃除していた時にも。

 「このような物には〝流れ〟と言うものがございます。ただ一生懸命にやれば良いのではなく、一番良い方法をお考え下さいませ」

　厳しい言葉しか言わない柏だが、杏は素直にそれに従う。

 「はいっ！」

　なぜなら、柏の教えはいつでも正しく、不慣れな杏に付き合う為に何度も自分の仕事の手を止めてくれたからだ。

　そんな柏に応えようと、杏は毎日懸命に屋敷での与えられた仕事を繰り返していた。

 「杏ちゃん、せっかく来たのにメイドみたいな事ばっかしてて俺…つまんねーじゃん？」

　何度か暇を持て余した椿に泣き付かれたが、杏はそんな義弟をなだめながらも、いつしか屋敷での仕事を自分なりに楽しんでいた。







　それは鷹邑の屋敷に来てからちょうど、一週間経ったある日。

　そろそろ柏から仕事を任せてもらえるようになった杏は、一人で邸内のゴミを集めている最中だった。

 「えっと、厨房や庭園のゴミは勝手にイジっちゃダメで、私の担当は居間や客間のゴミ箱と榊さかきさんのアトリエから出るゴミの回収…っと？」

　小さな手押しワゴンにゴミを集め、廊下を歩いていた杏の足が突然ピタリと止まる。

 「まさき…さん」

　自分が居る場所とはちょうど反対側から、いつものように厳しい表情の柾が、広い歩幅でこちらへと歩いて来る。

　柏や柊が口添えをしてくれたのか、柾は杏が屋敷で働く事を止めはしなかったが、決して良い顔もしてはくれなかった。

 「あのっ…こんにちわ」

　杏はゴミを集めるワゴンと共に廊下の端に避よけると、柾が通る為の道を空ける。

　再び叱られるのではという不安に杏は身をすくませ、下を向きながら柾が通り過ぎるのをじっと待っていた。

 「ご苦労さま」

 「えっ…？」

　……だから…。

　自分の耳に入り込んで来たその優しい言葉に、杏は瞳を大きく見開きながら驚く。

　それはたった一言だったけど。

　――「ご苦労さま」

 「ほめて…くれたんだ」

　遠くなって行くその背を見詰めたまま、杏は廊下の端で、なぜか動けずに立ち尽くしていた。







　屋敷の裏手の敷地に、ゴミ置き場と一緒に焼却炉が有った。

　杏は手押しワゴンでそこまで行くと、いったんゴミを焼却炉の近くのゴミ置き場へと置く。

 「こっちのゴミは燃やさないで収集に出すヤツで、こっちの紙類はなるべく外に出したくないゴミだから焼却炉で燃やす…と」

　いつもと同じ手順でゴミを仕分け、焼却炉へと入れるつもりだった杏は、その中にいつもと違うモノが混ざっている事に気が付かないでいた。

　焼却炉の扉を開き、ゴミを入れ掛けたその瞬間。

　突如、ゴォーっと音を立てながら、杏が持つゴミの袋に焼却炉の火が引火する。

 「きゃぁっ！」

　杏がいつもの紙類だと思っていたゴミの中には、榊がアトリエで使っている、シンナー等の発火性が高い液体が染み込んだ布や紙含まれていたのだ。

　ぼっと燃え移った炎の勢いに、杏は驚きながらゴミ袋と一緒に焼却炉の横に倒れた。

　すると、転んだ拍子に火が点いたゴミ袋は杏の手から離れ、手押しワゴンのゴミへと燃え移ってしまう。

 「あっ…あああああっ」

　ワゴンへと引火したその炎の大きさと勢いに、杏は呆然としたままその場で座り込んでしまった。

　――どっ…どうしよ、火…消さなくっちゃ…誰か…呼ばないと！

　ガクガクと震える膝を奮い立たせ、周りへと延焼し出した炎へ近付こうとすると。

 「何をしている！」

　男の怒鳴り声と共に、杏は大きな手で力まかせに腕を引かれ後ろへと倒されてしまう。

 「まさ…さ…」

　唇を震わせおびえる杏を庇うように、柾は燃えるワゴンの前に立ちはだかっていた。

 「危ないから下がっていろ！」

　柾は着ていた上着を脱ぐと、杏の近くに燃え移っていた炎を叩き消す。

 「柾さま！　どうされましたかっ!!」

　ちょうどその時、杏の様子を見に来てくれたらしい柊が騒ぎに気付く。

 「柊っ！　消火器を持って来いっ！　杏っ！　どこかケガをしてはいないか？　ヤケドはっ!!」

　ワゴンに延焼した火を足で蹴り消しながら、柾は杏へと大声で叫ぶ。

 「ごっ…ごめんな…さ…」

　座り込む杏の後ろからは、屋敷内から大勢の人が手に水や消火器を持ち駆け付けると、一斉にワゴンや焼却炉周りの炎を鎮火させていった。

　焼却炉の周りに散らばったゴミからは、黒い煙がいまだくすぶり、地面には所々焦げ跡ができ、白い消火剤の泡や水たまりが残され。

 「あらかた大丈夫とは思うが念の為に土を盛っておいてくれ。柊、それに皆もケガは無いだろうな？」

　その場の指示と確認をする柾を、杏は地面に座り込んだまま焦点の合わない瞳で見詰め続ける。

　杏の様子にようやく気付いたのか、わずかに苛立った表情の柾が声を掛けるが。

 「どうした？　どこかケガをして立てないのか」

　動かない自分へと近付く柾に、杏は思わず身をすくませた。

　自分に対して、ひどくおびえたその様子に、柾は杏に近付く足を止める。

　だが、その柾の止めた足元を見た杏は、突然ボロボロと泣き出してしまった。

　そのつらそうな視線に気付き、柾が自分の足元を改めて見る。

 「ごっ…ごめんな…さい…ごめ…な…さい…」

　柾の靴もズボンの裾も、消火の際に無残にも黒くススけてしまっていたのだ。

 「ごめ…さい…わた…役立たず…で…ごめんな…さい」

　――私なんて…居なくなればいいんだ…

　柊が手を貸してくれるまで、杏はボロボロと涙を零しながら何度も柾に謝り続けていた。




　　　　―・―・―・―・―・―




　翌日から、杏は客間にこもり扉を閉ざしてしまう。

　焼却炉のボヤはさほど大事には至らず、被害も杏が使っていたワゴンが壊れたくらいで終わったのだが。

　榊がゴミの説明をしなかったと謝りに来てくれても、反対に杏は自分の不注意だったと泣くだけだった。

 「参ったよ、このままじゃボクが悪者だ？」

　困り顔で榊が肩をすくめても、杏は部屋から出ようとはしないままで。

　椿が励まし、柊が慰めても、扉の向こうで杏はただただ鷹邑の人々に謝り続けた。

 「杏さま、柊です。今日で三日もお食事をお取りになられていらっしゃいません、これ以上は杏さまのお体に障ってしまいます」

　柊が銀色のトレーに食事を乗せて運んで来ても扉は開かれず、仕方なく部屋の前に置いて帰るが、杏がそれに手を付ける事は無かった。

　辺りが真っ暗になった夜半過ぎ、明かりも灯されないままの客間のベッドの上で、杏は布団を頭からかぶって泣き続ける。

　自己嫌悪と後悔。

　しかし何よりもつらかったのが、自分の所為で柾を危険な目に遭わせてしまった事だった。

 「きっと私の事を迷惑だと思っている」

　ズボンや靴は少しススけこそはしたものの、柾の身体には何のケガも無く、消火を手伝った屋敷の人たちもまったくの無傷で済んだ。

 「私…役立たずで…皆に迷惑掛けて」

　叱られると思った柏には、自分の説明不足だったと謝られた。

　きっとひどく怒られるのだろうと覚悟していた柾には、あの時もそれ以後も何も言われはせずに。

 「家に帰りたい、助けて…お母さん……」

　自分を拒絶していると思っていた鷹邑の人々に、思い掛けず優しく大事にされた事で、杏は自戒の念に押しつぶされ動けなくなっていた。

　小さな泣き声が漏れるその部屋に、突如ピリリリリィと邸内モバイルの電子音が鳴り響く。

　その音にビクリと身体を震わせ驚くと、モバイルの音声ボタンが点滅し、今度は内線を通じて柊の声が流れた。

 『杏さま。このような手段を使います御無礼をお許し頂きたいのですが、どうぞこのまま私の話を聞いて頂けませんでしょうか？』

　ベッドの上で動けなくなっていた杏は、内線から聞こえて来た柊の言葉に耳を疑う。

 「…うそっ…嘘よ！　だって私…迷惑掛けて…だから…嫌われて…」

 『柾さまは今回の件は自分にも責が有ると仰られ、杏さまがお食事をお取りにならないのなら自分もと、既に三日も何も召し上がっておられません』







　杏がベッドから顔を出すと、部屋も外も真っ暗な闇に包まれている。

　なのに、青白く冷たい色の月明かりだけが、暗闇で泣く杏を優しく照らしてくれた。







　杏はベッドから這い出ると普段着に着替え、自ら閉ざしていた客間の扉を開き母屋へと向かう。

　――『三日も何も召し上がっておられません』

　こんな自分に何が出来るのかと思った。

　なのに、その思いとは真逆の場所では、自分がやらなくてはいけないとも思う。

 「ちゃんと…謝ろう。そして、お礼も言おう」

　柾に助けてもらったお礼を、いまだ本人に伝えていない。

 「あと、身体を壊すからご飯を食べてもらうんだ」

　自分なんかが作った物を、柾が食べてくれるとは思えない。

　――『確かに…まだだが、私は結構だ』

　柾のその言葉を思い出すだけで胸が痛む。

　だけど、このまま何もしないで泣いていたら、自分の胸はつらさでつぶれてしまうから。

 「謝って…お礼を言って…そして…そしてご飯…食べて下さいって頼もう」

　しんと静まり返った屋敷の中を、所々に灯された明かりを頼りに、杏は薄暗い廊下を音を立てないように歩いて行った。

　母屋の一番突き当たりに、鷹邑の杏を一手にになう厨房が有る。

　こんな時間なら誰も居ないだろうと思っていた杏は、そこに明かりが灯され人が居た事に驚いた。

 「柘植さん！」

 「やはり、杏さまでしたか」

　綺麗に片付けられた厨房の中で、帰り支度をしていたらしい柘植が杏に気付く。

 「三日間、何も食べずにいたら、ずいぶんお腹も空かれたでしょう？」

　自分の身体を心配してくれるその言葉に、杏は柊が運んでくれた食事に一切手を付けなかった事を思い返す。

 「わっ…私、柘植さんがせっかく作ってくれた食事…全然食べないままで…あのっ…」

　これ以上は泣きそうになるので、杏は唇を噛み締め、涙をこらえながら下を向いてしまった。

　そんな杏に、柘植は慰めるかのように話し出す。

 「本当に、アナタと柾さまは似ていらっしゃいます。柾さまも食事を取らない事を私に申し訳無いと謝罪されました」

　えっ、と驚きを声にすると杏は顔を上げる。

 「せっかく、その人の為に作ったのに食べてもらえないのは、とてもおつらいですよね？　杏さま」

　柘植の言葉が意味するのが、最初の日に自分が作ったモノを柾に拒絶された事だと気付く。

 「えっ…いえ…だって、柾さんはいつも柘植さんのすごいお料理を食べ慣れてるし…」

　自分自身に対しての卑屈な思いで有ったが、それが柘植への嫌味になると言葉を濁した。

　そんな杏に、柘植は幾つものシワが刻まれた目尻を下げる。

 「あの日、柾さまが杏さまがお作りになったものをお断りしたのは、その場に居た私に遠慮をなさっての事なのですよ？」

 「えっ？」

　意味が分からずキョトンとする杏に、柘植は〝少しだけ年寄りの昔話を聞いて下さい〟と語り出した。

 「私はこの鷹邑のお屋敷で厨房を任せられてから二十年以上になりますが、柾さまはその間に一度も私の作りました食事をお残しになる事はございませんでした」

　それは柘植の作る料理が素晴らしいから、自分の作る物とは違うからと杏は思う。

　だが、そんな杏の気持ちを見透かしながら、柘植は尚も話を続ける。

 「杏さま。二十年以上も一度も食事を残さないという事が、どれだけすごい事だかお分かりになりますか？　柾さまは高熱でひどい吐き気に襲われても、どんなに忙しい日が続いても、私の…柘植の作ったお食事を必ず食べて下さっていたのです」

 「…あっ……」

　その言葉で、杏は自分が柘植をひがんでいた事に、ようやく気付いた。

 「柾さまご兄弟は早くにお母様を亡くされ、せんえつながら、私は私の作った料理でお三方をお育てしたと自負しております」

 「……」

　同時に杏は、自分の心の奥に隠していた気持ちともやっと向き合えた気がする。

 「その柾さまが三日もお食事を取って下さらない、それがなぜかはもう、お分かりになりますよね？」

　それは柾に自分を必要として貰えなかった醜い嫉妬心。

 「私…私が柾さんにお食事を食べてくれるよう…言います！」

　杏の言葉を受けると柘植は嬉しそうに笑う。

 「でしたら、どうせなら杏さまが作ったお食事に致しませんか？」

 「そっ…そんなーっ！　私の作るモンなんて柾さんは嫌がるに決まってます!!」

　突然の提案に杏はバタバタと手を振り断ろうとするが、柘植は厨房の横に置かれた箱を取り出すと目の前の台の上に乗せる。

 「コレをご覧になったら杏さま、そんな事を言えなくなると思いますよ？」

 〝どうぞお開け下さい〟とでも言うように、杏へとその箱を押し渡す。

　恐る恐る、杏は渡された箱を開くと。

 「これ…家庭用の台所…用品…」

　箱には新品のまな板や数本の包丁、そしてお玉や鍋などいわゆる〝一般家庭用調理器具〟が詰め込まれていた。

 「私共が使っている料理器具では杏さまが使いづらいだろうと、あの日応接室で柾さまより申し付けられ、私が買いそろえておきました」

 「だって私…嫌われているって…」

　再び堂々巡りな言葉を紡ぐ杏に、柘植は顔のシワを寄せ少しだけ困った顔をする。

 「先ほども申し上げましたが本当にお二人は似ていらっしゃる、柾さまもご自分が杏さまに嫌われていると思っておいでですよ？」

　柘植のその言葉に杏は今度こそ、まさかと驚きの表情になると。

 「それでは杏さま、一つ私と〝賭け〟を致しませんか？」

　にっこりと、やさしい柘植が杏に意地悪な〝賭け〟を申し出た。







　常夜灯の明かりだけが灯る薄暗い廊下を、杏は足音を忍ばせて柾の書斎を目指す。

　手には大急ぎで作った鶏のおじやを持ち、屋敷内の誰にも見付からないよう細心の注意を払った。

 「…どうしよう、なんだか…とんでもない事になった気がする」

　――私と賭けを致しましょう。杏さまが作られたお食事を柾さまがお食べにならなかった時は、私はアナタに嘘をついた事になりますので、その責任を負う為に鷹邑の屋敷からお暇を頂く事に致します。

　どうか柾が一口でも食べてくれるようにと、杏は心の中で祈りながら食事を運んでいたが…。

 「あっ…明かりが点いている」

　柘植の言うとおり、こんな夜中でも柾は書斎で仕事をしていた。

　――柾さまはまだ大学院生ですが、すでに旦那様のお仕事をサポートされている方です。この時間も書斎にお出でです、のぞかれてみてはいかがですか？

　三日間、ただベッドの上で泣いていた自分と違い、食事を取らないままで仕事をしていた柾はどれだけ空腹だっただろうか？

　じわりと、再び涙が溢れそうになったのを、杏はぶんぶんと頭を振りそれを打ち払った。

 「あのっ…柾さん？」

　ノックを三回、その後小さな声を掛ける。

　書斎から明かりは漏れていたが柾からの返答が無く、杏は不安気にドアノブを静かに回した。

　きぃと小さくきしむ音と共に扉を細く開くと、書斎の中が少しだけ伺える。

 「あれっ？　居ないのかな!?」

　部屋に誰も居ないのなら、明かりはもったいないから消さなくては。

　柾が居ないと思った杏は、そんな軽い気持ちで書斎へと足を踏み入れた。

 「わっ、なんだか本とか書類が山積みっ…」

　ふと、承諾も無く書斎に入るなんて柾にしかられるかな？　と杏が後悔し掛けていると。

 「…えっ…嘘っ……」

　まるで書類の山に隠れるように、柾が書斎の机でうたた寝をしていたのだ。

　――どっ…どうしようっ！

　食事を食べてもらうまではシミュレーションをしていたが、今の状況にどう対処したら良いのか分からなかった。

 「おじや置いて…戻ろうかな？」

　この場合柘植との〝賭け〟は不成立かもと安心すると、杏は机の上で突っ伏して眠る柾の顔をのぞく。

　部屋の暗い照明や眼鏡の所為か、その顔にはかげりが有り、ひどく疲れているようにも見えた。

 「風邪…ひいちゃいますよ？　柾さん」

　起こさないよう小さな声で呟くと、杏は何か掛ける物は無いかと書斎を見渡す。

 「…誰だ」

 「きゃっ！」

　その時、寝ているとばかり思っていた柾の声に、杏は心底驚かされた。

 「…キミか。こんな時間にこんなトコで、いったい何をしている？」

　寝惚けているのか、いつもよりいささか柔らかなその口調に、杏は少しだけホッとする。

 「あっ…あのっ！　私、柾さんがご飯を食べてないって聞いて、それで急に普通のご飯じゃ身体に悪いからと思って…おじやをっ!!」

　身体中の勇気を振り絞り、杏は自分が手にする鍋を柾に見せ一気にまくし立てた。

　もしも再び柾に拒絶をされてしまったら、自分は柘植に合わせる顔が無い。

 「三日間もその…柘植さんに聞いて私…お願いですから少しでも食べて…下さい」

　――だから、お願いだから一口でも食べて？　どうか私を受け容れて下さい…

　願いながらに、祈るほどに。

　なのに、まるで杏の思いを裏切るような答えが返される。

 「キミは何もせずにいてくれないか？」

　柾のその言葉に、杏は自分がこの家に居る意味の全てを拒絶された気がした。

 「あっ…あの…ごめんなさい」

　泣いたらダメだと、心の中で自分をしかる。

　だけれども、自分に向けられたその声はどこまでも冷たく、身体が恐怖ですくんだ。

　そんな杏に柾がため息をつくのが分かる。

　グズな自分にあきれ果てたのだと、そうして杏はさらに萎縮していった。

 「ごめっ…いっ…いえ…すみません……」

　カタカタと震える身体を抑えようと頑張るが、強く閉じた瞳からは、とうとう涙が滲み出す。

　――だめだ、泣いてしまう！

　下唇を噛み締め、こらえようとする自分の頬に、ふいに冷たいてのひらが添えられた。

 「…あっ…」

　驚き、その所為で涙が頬を伝う。

　その冷たいてのひらの持ち主が、杏には誰なのか分かったが。

 「泣くな、別にキミを責めているのではない。私は元来…こう言う話し方しか出来ない人間なのだ」

　その優しい声と言葉が、その人から生まれた理由が分からなかった。

　柾は杏の手から鍋を奪うと、それを書類の無い応接テーブルの方へと置く。

 「キミは三日間も食事を取らずにいたのだろう？　ならば、まずは自身がキチンと食事を取った後、健全な生活に戻ってから私の食事を作るのが〝スジ〟ではないか」

　杏へと向き直すと、柾らしい正当な理由を話してくれた。

　――怒って…ない…

　自分がずっと恐かったのは、柾に叱られる事ではなく拒絶される事。

 「食事…さっき厨房で柘植さんからスープもらって…」

　柾に嫌われないようにと、杏は必死に涙を止める。

 「だから、柾さんも食事…どうか食べて下…さい」

　やっとの思いで、それだけの言葉を搾り出した。

 「そうか」

　短い言葉を杏に返すと、柾は応接テーブルのソファに腰を下ろす。

　まだ熱い湯気が立ち上る鍋のフタを開くと、一緒に添えて有ったレンゲでその中身をすくう。

　ふーと息を吹き掛け冷まし、そのままレンゲを口へと運ぶ。

 「あのーお味はどう…ですか？」

　一番の目的で有る一口を食べてもらえ、杏はその次を欲張る。

 「ああ、おいしいと思う」

　息が止まるかと思った。

　嬉しくっても、こんなにも胸が苦しくなるのを初めて知った気がした。

　ふーふーと何度もおじやをすくい食べるその姿を、杏はじっと見守る。

　いつもしかめっ面で気が付かなかったが、柾はとても整った顔をしていた。

　目鼻立ちよく口元もきりっとし、眼鏡の奥の怖いと思っていた目は少したれ目気味で優しくも見える。

　レンゲを持つ手は男らしくゴツリとし、自分は焼却炉のボヤでこの手に守られたのだと思い知り。

　――ああそうか、やっと私…気が付いた…。

　杏の中で何かがストンと落ちた。

　カチャリと、柾が鍋とレンゲをそろえる。

 「ごちそうさま」

　律義にも、きちんと食した物に礼を言う姿を、杏はなぜかボーとしながら見詰め続けた。

　食べ終えた柾は何か考えるそぶりをすると、突然思い付いたようにソファから立ち上がると。

 「すぐに戻る、ここに居てくれ」

　短い言葉だけを杏に伝え、書斎から暗い廊下へと大股で歩き出て行ってしまった。

 「えっ？　…あっ…どっ…どう言う意味だろう!?」

　食べてくれたのなら、すぐにでも書斎を出なければと考えていた杏は、予想もしなかったその言葉にうろたえてしまう。

 「どうしよう、黙って帰ったらダメ…だよね？」

　出来れば部屋に戻りたくない、もう少しだけここに居て柾と話してみたい。

　今まであんなに恐がっていた自分が嘘のように、今の杏はもっと柾の事を知りたいと思い始めていたから。

　改めて書斎を見渡すと、壁に埋め込まれた本棚にはたくさんの本が詰められ、机の上にも書類や本が山積みとなっていた。

　本と書類に埋没された机の上に古い写真立てを見付ける。

　そっとそれを手にした杏は、なんだか嬉しくなってしまった。

 「柾さん…本当にお兄ちゃんなんだな」

　そこには幼い頃の鷹邑三兄弟が、両親と共に幸福そうに写っていた。

　写真立てを元の場所にそっと戻し、書斎の中を眺めるようにゆっくり歩き回る。

　この部屋は本当に柾らしいと思った。

 「待たせてしまい申し訳なかった」

　書斎の扉が再び開かれ、柾がその手に白い何かの包みを持って現われる。

　どきりとし、反射的に声の方へと振り向く杏へと、柾はためらうこと無く真っすぐに近付いた。

 「これをキミにあげよう」

　そう言うと、両手一抱えの白く大きな包みを押し付けられる。

 「あの…コレって」

　白い包みは高価そうな和紙で出来ており、その見た目と重みとで杏は何かに思い当たる。

 「若い頃の母の着物だ、一度しか袖を通していないそうだから新品同様の良品だと思う」

　柾のその説明に杏はとんでもないと慌てふためく。

 「だっ…ダメですっ！　そんな大事な物をこんな簡単に私なんかにあげちゃっ!!」

　いつも自分に対しておびえた目をし、避けていると思っていた少女が突然、強い口調で反論した。

 「こーゆーのはきっと柾さんだけの物じゃなく、椿くんや榊さん…それこそ鷹邑のおじさんと相談してから…」

 「この着物は私の父が自分の娘となるキミへ渡そうと思っていた物だ」

 「えっ？」

　カーッと熱くなるのが分かるくらいに、杏は顔を赤らめる。

 「あっ…あっ…あのっ…私っ…」

　早とちりとはいえ、柾に食って掛かった事実に杏は驚くが、そんな自分以上に目の前の柾は驚いた表情をしていた。

 「驚いたな、何時も私の前ではオドオドしていたキミが、こんなふうに強く意見するなど」

　呆気に取られている柾に、杏の唇から紡がれた言葉は何時もとは真逆のモノだった。

 「私、もう柾さんが全然恐く無いんです」

　ふわりとほほえむその瞳は、柾だけを見詰める。

 「それでは、やはり今までキミは私が恐かったのか？」

　柾は自分でもおかしな質問だと思いながらも尋ねるが、その問いに杏はよどみ無く即答する。

 「今は恐くありません」

　両手に着物を押し付けられたまま、杏は真っすぐな瞳を柾に向けていた。

 「そうか、それは困ったな？　少しは私を恐がってくれないと」

　眼鏡の奥の目を細め、柾が独り言の様にそう呟く。

 「恐く…ないんです」

　繰り返す杏の小さな唇に、柾は自分の顔をゆっくりと近づける。

 「…んっ！」

　抵抗よりも先に驚きに襲われ、杏は両手に着物を持たされ無抵抗なまま柾の唇を受け容れた。

　息苦しさと混乱の中、それは杏にとっては男性と…好きな人との初めてのキス。

　ついと、どちらの物と知れぬ透明な糸を引きながら唇を離された。

　頭の中を真っ白にさせた杏が、その場に呆然としながら立ち尽くす。

 「これでキミも分かっただろう？　私は恐い人間だと」

　どこか嬉しげに言う柾の言葉に、杏は熱病にでもうなされた瞳でたどたどしくも答えた。

 「でも…やっぱり恐くないんです」

 「そうか、ならば今は私をどう思っているのだ？　…杏」

　赤い耳元に唇を近付け、柾はささやくように問い掛ける。

 「今は…今……す…き…、すき……です」

 「良い答えだ」

　口元をほころばせながら、柾はその答えに満足していた。
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　艶やかな朱色の絹の下地に、金糸で波を、色とりどりの糸で幾重もの壮美な花を施された形見の品。

　杏の白い肌に映えるそれの襟元に、柾は無遠慮に手を差し込むと、柔らかな胸のふくらみへじかに触れる。

 「あっ…んんっ…」

　下着越しからでも敏感に伝わる、男の指の感触と冷たさに、杏は恥じらいながら小さく身をすくめた。

　羞恥に顔を赤く染め、耐えるように唇を噛み締めながら自分の求めに応えようとする杏に、柾は例えようも無い愉悦を感じる。

　自分の為に差し出されたその身体をもっと楽しむ為に、両手で着物の合わせをつかむと力任せに大きく左右に開く。

 「やっ…あっ！」

　小柄できゃしゃな杏の肢体には、ひどく不釣合いに思える大きな乳房が、白い質素な下着の中で窮屈そうにしていた。

 「だめではないか、着物で下着は着用しないものだ」

　見とがめるような言葉と共に、柾は下着の上から杏の乳首を爪で引掻く。

 「あっぁぁっ…ごめ…なさ…ごめん…さいっ」

　コリコリと何度も爪でなぶると、布越しからでも分かるくらいに乳首が硬くしこり膨らんでいく。

　たったそれだけの行為でも身体は敏感な反応を返し、先程よりもさらに顔を赤く染め上げ、息を乱しながら杏は何かをこらえようとしているも。

　柾はその姿に満足しながら、いささか乱暴な手付きで乳房を戒める下着を胸の上へと引き上げた。

　するりと、布に押さえ込まれていた杏の胸が開放され、ぷるんと上下に大きく揺れながら飛び出す。

　とっさに自分の胸を隠そうとする杏の両腕を、柾は着物の襟を肘までズラすと、そのままひとまとめに拘束した。

 「えっ…あっ…まさ…まさきさ……」

　驚きに唇を震わせながら、杏はやっとの思いで男の名を呼ぶ。

　そんな杏にはお構いなしに、柾は羞恥に身体を火照らせ、赤く色付きかけている白い乳房を乱暴にわしづかんだ。

　男の大きな手が柔らかな肉に食い込むと、そのまろやかな胸の形をいびつなモノへと変える。

　片手で右の胸を下から持ち上げ、そのまま指の力を入れ強く握る。

　ざらつくてのひらを少しだけ上へと移動させ、もみしだきながら親指と人差し指で乳首をつまむ。

 「……っ…」

　その痛過ぎる男の仕打ちを、声を押し殺しながら耐えようとしていたが。

 「やっ、だっ…だめっ！」

　ぬるりと熱く湿った感触を右乳首に受けると、とうとう杏は耐え切れずに声をもらす。

　それが柾の舌で有ると言う事実と共に、杏は乳房をむさぼるその姿を、信じられない思いで見るしか無かった。

　背の低い杏に合わせる為か、柾は深く腰を折り屈めると、白く柔らかな胸に顔を埋めようとしていた。

　だがそれを阻むように、カチャリと軽い音を立てて杏の乳房で柾の眼鏡がズリ上がる。

　その事に柾は不機嫌そうに顔をひそめると、名残惜しげに口元から杏の乳首を離した。

 「…邪魔だな…」

　独り言のように呟くと、眼鏡の弦に指を掛ながら少しだけ何かを考え立ち尽くす。

　その間にも柾の唾液で濡らされた杏の乳首が、外気に晒され震えながらツンと上向く。

 「…んっ…」

　だが、両腕を着物で拘束され、そのもどかしさに身をよじる杏の姿を目の当たりにすると、柾はまるでためらいを払うかのように無粋な眼鏡を外した。

　――眼鏡…やっと外してくれた

　先ほど初めて口付けた時も、柾は眼鏡を外さないまま器用に杏の唇を味わう。

　年若く見られるのを隠し、他人に自分の容姿で侮られぬ為にと、それは柾自身が築いた強固な城壁。

　なのに柾は目の前で厳つい黒縁の眼鏡を取り払うと、わずかにたれ目気味の優しげな瞳で杏を見てくれた。

 「多分キミに眼鏡は必要なかったのだろうな？」

　そう言うと、まるで杏を誘惑する為だけに今度は笑みを浮かべる。

　いつも不機嫌そうに眉をひそめ、険しい表情を顔に張り付かせたまま、厳しい言葉でしか自分に語り掛けてくれなかった彼。

　なのに今は長年の恋人のように、杏にだけ優しい姿を惜しみなく晒してくれた。

　うっとりと。

　まるで自ら甘い罠に捕えられた囚人のように、杏は柾に魅入られてしまった。

　外した眼鏡を机の上に置き、柾は再び杏の元に近付く。

　両腕の自由を着物で奪い、抵抗も叶わぬ者のアゴを捉えると、口付ける為に唇を寄せる。

　――あっ、泣きボクロ…あるんだ……

　口付けを受け容れようと両目を閉じ掛けたその刹那、杏は柾の右目の下に有るホクロを見付けた。

　普段は黒く厳つい眼鏡のフレームに隠されて、ほとんどの者が知らないで有ろう彼の素顔。

　もったいないからもっと大事に見たかったのだけど、唇をふさがれると、再び頭が真っ白になり何も考えられなくなってしまった。

 「んんっ…」

　先ほど初めて口付けた時とは違い、柾は性急に自身のざらつく舌を差し入れ、そのまま杏の咥内をもてあそぶ。

　何度も口付ける角度を変えながら、逃げる杏の舌を捕えると、絡め、舐め、強く吸い付く。

　その間にも柾は杏の胸に左手を這わすと、その柔らかさや弾力を楽しむかのように指を乳房に食い込ませ、杏が痛みで身体をよじらせる程にひどくした。

 「くっ…んんんっ…」

　胸を男に握られる痛みと、咥内を侵されるその苦しさに、杏は鼻からくぐもった息を漏らす。

　ふと、出し抜けに胸への強い圧迫が消えると同時に、再び硬くしこった乳首を厳つい指先でイジられる。

　二つの指の股で何度も挟まれ、そのまま指を反らし乳首を引っ張られると、杏の身体は大げさなくらい敏感に反応した。

　口付けの為に両目を閉じている杏は結果として、見えない所為で余計にその感覚を研ぎ澄まされていたのだろう。

　親指と人差し指でつまみ、すり合わされると、男の指の感触は甘い刺激として伝わった。

 「ふっ…ふぁぁぁっ…やぁーっ」

　ようやく唇を離されるが、そのまま細く白い首筋に噛み付かれる。

　背中をぞくりとさせ思わず反り返ると、杏の胸は柾の身体へとまるで突き出す形となった。

　しゅっと、敏感になり過ぎていた乳首が柾のシャツでこすられる。

 「……っぁ!!」

　自らが与えてしまった予想外の刺激に、杏は悲鳴を漏らした。

　頭の中で白く意識が弾ける感覚と、胎内から何かが溢れる感触に襲われた所為で、くたりと身体から力が抜け、自分の身体を翻弄している男の胸へと崩れ落ちる。

　はぁはぁと小さく肩で息をする杏を、柾はわずかに驚き、呆れたような表情で受け止めた。

 「なんだ、胸の刺激だけでイってしまったのか？」

 「…はっはぁっ…えっ？　…なに…を…」

　訳が分からないと言う杏をよそに、柾は白い太腿に絡む着物の裾を払い除けると、その奥へと無遠慮に手を差し入れる。

 「はっ…あっ！」

　固く閉じられた両脚の間に強引に手を割り込ませ、下着の上から窪みの部分に向けて強く指を押し上げられる。

 「ほら、分かるだろ？　ここがこんなにも濡れている」

　ぐちゃりと、ひどく湿った感触が杏の下肢に感じられた。

 「やぁっ…！　ちっ…違う…違いますコレはっ!!」

　柾はそのまま杏の秘所を覆う下着に指を掛けると、その奥がのぞける程に小さな布を横へと強く引っ張られ。

 「あっ、やっ！　だめっ、見ないでっ!!」

　つーっと、自分の胎内から漏れ出した透明な蜜が、遮る布が無くなり淡い茂みから脚へと伝い落ちる。

　両腕を拘束されたまま乳房を晒し、今は濡れた下肢さえも柾の前に曝け出された杏は、思わず瞼と唇を強く閉ざすと顔を横に背けた。

　紅潮した頬、羞恥と快楽にわななく乳房、そして本人の意思を裏切る淫らな身体。

　薄紅色の唇を震わせながら、伏せられた瞼の端には薄っすらと涙さえも滲み出ていた。

　杏のしぐさと反応が、その身体と表情…乱れる息遣いさえも誘い、自分の為に有るのだと錯覚する。

　ならば〝コレが欲しい〟と、柾は生まれて初めて強く渇望した。

 「あの…柾さんお願いです、私…逃げませんから…なっ…何もしませんから……」

　消え入りそうなほど小さく、震える声が杏から零れる。

　恥じ入るくらいにひどく着物を乱され、快感を追い始めた身体を中途半端にされたまま、今の自分を唯一救ってくれる者へと哀願する為に。

　柾の指に、熱い舌に弄ばれた乳首は痛いくらいに敏感になり、無遠慮に下肢に差し込まれたざらつく大きな手が、杏の脚に伝う滴りを増長させていた。

　白い内股の雫を指ですくうと、柾の指は濡れた陰部を覆う下着の中へと潜り込む。

 「…やっ…やだっ…… 」

　明確な意思も持つ男の指は、杏の下生えを掻き分けると、その奥に有る蜜壷を探り当てた。

　ぐっしょりと濡れそぼったその周りを、ゴツリとした指の腹でゆっくり撫でた後、柔らかな花唇のその奥へといきなり挿入させる。

 「ひっ…あっ…ああっ」

　耐え切れずに、杏が悲鳴のような声を漏らしてしまう。

　つぷりと、柾は第二関節まで指を挿入れると、熱い胎内をぐるりと掻き回した。

　最初に右の人差し指を一本。

　今度は中指、次には薬指と順に増え、今では三本の指を受け容れさせる。

　ぐちゅぐちゅと、長い指で花唇への抽送を繰り返す。

　指をバラバラと動かし、肉のヒダを苛み暴れまわる。

　男の太くゴツリとした指は、無理やり潜り込んだ杏の胎内を楽しむように動いていた。

 「んんっ…んっんっ……」

　好き勝手に胎内を掻き混ぜられ、身体を翻弄されている杏が、もどかしげに自分の太腿を柾の手に摺り寄せる。

　はぁはぁと呼吸を乱し膝を震わせると、いつしか立っているのもやっとな状態になっていた。

 「どうした、これでは私がキミを自由に出来ない」

　蜜壷からの滴りの他に、しっとりと汗をかき始めていた白い太腿は、拘束されている両腕の代わりとでも言うように柾の手を挟み込む。

 「はっ…あっ…ご…め…なさい…、でも…わた…私っ…これ以上……」

　苦しげに途切れ途切れの言葉を紡ぐ杏に、柾は救いの言葉をささやく。

 「キミは私にどうして欲しい？　何をしてもらいたいのだ？」

 「わっ…わたし…私…はっ……」

　先程よりもさらに苦しく息を荒らげながらも、杏は柾が導こうとする答えになおもためらう。

 「言い方を変えよう。キミは楽になりたいのか？　キミは私を欲してはくれないのか？」

　――キミは私を求めないのか？

　そう言うと、柾は杏の胎内に挿入ていた指の抽送を激しくした。

　ズッズッと水音を立てると同時に、花唇の上に有る小さな蕾を親指でこする。

 「あーっあああっ！　わた…わたし…ほし…です…まさきさん…ほ…ほしい…欲しいんですっ!!」

　自身の胎内に挿入られた指に支えられ、崩れ落ちそうな身体をガクガクと震わせながら、杏は必死に自分の身体の欲求を訴えた。

 「そうか、私が欲しいのか？」

　嬉しそうに口の端をゆがませると、柾は胎内に埋めていた指を一気に引き抜く。

 「やぁーっ！　…んっ……あああああぁぁぁっ!!」

　せき止めていた指が外された事で、ひくつく花唇からは白く泡立った雫が溢れ出し、柔らかな太腿に幾筋も滑った痕を伝い残す。

　はぁはぁとまるで全力で走り抜けたように息を荒らげ、その全てを自分へと委ねる小さな身体を抱き上げると、柾は先ほどまで自分が座っていた書斎椅子へと運んだ。

　革張りの大きな椅子に杏を丁寧に座らせると、中途半端に脚に絡み付く濡れた下着を剥ぎ、わななく白い両脚をそれぞれ左右の椅子の肘掛へと強引に乗せる。

 「やっ…はずかしぃ…から…やめっ…さい…」

　激しい羞恥に顔と身体を赤らめながら、朱色の着物を両腕と腰に巻き付かせ身動きが取れない杏が、それでも必死に脚を閉じたいと抗う。

　柔らかな両脚が椅子の肘掛で大きく開かされ、柾の目に晒される事となった花弁は、蜜を垂らしながらぴくぴくと震えていた。

　杏の尻の下から邪魔な着物を捲り上げると、柾は椅子の前にひざまずき、期待と不安で震える花唇にそっと舌を伸ばす。

 「ひゃんっ！！！」

　生温くヌメった感触が杏の秘所を襲う。

　ざらつく舌は杏の蜜を舐め取るが、新たに花唇の入口に唾液を塗り込まれる。

 「やめっ…そんなトコ舐めた…ダメっ…汚いっ…」

　まるで杏に聞かせるように、柾はわざとぴちゃぴちゃと大きな水音を立てながら下肢を舌でなぶった。

　そこはひどく濡れてはいるが、いまだ何者をも受け入れた事の無い硬い蕾を開かせる為に、柾は指と舌を使って杏の花弁を暴いていく。

 「くっ…ああん…あっあっ！」

　もろく柔らかな花びらにも似た肉のヒダを、一枚一枚指と舌で掻き分けながら、その奥へと舌で唾液を送り込む。

　胎内は熱く濃厚な蜜で溢れていて、いつでも自分を受け容れる準備が整っているとも思えたが、それでも念入りにその身体を舌と指で解す。

 「やめっ…あっ… あああんっ…やぁっ」

　苦痛や羞恥に耐える杏の声が、上擦り気味の快感の嬌声へと変化していく。

　なおも舌を深く差し込むと、胎内の肉ヒダがうねりながら絡み付き、まるで柾の舌を捕えるように奥へと誘い込んだ。

　ぎゅっと白い内股に力がこもると、その足の間に居る者の頭を強く挟む。

　邪魔をするその両脚を左右につかみ広げると、杏の滑らかな腹から股にかけてがビクビクと、波打ちながら細かくケイレンしているのが見て取れた。

 「もう一度尋ねるが杏、私が欲しいか？」

　ついっと震える内股に舌を這わせながら、柾は杏に答えを強いる。

 「ほ…しぃ…ほし…です、柾さんの…が…欲しいっ！」

　必死にせがむ杏の姿に満足すると、その小さな身体を乱暴に折り曲げさせ、椅子の端まで白い尻を引き摺る。

　そうして柾は自身の熱く剛直な肉の塊を取り出すと、無防備に晒された杏の秘所に数度なで付け、そのままためらいも見せずに強引な力で挿入した。

 「ひっ…ああああああっ」

　ズンと、鈍く重い衝撃が杏の下腹部を襲う。

　革張りの椅子に身体を押し付けられ、いまだに着物の袖で両腕を拘束されている杏は、自分の身体の主導権全てを柾に奪われた。

 「あっ…ああっ…やぁぁぁっ」

　両脚を胸に付くくらいに不自然に折り曲げられ、身体の一番奥へと楔を挿入する為に腰をつかまれると、そのまま乱暴に揺さ振られる。

　杏の狭い花唇は柾の怒張した圧迫に激しく抵抗するが、熱い胎内でうごめくヒダと湧き出す蜜が苦しい挿入の手助けをした。

 「いたっ…あああっ…まさ…さん…ああああっ」

　初めて男性を受け容れた身体の痛みと驚きに、杏は涙や涎でぐちゃぐちゃになった顔のまま泣き出してしまう。

　その間にも柾は杏の最奥を目指し、強く何度も腰を打ち付けその胎内をうがつ。

　ずっずっと狭い花唇に何度も出し入れし、少しずつ強弱を付けながら奥へと進むと、柾は胎内のある一箇所で反応が大きく変わる場所を見付けた。

　胎内から自身が外れる寸前まで抜くと、杏の身体が喪失感に震えたが、柾は角度を変えるとその場所へ当る様に強く打ち付ける。

 「あーっ！」

　バチバチと杏の目の奥で花火が散った。

 「なんだ、やはりここが良いのか？」

　意地が悪い笑みを顔に貼り付けながら、柾はその場所目掛けて何度も自身の先端をこすり付ける。

　ひどく痛かった花唇口は、柾の怒張した肉塊を何度も出し入れした事で、段々と痛みの感覚が麻痺していた。

　蜜壷からはその持ち主の快感の所為か、止め処も無く蜜を溢れさせ、熱い肉ヒダは柾の肉の槍を最奥へと導くように纏わり付く。

　杏の内股は先程よりもさらに激しくケイレンし、下肢に力が入る為か、胎内は柾の全てを搾り取るかのように収縮を繰り返す。

 「ひぅっ！　…っはぁっ…ああっ…やっ…あぁぁっ」

　柾に好き勝手に身体を揺さ振られながら、杏はもはや言葉にはならない呻き声を洩らし続けていた。

　ぐちゅりと、柾が腰を打ち付ける度に胎な内かから零れ出た雫がいやらしい音を立てる。

　男の体重で椅子に縫い止められ、両腕をいまだ拘束されたままの杏が、まるで芋虫のように身体をくねらせ必死に何かを訴えようとしていた。

 「あうっ…ああっ…って…くっ…ああああっ」

　口から幾筋もの涎を零し、杏は言葉とは呼べない呻き声を上げ続ける。

 「はぁうっ…」

　柾は杏の最奥へ全てを埋め込めると、その激しかった動きをいったん止めた。

 「どうした？　止めて欲しいのか、それとも苦しいのか？」

　その問いに弱々しく首を横に振ると、杏は荒い呼吸の下から必死に願いを伝える。

 「…って…おねが…て…ほどい…て…くださ… …」

　あらわになった乳房を突き出し、下肢に柾を咥え込んだまま身体を反らしてみたが、杏は腕の拘束をどうしても外す事は出来ずにいた。

 「なぜ、解かなくてはならない？」

　苦しげにもがく杏に、柾は意地の悪い問いをする。

 「あっ…こわい…から…」

　涙を溢し唇を震わせながら答える杏に、柾は自嘲気味に口元をゆがめた。

 「そうか、やはり私が恐いのか」

 「ひぃんっ！」

　ずるりと、胎内を貫く楔が引き抜かれそうになると、杏は慌てて折り曲げられた脚を柾の腰に絡める。

 「いやぁっ…だめっ…抜いちゃい…やぁっ…」

　この身体の何処にこんな力が有るのかと思う程に強く腰を引き付けられ、再び杏の胎内を柾の体重ごと肉の刃が貫く。

 「……っ…あっ…ああああぁぁっ…ぁっ…」

　涙を流し続けるその瞳を大きく見開き、酸素を求める魚のように口を何度もパクパクさせると、杏はなおも柾に何かを訴えた。

 「うっ…手…こわ…から……おねが…たすけ……さき…さっ……」

　怖いと言いながら逃さないよう自分を脚で捕える杏の顔を、柾は意味が分からないと見詰め続ける。

 「ひぅっ…うで…どいて…手…まさき…さ…たすけ…て…まさき…さ…お願…い…助けて……」

　身体に受けた衝撃に堪えながら、杏はぼろぼろと涙を溢しながら柾に助けを乞い続ける。

 「腕が自由にならないと怖いのか？」

　自分への問い掛けに杏は何度もこくこく頷くと、もう一度救いを求めた。

 「たす…けて…」

 「そうか」

　下肢をつなげたまま柾は杏の上半身を抱き上げると、白い乳房の下で着物を止めていたひもを解き、杏の拘束されていた両腕全てを自由にした。

　すると、柾の首にようやく開放された杏の腕がおずおずと巻き付く。

 「や…と…やっと柾さ…に触れた…やっと…こわくなくな…た」

　柾の胸元に杏がぐしゃぐしゃの泣き顔を張り付かせ、縋りながら鼻先をすりすりとくっ付けて甘えた。

　カーッと血が滾る感覚と、今まで経験をした事の無い感情に支配され、柾は杏の身体を押さえ込み激しく腰の注挿を繰り返す。

 「あんっ！　あっ…あんっ…あっあっあっ!!」

　ひどく身体を揺す振られ、痛い位に胎内のヒダを捲られ、乱暴にこすられているはずなのに、杏の口からは甘く酔い痴れた嬌声が漏れ出す。

 「先ほど…までとは違い随分と気持ち…良さそうだ…が、私に…触れられて嬉しいの…か…？」

　杏の脚に腰を挟まれたまま、柾は息を乱しながらその身体を追い込む。

 「あっ…あんっ…うれしい…です…まさき…さん…やっと触れ…うれ…ですっ…」

　ぎゅっと自分へとしがみ付く腕に煽られ、柾はひときわ深く大きく杏の中へと熱い楔を打ち付ける。

 「ひゃうんっっっ！」

　腕の中の杏の身体を、自身の猛る熱い楔に押し付けるように力を込める。

　杏は上半身を柾の身体に押さえ込まれ、濡れた花唇は強く腰を打ち付けられた状態で、一番深い場所まで熱い肉の槍に貫かれた。

 「ああっ…まさ…さん…あっ…」

　最後に深く胎内をうがちながら、柾は杏の真っ赤なった耳元でそっとささやく。

 「…杏……」

 「まさ…き…さん」

　名前を呼ばれると同時に杏の花唇口がキツく締まり、胎内のヒダが柾の怒張した肉茎に激しく絡み付く。

 「くっ…」

 「あああああああっ！」

　柾は数度身体を震わせると、快感に支配された杏の熱い胎内に自身の欲を何度も注いだ。

 「んっ…んんんんんっ……」

　ピクピクと柾の腰を捕えていた脚をケイレンさせながら、杏は身体中の力を抜く。

 「…まっ……さん…」

　自分の胎内に柾の熱と肉塊の存在を感じながら、杏はそのまま意識を手放した。







　目を覚ました時、杏は書斎の応接ソファに寝かされていた事に驚く。

 「…えっ…」

　着物の乱れは直され、寝ていた自分には男物の上着が掛けられていた。

　今の自分の状況か分からず起き上がろうとすると、胎内の奥がツキンと鈍く痛んだ。

 「んっ……」

　甘い疼きを伴うその痛みに、杏は小さく呻いてしまう。

 「痛むのか杏？」

　自分の身体を案じてくれるその声にドキリとしながら、杏は声の主―柾の方へと視線を向けた。

　書斎机で何かを書いていた柾は、立ち上がると目覚めた杏の元へ近付く。

 「初めてだったのだろう？　なのに無理をさせてしまった、すまない」

　自分に謝る柾の顔を、杏は驚いた表情のまま見詰めてしまった。

 「柾さん、眼鏡外すとスゴく…その…優しい顔になるんですね？」

　ああ、自分はまた余計な事を言ってしまったのだろうかと思ったが、その杏の言葉を受けると柾は静かにほほ笑んでくれた。

 「元々度など入ってはいない。アレは私が他人に年若いからと侮られるのが嫌で掛けていただけの物なのだから」

　そう言うと、少し下がり気味の目尻をさらに下げながら笑い掛けてくれた。

 「あっ…でも…これからも眼鏡は掛けたままでいてくれると嬉しい…です…」

　痛む身体を両腕でなんとか起こすと、杏は下を向いたまま恥じらい気味にそう願う。

 「… ？　なぜだ」

　いぶかしげに自分の顔をのぞき込む男に、小さな声で杏は告白する。

 「柾さんの…本当の顔を知ってるのが…私だけだとその…嬉しい…です…」

　最後の言葉は消え掛けながら、杏はやっとの思いでそう伝えた。

 「ならば、キミの身体も私だけしか知らないままでいると誓うなら、私もキミの望みを叶えよう」

　柾はシャツの胸ポケットに入れた眼鏡を取り出すと、杏の前でそれを掛ける。

 「誓い…ます、私の身体は柾さんの為だけに差し上げます」

　――私の作った料理を食べてくれた、私の身体を欲してくれた彼…

 「いい子だ、杏」

　杏の誓いを聞き入れると、柾は掛けたばかりの眼鏡を外すし再びシャツの胸ポケットに仕舞った。

　そのまま杏の座るソファに腰を下ろすと、自分を見詰める杏の唇に軽く口付ける。

 「お味…どうでしたか？」

　ニコリと、嬉しそうに微笑む杏に柾もつられるように笑みを返す。

 「ああ、料理もキミも大変おいしかった」

　そう言うと今度は深く、むさぼるような口付けを柾は杏へと施した。

　――ごちそうさまでした。





《終わり》
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３章　三男・鷹邑　椿




 「いただきますっ！」

　パクリと、大きく開いた口に大根や厚揚げを放り込むと、すぐさま鍋からお玉を使ってはんぺんやちくわを小皿へと移す。

 「えっと…あの…ねっ？　無理してそんな…全部を食べようとしなくってもいいんだからねっ？」

　白いクロスの掛かるぜいたくな長テーブルの席で、杏は自分の隣の大食漢―椿つばきのその豪快な食べっぷりに慌てて心配する。

 「あーっ平気平気！　いつも部活終わりに俺、こんくらいは余裕で食ってるしーっ」

　背は高いがどちらかと言うと細身の椿が、杏の持って来たアルミの大鍋からおでんの具材を器に移し、ドンドンそれらを胃袋へと納めていく。

 「…スゴい……っ」

　自分の義弟となった椿の、そのすがすがしいくらいの食べっぷりに、杏は思わず感嘆の声を漏らしてしまった。




　母親の再婚相手で有る鷹たか邑むらに頼まれ、杏は両親が新婚旅行に出掛けている二週間の間、鷹邑の三人の息子に食事を作るつもりで屋敷へと訪れた。

　ところが屋敷には二十年来の料理長が居り、杏が作って来た食事は長男の柾まさきに拒否をされ、次男の榊さかきに至ってはアトリエへと閉じこもられてしまう。

　そうして、杏が鍋一杯に作ったおでんを前に途方に暮れていると、椿がそれを全部自分が食べると言い出した。

　――五人分は作って来たのに、この身体のドコに入っていくんだろう？

　目を丸くしながら自分へと向けられる視線に気付いたのか、玉子を口へと運んでいた椿がニカっと笑う。

 「なんだよ、そんなに見ホレるくらいにイイ男か？　俺って」

 「えっ…あっなっ…何っ？」

　ニヤニヤと自信たっぷり笑う椿の言葉で、杏は自分が無意識にその姿を見詰めていた事に気付かされた。

 「あははははっ！　図星だったんだ？　杏ってば…可愛いっ!?」

 「なっ…！」

　自分より年下の椿にからかわれた事で、杏は少しだけ頬を膨らませプイっと横を向く。

 「わっ…私こんなにチビで童顔だけど椿くんよりは全然…年上ですからっ！」

　皿の上の最後の一口で有るごぼう巻きを飲み込むと、椿は膨れてそっぽを向いたままの杏をうかがう。

 「ふぅーんっ…ねぇっ、もしかして年下の男って嫌いだったり…するわけ？」

　右手にいまだ箸を持ったまま、長テーブルに上身体を這わせた低い位置で杏を見上げる。

 「あっ…えっ…椿…くん！」

　小さな杏よりもはるかに背の高い椿が上目遣いのまま、なぜか甘えた口調となっていた。

 「ついでにさ、俺のことは椿じゃなく〝バキ〟って呼べよ？　ダチもそう呼んでるし、第一〝つばき〟よりそっちの方がカッコイイじゃん？」

 「えーっと…あのっ…もしかして…あっ！　ツバキだからバキくん…かなぁーっ？　なっ…なーん…てっ…！」

　自分の言動におろおろと慌てふためく杏を尻目に、椿は次から次へと困らせる言葉を口にした。

 「まっ…そんなトコかな？　バキって仲の良い奴にしか呼ばせないんだぜ？　それと杏の事もこれから〝お姉ちゃん〟じゃなく名前で呼ぶから…俺…」

　先程から椿が自分を呼び捨てにしていたのは聞き間違いで無かったらしく、杏は改めて認識すると同時に困ってしまう。

 「いや…あのねっ？　つばき……」

　そして自分が年下にからかわれていると分かっていても、椿のその端整な顔で見詰められると、何だか勘違いしてしまいそうだった。

 「バキだってばっ！　俺は杏を気に入ってんだけど、それ以外の名前で呼んだら絶対に返事はしないからな？」

 「きゃっ！」

　突然、椿の顔が自分の唇のすぐ間近へと寄せられ、杏は過剰なくらいに驚き反応してしまう。

 「あれっ？　もしかして今、俺にキスされるかもって思っちゃった？」

 「えっ！　やっ…ちっ…違うの!!　今のはちょっと驚いてっ!?」

　しまったと思う間も無く、杏の顔をのぞき込んだ椿が、ニンマリしたり顔となっていた。

 「そうかそうか、杏は俺の事を悲鳴を上げちゃうくらいに意識している訳だ？」

 「なっ…！　ちがっ…違うってばっ!!」

　どんなに杏が必死に反論しようとしても、その全てを椿は軽くいなす。

　――これじゃーどっちが年上なんだか分からないよっ！

　まんまと椿のペースに乗せられてしまった杏は、だんだんと二人っきりで居る事に耐え切れなくなってしまう。

 「わーっ私っ！　ちょっと疲れたから…その…部屋に戻るねっ？」

　極力平静を保ちながら椿から視線を逸らすと、杏はその場からまるで逃げ出すように走り去って行った。

　パタパタと、軽く小さな足音が遠ざかるのを確認すると、椿はそのままバタリと音を立てながら長テーブルへと突っ伏してしまう。

 「うぇーっ…さすがにこの量はキチーわっ……」

　胃から喉へと込み上げるモノを根性でねじ伏せながら、ふと…先ほど自分へと向けられていた杏の表情を思い出す。

　羞恥で赤みが差した頬と、おびえるように潤む瞳。

 「…気に入った、アレは俺のモンにする」

　よいしょと掛け声を出しやっと立ち上がると、椿は邸内モバイルで屋敷のメイドを呼び寄せ、奇麗に平らげた鍋や皿の片付けを任せた。







　自分に与えられた客間へと戻ると、杏は羞恥で火照った顔を鏡で見る。

 「うわっ…何コレ？　スゴい真っ赤な顔っ！」

　こんな見っとも無い顔を見られてしまい、椿が自分をどのように思ったかと考えると、さらに顔が赤くなるのが分かった。

 「あーっ！　もぉーっ!?　年下の椿くんにからかわれるなんて私のバカバカーっ!!」

　両手で頬をぺちぺち叩きながらギュッと目を閉じると、先ほどの椿の言葉や表情を思い出す。

　――『そんなに見ホレるくらいにイイ男か？　俺って』

 「うーっ…確かにカッコイイ…かも……」

　背も高く、剣道部の主将をしていると言うその身体はしなやかで強靭そのものなのに、白い歯を見せて無邪気に笑う顔は驚くくらいに端正だった。

　――『もしかして年下の男って嫌いだったりする？』

 「嫌いも何も…血が繋がっていないとは言え椿くんは私の義弟だし…」

　その年下の義弟に先ほど、いいようにからかわれていた自分を思い出すと、杏は再び恥ずかしさで悲鳴を上げたくなる。

　どんどんと椿の強引なペースに巻き込まれている自分は、年上の余裕なんてあっという間に全て剥がされてしまいそうだった。

　そうして気付くと、年下で気ままな椿を酷く意識している自分に驚く。

 「やだっ、私ってば一体何を考えているんだろう？　椿くんは鷹邑のおじさんの息子さんで義弟で、第一私よりも年下じゃないっ！」

　焦りながら頭をブンブンと振り、思わず誰でもない自分へと言い訳を繰り返した。

 「もぉー決めたっ！　明日っからはなるべく椿くんには関わらない事にしよっ!!」

　豪華過ぎる部屋の中、初めて見た天蓋付きのベッドに尻込みしながら潜り込むと、杏はざわめく心の正体も分からず眠りに着いた。




　　　　―・―・―・―・―・―




　翌日、杏は自分が鷹邑の屋敷で何か出来る事は無いかと執事の柊に頼み込んだ。

 「杏さまにやって頂く事…ですか？」

　こくこくと、杏は何度もうなずく。

 「私、鷹邑のおじさ…いえお義父さんに頼まれてご飯作りに来たんです。でも、ココって…その…すごい料理長さんが居るし……」

　元高級ホテルのシェフと言う肩書きの人物が、鷹邑の屋敷で二十年近くも働いている事実を杏は知ってしまった。

 「杏さまは旦那さま―実さね葛かずさまのお嬢さまになられたのですから、この屋敷では堂々となさっていれば良いのですよ」

 「それはそう…なんですけど…」

　実葛が杏の身を思ってついた嘘で有ろうが、目の前でしょんぼりと気落ちする少女の姿に、柊は今ここに居ない自分の主人を少しだけ恨めしく思った。

　わずかの間だけ考えあぐねると、柊は何か思い付いたらしく一つの提案をする。

 「これは私の独り言なのですが、杏さまが私共プロに〝正しい掃除の仕方〟を教わりたいとお考えでしたら、柾さまにも叱られないと思われますがいかがでしょう？」

　長男の柾に怒られず、そして杏がこの二週間を屋敷で快適に過ごせる方法として。

 「あのっ、ありがとうございます柊さん！」

　この屋敷に来て初めて、杏が嬉しそうに笑った。

 「それでは、さっそくですが柏かしわさんのもとに参りましょう。この屋敷の清掃およびメンテナンスは、全て彼女が取り仕切っておりますので」

　杏はもう一度感謝を込めて頭を下げると、柊に案内されながらメイド長の柏の居る場所へと向かった。







 「なんだよ杏、せっかく来たのにメイドみたいな事ばっかしてて俺…つまんねーじゃん？」

　早速その日から柏の指示で屋敷の掃除をしていた杏に、椿は部活から帰るなり練習着姿でまとわり付いた。

 「だって、何もしないでこんなすごいお屋敷のお世話になるなんて、私…耐えられないから」

　物心付く頃から母親の梓と二人で生きて来た杏にとっては、自分の世話を誰かにしてもらうどころか、何も仕事をしないで過ごすなどとても無理な話だった。

　そんな杏にはお構いなしに、椿は再びガッカリした顔で不平を言う。

 「それと、なんなんだよそのカッコ？　ウチのメイド服なんかよりも地味ですっげーっ…ダっセ…」

　椿にそう指摘された杏の姿は、動きやすいようにとトレーナーとジャージの上にエプロンを付け、肩まで有る髪は黒のゴムでポニーテールにしていた。

 「いっ…いいのっ！　私はこの方が楽なんだからっ!!」

　カーペットの染みをハンドブラッシャーで落していた杏が、さも忙しそうな口調で椿に反論した。

 「ちぇっ、部活から帰ったら杏とどっか行こうと思って楽しみにしてたのに。なぁ、そんなの放っとって一緒に出掛けようぜ？」

　そう言うと、強引に杏の手からブラッシャーを奪おうとする。

 「だめだよ椿くん！　ここの掃除が終わったらすぐに知らせるって柏さんと約束したんだから!!」

　奪われまいとする杏は、自分の小さな身体ごとを椿にぶつけた。

　――…えっ……？

　トンと当てた肩が強靭な肉体の感触を自分に伝え、その身体からは汗と一緒に椿の匂いが杏の鼻腔に侵入した。

　見た目よりも逞しい身体に驚いたり、汗や体臭に動揺する気持ちを隠そうとする杏に、椿はヤレヤレとため息をつく。

 「あーあっ！　柏さん絡みじゃ諦めるか？　それとオレの事はバキって呼べって言っただろ!?」

　むっと膨れた顔を隠そうともしないまま、椿が諦めたように杏から離れた。

 「そんじゃ…まぁ～後でまた出直すわ」

　廊下横へと置いて有った竹刀や防具をかつぐと、椿はその場から立ち去ろうとした。

 「…っと、杏っ！　せっかくオマエ胸がデカイんだからそんなダボダボの服で隠すなよなっ!!」

 「なっ…椿くんそれっ…セクハラだからねっ！」

　思わずブラッシャーから手を離すと、杏はトレーナーの上から両腕で自分の胸を隠す。

 「何べんも言わすなよ？　バキだってばっ！」

　あはははと笑い声を上げながら、椿は廊下の向こうへと姿を消してしまった。

　そんな義弟の後姿を見届けると、杏は顔を真っ赤にしながらうつむく。

 「…何よ？　この胸の所為で私が今どれだけイヤな思いをしたか…知らない癖に……」

　小さな身体に不釣合いなこの胸は、自分にとっては最も大きなコンプレックス。

 「きっと椿くんみたいな子は、色んな人に愛されて…いっぱいわがままなんかも言えて、私なんかとは全然違うんだろうな？」

　小さな頃から自分の事は自分でしなくてはならず、同世代の友人と比べても、杏は我慢強く何でも一人でちゃんと出来ていた。

　そんなしっかり者の自分で有ったはずなのに、今は椿に振り回されて、見っとも無いくらいに慌てふためく。

 「…だいっきらいだ…こんな胸も…自分も」

　たくさんの嫌な事を思い出し、杏はブラッシャーを拾うと大きなため息をつく。

 「椿くん…苦手かも…」

　年下でワガママで強引で、だけど男らしくって魅力的な自分の―義弟。

　いつの間にか自分の思考が椿に満たされている事に、その時の杏はまだ気が付かないままだった。







　ある日の朝、次の仕事の指示を聞こうとメイド長の柏の部屋へと向かう杏は、その部屋の入口で椿の姿を見付ける。

　――えっ！　なんでこんなトコに居るのっ？

　なるべく椿に会わないように気を付けていた杏は、とっさに柏の部屋から見えない位置に隠れた。

 「じゃっ！　今度の日曜日にまた、よろしく頼むね柏さん」

　そう言いながら嬉しそうに、無邪気そうにはにかむ顔は、杏の知らない年相応の椿の表情だったが。

　なぜかツキンと痛む自分の胸にうろたえていると、その隠れている場所へと向けて椿が声を掛ける。

 「杏！　部活から帰ったらまた遊ぼうぜ？　それと今日の服、そのブラウスの方がこの前のトレーナーより可愛いじゃん！」

 「わっ！」

　盗み見していたのがバレていたと知り、杏は酷く後ろめたい気持ちで慌ててしまった。

　だが、椿はそれ以上は何も言わず、柏の部屋の前に置いた竹刀や胴具一式を背負い、そのまま部活へと行ってしまった。

　後に残された杏は少しだけ拍子抜けしながらも、慌てて自分の目的で有った柏の部屋を訪れる。

 「あっ…あのっ遅くなってすみません、杏ですっ！」

 「どうぞ、お入り下さいませ」

　トントンと小さくノックをし、柏の了承を得てから部屋へと入る。

 「失礼します」

　部屋の中では、すでにメイド服へと着替えた柏が、いつもの厳しい表情をその深い皺と共に刻んでいた。

　そうして、白髪の頭を少しだけ下へと傾かせると、小さくため息をつきながら杏へと注意を促す。

 「突然ですが杏お嬢さま、立ち聞きというものを私は感心致しませんよ」

 「あっ……」

　柏の言葉にドキリとし、杏は一瞬言葉を失いかける。

 「まあ、あなた様の事でございますから不本意だったと思いますが」

 「…柏…さん」

　とがめながら、なのに自分を信じると言う柏の言葉に杏は嬉しくなった。

 「あっ…あのっすみませんっ！　柏さんの部屋に来たら椿くんが居て、なんだか私…邪魔をしては悪いかなと思ってそれで…」

　椿を避けていた事を隠すのは、自分を信頼してくれた柏にまるで嘘をついているようで心苦しかったが、杏は出来るだけキチンと説明する。

 「やはりそうでございましたか、それでは仕方が有りませんね」

　杏の弁解を聞いてくれた後、そう言って許してくれた柏は、なぜか部屋に掛かっていたカレンダーに視線を向ける。

 「今度の日曜日、椿さまが剣道の試合にお出になるのをご存知ですか？」

　唐突に、柏が何の脈絡も無い話しを始めた。

 「えっ…いえっ、知りませんでした」

　椿の名を出された事で、再び杏はドキリとしてしまう。

 「椿さまはお小さい頃から武芸に秀でた方で、たくさんの大会にご出場されては、それは素晴らしい成績を残されて」

　まるで何年も前を思い出すように、柏の瞳が遠くを見詰めていた。

 「そのような大会では普通ご家族の…、特にお母様がおいでになる事が多うございますが、椿さまはいつもお一人で試合に挑まれておいででした」

 「…あっ…」

　父親の居ない杏にも経験が有った、父兄参観の日に自分だけ振り返っても誰も居なかったあの孤独。

　なおも柏は杏に自分の昔話を聞かせた。

 「当時は旦那さまもお忙しい身でございましたので、私が椿さまの試合にお伺いさせて頂いておりました」

 「柏さんが…ですか？」

　今も七十を越えている年齢の柏が、当時どんな大変な思いをして出掛けていたのだろうと杏は思う。

 「はい、それも私が作りました応援弁当を椿さまはいつも楽しみにして下さって」

　いつも厳しい表情の柏が、わずかに顔をほころばせながら自慢の孫のように椿を語った。

 「今では椿さまもご立派になられ、私も試合にはお伺いしなくはなりましたが…それでも、試合の度に私に応援弁当を作ってくれと仰って下さいます」

　小さな頃の椿が独りぼっちで試合で頑張っていて、そこへ柏さんが応援弁当を作って来てくれた時、それはどれだけ心強く嬉しかっただろうか？

　柏と椿の絆はとても深く、自分なんかでは入り込めないと思った。

　――あっ…私ってば何バカな事を考えてるんだろ？

　ふと、二人の繋がりにまるで嫉妬でもするかのような考えに、杏は自分で自分の気持ちが分からなくなってしまう。

 「あの、柏さん？　どうしてそんなお話しを私に…」

　自分にこんな昔話をする柏の真意が読めないまま、杏はその理由を尋ねる。

　すると、柏は目元を優しく緩めるとこう教えてくれた。

 「私にアナタさまの事をお話になられる時に、椿さまが本当に嬉しそうに楽しそうにしておいでで…」

 「そっ…それは椿くんがいつも私の事をからかっているだけです！」

　そんな事は無いとついムキになり、杏は柏の言葉を否定する。

　だが、そんな杏をまるでたしなめるように、柏はなおもゆっくりと言葉を続けた。

 「椿さまや鷹邑の皆さまは本当に大事に思っていらっしゃるのですよ？　杏お嬢さまの事を」

 「えっ？　でも私なんてお母さんの再婚でこの家に来ただけの…その…鷹邑のおじさんにとっても私なんてお母さんのオマケみたいなモンで…」

　結果として鷹邑に騙された形でこの屋敷に来た自分は、義兄弟となった者達―柾や榊にとっては希薄な存在で有ると杏は感じていた。

　そして年下の椿にとっても、いつも慌てふためくこんな自分は、からかうのにちょうど良いだけの存在なのだろう。

　酷く自虐的な杏の言葉と考えに、柏は白い眉をひそめる。

 「杏さま、そのように自分を卑下なさる言葉はこの柏が許しませんよ？　それに、新しく出来た家族に寂しい思いはさせないと椿さまは仰っておりました」

 「椿くんがそんな事を…ですか？」

　まるでからかうように、いつも椿がまとわり付いていたのは、この屋敷で杏が独りぼっちにならない為の優しさ。

 「あの…私…どうしよう？　椿くんはてっきり私をからかっているとばかり……」

　自分の言葉に慌てふためく杏に、柏は困った顔で優しく諭す。

 「杏お嬢さま、椿さまは杏さまを大切に思っておいでですよ？　それはもちろん、お兄さま方でいらっしゃる柾さまも榊さまも同様で、旦那さまやそして私…柏も」

 「かしわ…さん…」

　ポロっと、杏の頬に涙が伝い落ちた。

 「あらあら、年寄りの話で泣かせてしまい本当に申しわけございません。ですがどうぞ、今の柏の話した事を忘れないで下さいませ」

　そう念を押しながら、柏が自分の白いハンカチで杏の涙を拭ってくれた。




　　　　―・―・―・―・―・―




 「なぁ、なんか杏って急に俺に対する態度…変えてねぇか？」

 「えーっ？　そっ…そんな事ないと思うよ!?」

　自分への過剰なスキンシップを行う椿に対し、杏は以前のような拒絶ではなく、のらりくらりと曖昧な態度をするようになっていた。

 「いや…絶対に変わった！　前だったらこんなに抱きついたら顔を真っ赤にして怒ってたじゃん？」

　そう言いながら、椿は杏の背後からその小さな体を自分の腕の中へとすっぽり納める。

 「あっ…ええっと…椿くん？」

 「バキだって言ってるだろ！　ほら…今だって逃げも怒りもせずオレの成すがままで平気だし」

　おもむろに、後ろから伸ばされた手が杏の胸元に伸びる。

　男の大きな手に触れられ身体を強張らせるが、それでも悲鳴や拒絶の声も上げずに、椿のしたいようにさせていた。

　廊下で手押しワゴンを使いゴミを集めていた杏は、人けが無い場所で椿に自分の身体を弄られる。

 「なぁ、もしかして杏はやっと俺の事が好きになった訳？」

　義弟の不届きな手は無防備な腰や脇をも撫で回し、羞恥に赤くなった耳たぶへと唇を寄せささやく。

　密着した身体の熱や手の感触、そして耳元で吹き込まれる吐息のような言葉に杏は耐えた。

 「えっ…あっ…だってつ…バキくんは私の義弟だし…」

　髪を頭の上へと結い上げていた為に晒された白い首筋に、椿の寄せかけていた唇が寸でで止まる。

 「あっ…あのね？　私、ずーっとお母さんと二人暮らしで想像もした事がなかったんだけど」

　その事に気が付かないまま、杏は必死にハシャぐフリで話し続けた。

 「その…もしも私に弟が居たらどんなんだろうとか考えて、でも実際にバキくんみたいにカッコイイ男の子が私の義弟って何だかスゴいよね？」

　自分の中からやっと割り切れた答えを伝え、杏はふにゃりとした笑顔で椿へと振り返る。

 「義理とは言えバキくんが義弟なんて…こんな私なんかには不釣合いだよね？」

　嬉しそうに恥らうその顔に、椿は少しだけかげりを落した表情となる。

 「杏は俺が義弟でいる事の方がいいのか？」

　まるで大切な事を確かめる物言いに杏は少しだけ不審に思うが、それを打ち払うつもりでことさら明るく答えた。

 「うん！　あっ、でも私なんかがお義姉ちゃんじゃバキくんに迷惑…かなっ？」

　自分よりもずっと高い位置に有る椿の顔を、杏はコツンと小さな頭をその硬い胸板に押し付け、まるで覗き込むよう下から見上げた。

 「ふーん、そっか…」

　すると、視線を逸らしたまま椿は後ろから抱き付いていた身体を離し、その自身の腕の拘束から杏を自由にする。

 「あっ…つば…バキくん？」

　様子が変わった椿に、杏は酷く不安げな瞳を向けてしまう。

　そんな杏の表情に気付くと、椿はなぜか弱々しく笑って見せる。

 「うん、俺いつも杏の邪魔ばっかしちゃって…ワリぃーっ」

　言いながら、まるで杏から自分の顔を隠すように、大きな手を謝る形でかざした。

 「えっ…あっ邪魔って…つば……」

 「そんじゃーただの義弟はオネェーちゃんの邪魔をしないためにも、これで退散と致しますか？」

　おどけた口調では有ったがどこか投げやりに、なぜか悲しそうで。

 「じゃーなーオネェーちゃん、お仕事ガンバレよ」

　自分の所為で椿があんな傷付いた顔をする理由が、杏にはどうしても分からなくって。

 「……そんな…ただの義弟に対して、こんなに私ドキドキなんて…しないよ」

　自分の胸元に先ほどまで這わされていた大きな手の感触を、密着した身体の熱さを思い出しながら、杏は両腕で自身を抱き締め小さく身体を震わせた。







　その日を境に、今度は椿の方が杏との距離を計るようになっていた。

　最初こそ試合前で部活が忙しいのかと思った杏だが、それが三日目となると酷く不安になってしまう。

 「私、何か椿くんの気に障る事をしちゃったのかな……」

　屋敷内で手押しワゴンを押しながら作業をしていた杏は、肩を落すと思わず大きなため息をついてしまう。

　椿とは〝フツーの義姉弟〟になりたいと、お互いに寂しさを知っているから、きっとそうなれると杏は思っていた。

 「あっ…そうだ！　今度の試合にコッソリ応援に行っちゃおうかな」

　柏の応援弁当には勝てないかもしれないが、自分が応援に行ったのなら少しは喜んでくれるのかも知れない。

 「だけど…迷惑かな？　椿くんの学校ってなんだかスゴいお金持ちの子ばっかが通っているみたいだし、私…こんなだし…」

　あれやこれやと考えながらも、杏は仕事を終わらせた事を柏へと伝える為に、屋敷を歩きまわりながら柏の姿を探す。

 「…えっ…？」

　すると、廊下の突き当たりの壁に凭れ掛る様にしながら柏がうずくまっていた。

 「柏さんっ！」

　杏は思わず悲鳴の様な大声を挙げると、うずくまる柏の元へと必死に駆け寄る。

 「柏さんっ！　どうしたの？　どこか身体の調子が悪いのっ!?」

 「あっ…ああっ申し訳…いませんお嬢さま…、少し腰が…あいたたたたっ…」

　そのままズルズルと崩れ落ちる柏をなんとか支えようとするが、小さな身体の杏は恰幅の良い柏ごと床に倒された。

 「きゃっ！　かしっ…柏さんっ!!」

　無言のまま倒れ込む柏の様子に、杏は驚きと恐怖で混乱する。

 「だっ…誰かっ！　助けて下さい！　誰かーっ!!」

　普段は誰かしらは通る広い廊下に、杏の悲痛な声が響き渡る。

　――どうしよう…誰かを呼びに行って…だけどその間に柏さんにもしもの事があったら……

　じわりと涙がにじんで来たが、なんとか柏の身体から抜け出し助けを呼ぼうとした時。

 「杏っ！　柏さんも一体どうしたんだよっ!!」

　部活帰りらしい椿が杏の声に気付いたらしく、背負っていた竹刀道具一式を廊下に放り投げこちらへと走り寄る。

 「つっ…椿くんっ！」

　安心した為か、椿の姿を見ると杏はボロボロと涙を落とした。

 「柏さんが…柏さんがさっきっから倒れたままで急に…気も失っちゃって……」

　なんとか涙をこらえながら、椿へと事情を説明する。

 「脳卒中とかじゃねぇーみたいだし、杏！　そこの内線で柊に連絡しろ!!　そんで取りあえず救急車を呼んでもらえ、オレはこのまま玄関に柏さんを運ぶから！！！」

　そう言うと、倒れ込んだ柏の身体を椿は軽々と持ち上げた。

 「うっ…うんっ！」

　椿に促され、杏は廊下脇に有る邸内モバイルへと慌てて駆け寄る。

 「あっ…柊さんっ！　柏さんが…あのっ…柏さんがっ!!」







 「腰椎を悪くなさっておりましたので、命には全く別状はございませんがお年がお年ですので…暫く入院される事になりました」

 「そうですか」

　救急車で運ばれた柏に付き添い、つい今しがた屋敷へと戻った柊の説明を杏は受ける。

 「それにしても、杏さまが見付けて下さったおかげで助かったと、柏さんが大変感謝をなさっておりましたよ」

 「…いえ…私なんて何もしてませんから感謝なんて…」

　そうだ、自分は何も出来ずに居ただけで、本当に柏を救ってくれたのは誰でない椿だったのだから。

　そんな悲しげに落ち込む杏に、柊は優しく微笑む。

 「そして椿さまも杏さまには大変感謝をなさってましたよ杏さまの助けを呼ぶ声が聞こえたから自分は駆け付ける事が出来たのだと」

 「椿くんが…ですか？」

　役立たずだったあの時の自分を、それでも椿は感謝をしてくれていた。

 「…柊さん…私…ココでは役立たずじゃなかったんですね？　私…わたっ…よかっ…た」

 「あたり前です、貴方はこの鷹邑の大切なお嬢さまなのですから」

　柏が無事で有った事と椿や鷹邑の家の優しさに触れ、杏は堪え切れずに少しだけ柊に泣き顔を見せてしまう。

　――なんか、良いや…泣いちゃえっ！

　この人達には、鷹邑の人達に自分は甘えても良いのだと杏は思った。

　――年上とかそんなの、どうでも良いや？

　こだわっていたのは自分だけで、そんな最後の砦が壊れると結構楽になれたから。

　――うん…そうだ、自分の気持ちを信じよう

　だから、初めて自分から勇気を出して前へと歩み出す決心をした。




　　　　―・―・―・―・―・―




　カツンと小さく幾つもの金物の音が響く。

　ぶくぶくと土鍋で炊いているご飯が湯気を上げ、鍋で味を染み込ませている油揚げがぐつぐつと煮えている。

　明け方に近い時間に、杏は屋敷の大きな調理場の一角でコッソリと料理をしていた。

　調理場の器具はどれもこれも、杏には使い方の分からないプロ仕様の物ばかりで、仕方が無くご飯から何からを全てガス台と鍋で調理する。

 「うーんと…ここら辺は勝手に使っちゃ悪いから、みりんの代用品はこれで大丈夫かな？」

　先日この家の料理長で有る柘植と仲良くなり、少しだけだが杏もこの調理場を使わせてもらえるようになった。

　だが、立派なオーブンや不思議な形をした調理器具、見た事も無い食材や調味料の数々に、やはり自分は太刀打ち出来ないと思い知らされる。

　この調理場は柘植の様なプロの人間が仕事をする大事な場所で、自分の様なフツーの者が入ってはいけないのだと。

 「ご飯…もう一回炊いたほうが良いかなぁ？」

　この屋敷で自分は何の役にも立たないと、鷹邑と再婚した母親のオマケだと、ずっとそんなふうに負い目を持っていた。

　だけれども、こんな自分でもここに居て良いと言ってくれた人達に、杏は少しでも恩返しがしたいと願う。

 「味付け…柏さんとは全然違うと思うけど許してくれるよね」

　自分がやれる事を、自分がしたい事を、自分の気持ちに正直になる勇気がやっと持てた。

 「あっ！　そう言えば椿くんの試合の時間聞いてなかったけど間に合うかなーっ？」

　キッチンタイマー代わりの目覚まし時計を見ると、杏は再び〝よしっ！〟と自分に気合いを入れてみる。

　今日は椿の剣道の試合の日だったから。

　だが、いつも椿が作ってもらっていた応援弁当は、柏の入院によって叶わなくなってしまう。

 『別にいいよ！　ダチとどっかで食うからさ』

　椿はいつものように笑いながら言ってはいたが、杏はふと思い立つ。

　迷惑かもしれないけれど、自分が柏の代わりに応援弁当を作ろうと。

　自分が椿の為に何かをしてあげたいと心からそう思ったから。

　友達とどこかで食べると椿は言っていたのを思い出し、杏はその友達の分もと考え多目の量を準備する。

 「うーん、椿くん五人前は軽いってこの前おでん食べながら言ってたし、そのお友達もと考えると…十五人分で大丈夫かな？」

　大量の米を何度も土鍋で炊き、鷹邑の巨大な冷蔵庫から鶏肉を水で解凍してそれに下味を付ける。

　だんだんと出来上がる大量のオカズやおにぎり、そしてお稲荷さんを前に杏はひと息ついた。

 「よしっ！　後は兎原家特製ダシ巻き玉子で完成かなっ」

　調理場横の窓をのぞくと、外はまだ真っ暗で、月明かりもわずかで何も見えなかった。

 「今日は一日中晴れるって天気予報も言ってたし…良かった！」

　後二時間もしたら、屋敷の者の朝食を作りに柘植達が来るので、杏はそろそろ調理場の片付けを始めようとしていると。

 「こんな時間に何をしてるんだよ杏…」

 「きゃっ！」

　突然、自分の後ろから声を掛けられ、杏は飛び上がりそうになる程に驚く。

 「あっ…えっ…つば…バキ……くん？」

　自分の名を呼ばれ振り向くと、ジャージ姿の椿が杏のすぐ後ろに立っていた。

 「つっ…バキくんこそ今日は試合なのに、いっ…一体こんな時間にどっ…どうしたのよっ！」

 「いや、俺っていつも試合当日はこんくらいの時間に起きて素振りとかして…って…ところで、それって杏が作ったのか？」

　驚き慌てる杏の手元を椿が指差す。

 「えっ？　あーっあのねあのねこれはその…えーっと…」

　椿を驚かす為、試合会場まで自分がコッソリ持って行くつもりだったので、何かやましい事をしている訳でも無いのにひどくうろたえてしまった。

 「もしかして今日の…俺の為の弁当なのか？」

 「あっ…えっと…あのーっ…うん…そのつもり……」

　震える椿の声が怒っているように思え、杏はわずかにビクビクと脅えながら答える。

 「すげぇーっ」

　だが、次に椿の口から発せられた言葉に杏は目を丸くする。

 「スゲェーよ杏！　コレって全部杏が一人で作ったんだろ？」

 「えっ？　…あっ…うんっ……」

　子供のみたいに喜ぶ椿の顔に、杏はやっと不安から解放された。

 「こんなにたくさんって…もしかして剣道部連中のも作ってくれたのかよ？」

　ものスゴイ量だな、と驚く椿に、杏は嬉しそうに説明する。

 「うん！　バキくん以前五人前は軽いって言ってたから、そのお友達の分も考えて一応…十五人分作ってみたの」

　これでも少ないかな？　と杏が尋ねてみると、椿は苦虫を噛み潰した顔となっていた。

　その椿の表情に、杏は思わず顔を暗くする。

 「あっ…あのっごめんねっ？　…そうだよね？　つ…バキくんトコの学校ってお金持ちの子ばっかで、私の作った物なんて口には合わ……」

 「バーカ、その逆っ！」

 「…えっ？」

　椿の言葉に杏は思わず俯き掛けた顔を上げる。

 「こーんなうまそうなモンを連中に食わせるなんて俺…ぜってぇーヤダから」

 「あっ…でもバキくん、私お弁当をこんなにたくさん作っちゃっ……」

 「俺が嫌なんだから、とにかくダメだっ！」

　まるで駄々っ子な口ぶりの椿に、杏は思わず噴出す。

 「あははっ、バキくんって子供みたい」

 「なんだよ…バカにすんのかよ」

　おかしくってたまらない杏の様子に、椿はむっとした表情になった。

 「ごめん、だって全然違うんだモン。昨日柏さんを助けてくれたバキくん…、ううん…椿くんはすごく…カッコよかったよ？」

　自分より頭二個程も高い椿の顔を、杏はのぞき込むように上目遣いで見上げた。

 「…そうか？」

　そんな自分の言葉に珍しく照れた表情となる椿に、杏はもう一度言葉を重ねる。

 「うん、すごく…素敵だった」

　自分だけを映す杏の大きな潤む瞳に、椿は自分の中の思いを抑え込む事が出来なくなる。

　そっと、その小さな身体を正面から抱き締めると、椿は杏に大事な質問をする。

 「なぁ、杏にとって俺はただの義弟ってだけの存在なのか？」

　それはいつもの自信たっぷりな椿とは違い、やけに不安でおびえた様子だったので。

 「うん、椿くんは確かに私の義弟だけど、それ以上に私にとっては素敵で魅力的な男性だよ」

　杏はあえて自分から、その禁忌を犯す言葉を椿にささやいてしまった。







　調理室から外へと出たすぐ横の保管倉庫に、杏と椿は人目を避け、もつれ合いながら入り込む。

　倉庫の床へ尻を着けて座る杏の身体を、椿はまるで縋り付くように身体を密着させ、その柔らかな身体を弄った。

 「あっ…こっ…こんなトコでダメだよ、つば…きくんっ…」

　性急に自分を求められ、杏は嬉しさに浸されながらも、何とか目の前の大きな男を押し留めようと無駄な試みをする。
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 「どうして？　オレ…今すぐ杏が欲しいのに」

　ちゅっとワザと大きな音を立てながら、首筋や胸元へと口付けられる。

 「んっ…」

　たったそれだけの愛撫で、いともたやく身体の支配権を奪われてしまう。

　皮膚の薄い場所へ何度も口付けられながら、胸を弄っていた太い指がブラウスを破く勢いで乱暴に侵入してくる。

 「あっ…」

　ボタンがむしり取られ、大きく広げられた胸元をむさぼるよう唇が押し付けられると、そこから覗く鋭い犬歯で噛まれる。

 「やっ…あっあぁーーーんっ」

　白く柔らかな肌に赤い所有の印を幾つも刻まれ、期待に震えた胸が乱れた呼吸に合わせ激しく上下した。

　自分の唇にほんろうされ、思わず悲鳴にも似た声を上げてしまう杏に、椿は嬉しそうに口元を緩めながら意地悪な言葉をささやく。

 「なぁ、そんなに大きな声を出したら屋敷の誰かがココ…来ちゃうかもよ？」

 「えっ…」

　軽い至福と絶頂に身を委ね始めていた杏は、椿の言葉にハタと意識を引き戻す。

 「んっ……！」

　とっさに、ブラウスの袖口を桜色の唇へと押し当てると、そのまま声を漏らすまいと必死に耐える。

　小さく縮こませた身体をビクつかせ、部屋の隅へと追い詰められ抵抗も出来ぬ獲物。

 「一生懸命に声をガマンしている杏…カワイイ」

　こんな夜中に倉庫近くへは誰も来ない事を知っていたが、椿は自分の言葉を信じ声を抑えようとする今の杏を、無理にでも啼なかせてみたいと思った。

　ひどく嗜虐的な妄想に駆られ、自らの唇と手で杏の身体を快楽へと追い立てる。

　白いシンプルな下着の中には、小さな身体の杏には不似合な程の大振りの胸が押し込められその解放を待っていた。

　椿はブラウスの前を完全に開かせると、その細い肩から下着ごと杏が身に着けていた衣服を剥ぎ取ってしまう。

 「ふっ…ううぅぅうんっ！」

　ブラウスの袖口を噛んだまま、杏が驚きの声を漏らす。

　隠す物が無くなった杏の胸がプルンと飛び出し、男の目の前で無防備に晒される。

 「…っはっ…やっぱスゲェーでっけぇっ…」

 「んっ…んんんんんんっ……」

　驚きとも賞賛とも取れぬその言葉に、杏は声を殺したまま否定の意味で首を振る。

 「ふぅんっ…んんんんーっ！」

　突然、白い左胸の頂きに有る淡い色の乳首に熱く湿った感触を受ける。

　ペチャペチャと水音を立てながら舐められ、何度も敏感なくぼみをなぶられた。

　それが椿の舌と口内で有るのが分かると、杏は上体をよじる事でその責め苦から逃れようとする。

　すると、その杏の動きをどがめるかのように、椿の歯が強く杏の乳首に噛み付いた。

 「ふっ…あっ…ああぁぁぁぁぁんんっ」

　痛みと驚きに噛み締めていた袖口を思わず離すと、その口からは抑えられなくなった嬌声がこぼれた。

 「あっ…はっ…だめっ！　椿く…そんな…強く噛んじゃちぎれちゃっ…」

　痛みを伴なう胸の疼きに、杏が悲鳴を上げる。

　腕にブラウスをまとわり付かせたまま、自分の左の乳首ばかりを執拗にいたぶる椿を両手で押し退けようとした。

　…すると…。

 「ひゃんっ！」

　今度は左の胸を噛まれたまま、右の乳首をザラつく男の指で思いっ切りヒネられる。

 「あっ…ああぁぁっ…やっ…痛いよ椿くん…やめ…てっ…」

　目の前の身体を押しやるた両手が震え、杏の閉じた目からは涙がポロポロと零れ落ちた。

　ぺちゃぺちゃと音を立てていた椿の舌が止まり、ようやく左胸の頂きから唇が離される。

 「もぉー絶対にオレの邪魔をしないか？　…だったら痛くするのを止めてやるよ」

　散々もてあそばれた乳首は椿の口内でびっしょりと濡れ、歯や舌で酷く舐られた為に淡い色だったそれは、無残な程に赤く充血した色へと姿を変えていた。

 「ふっ…んっく…うっ…うっうっ…」

　乳首にまとわり付かせていた唾液が夜明け前の冷たい外気にさらされ、杏は全身をわななかせながらそれに耐えていた。

 「なぁ？　どうすんだよ杏!?」

　ぷっくりと充血し大きく膨らんだ乳首を、椿は唇で挟むと乱暴に手前へ引っ張る。

 「ひぅっ！　…やっ…やめてっ引っ張っちゃいやーっ!!」

　その痛みに耐えかねて、杏は思わず椿の頭を自分の胸へと押し付ける。

　再び左の乳首を口内で弄られ、右の乳首を指で痛い程になぶられる。

　だが、この行為をガマンしなければ先程の仕打ちを受けてしまうので、杏はこの辛い責め苦を自ら望まなければならなかった。

 「ふっ…あっ……」

　左胸をいたぶっていた椿の唇が、今度は右へと移される。

　杏はそれに合わせるかのように、自分の胸に押し付けていた椿の頭から手の力を抜いた。

　その杏の行為に気を良くしたのか、先程まで口内でなぶっていた左胸を右手で揉みしだき、杏の身体が受ける痛みと疼きを増長させる。

　そのまま熱を帯び出した白い身体を暴く為、椿は杏のスカートの中へとその武骨な手を潜り込ませた。

 「あっ…やっ…あっあっあっ！」

　ふらちな右手が無遠慮に杏の下着の中へと差し入れられると、大胆な動きでその濡れた秘肉の割れ目を指でなぞる。

　ぐちゅりと濡れた水の音と指の感触に、椿がニヤリとした。

 「なんだ、こっちはもぉーグチョグチョに濡れてんじゃん？」

　添わせた二本の指でその部分を乱暴にこすると、開き始めた杏の花唇からみるみる粘着質な蜜が溢れ始める。

 「やぁっ…だめっ…だめだよっ……あっ」

　ダメだと言いながら椿の頭を抱く杏の指は歓喜に震え、拒絶の声も悦楽に上ずり気味のモノとなっていた。

　椿はこの身体を気持ち良くさせようと、自分のこの手でもっとあえがせる為に、愛液で濡れた花唇の上の淫核を爪で引っかく。

 「ひゃんっ！」

　ビクンと大きく身体を震わせ、杏が白い喉を晒しながらエビのように背を反らした。

　その反応に椿は口元を歪めながら笑うと、小さな淫核を二本の指で何度も交互に責め立てる。

 「ああっ…やっ…あっ…ダメ……めっ…わた…おかしく……」

 「うん？　なんだ？　何がダメなのかちゃんと教えてくれねぇーとオレ…分かンねぇーしー!?」

　意地悪な言い方をする椿に、杏は瞳に涙を滲ませながら必死に訴える。

 「あっ…そこ…だめっ…」

 「だーかーら、そこって…どこだよ？」

　トントンと敏感な部分を指で叩くマネをする椿に、杏は羞恥に壊れそうな胸を必死に耐えながら答える。

 「つ…つば…きくんの指が…触っている場所……」

 「指って…コッチの指の事？」

　そう言いながら、椿は杏の右乳首を左指でひねり上げる。

 「ひぃんっ！　…あっ…ちがっ…ちがうっ……」

　散々にイジくり回された上、痛む場所へのその仕打ちに、杏は両目を見開き悲鳴を上げた。

 「あっ、コッチじゃ無いんだ？　ちゃんと杏の身体のドコかって場所を教えてくれないとオレ…分かんねーし？」

　突然、椿は杏の秘所に這わせていた指の動きを早め、乱暴にその小さな淫核をなぶる。

 「ああああああっ！　やっ…やめ…止めて…変に…わた…へんになっちゃうっ!!」

　声を抑える事などとうに忘れ果てた杏が、頭を大きく振り乱しながら泣き叫ぶ。

 「なぁ？　杏の身体のドコを弄ってるのを止めて欲しいかちゃんと云ってみろよ？」

　傲慢に、我が侭に、椿が杏へとその言葉を強制する。

 「あっ…やっ…あのっ……」

　だが、羞恥の為にどうしてもその言葉を口に出来ない杏は、椿の頭を抱いていた手を外すと、そのままおずおず自分の秘所へと指を伸ばす。

 「…つば…くん…私のここ…お願いっ…意地悪しないでっ……」 

　そうして剥き出しにされた肉芽をいまだいたぶる椿の手に重ね、なんとか止めてくれるようにと懇願する。

　一方の椿は、イタズラのつもりで杏に辱めの言葉を強要したハズが、反対にその仕草と表情に自分自身が煽られてしまった。

 「参った…杏すんげぇー…エロい……」

　ゴクリと生唾を飲み込むと、制止しようとする杏の手をそのままに、椿は肉芽の下で蜜を垂れ流す花唇へと指を差し入れる。

 「やぁーっ！」

　ズプリと、男の太い指を強引に狭い胎内へと含ませられ、杏はその圧迫感に苦しむ。

 「やめっ…つばきくんっ…」

　自分の胎内には三本の指が挿入され、その三本がそれぞれ別々に意思が有るようにバラバラに動いた。

　そしてすぐさま、長い指をその付け根まで勢い良く胎内へ挿入ると、外に残された親指で再び杏の淫核を引っかく。

 「やっ…つば……ひぅんっ！！！」

　ひときわ甲高い声の後に、脱力した呻き声が倉庫に響く中、杏の下肢が激しくケイレンした。

 「あっ…ああああんっ…」

　とろりと大量の蜜が椿の指を咥えた花唇から漏れ出し、その上に隠れるように小さく有った杏の肉芽は、与えられた過度の刺激で赤い果実へと変えられてしまう。

 「イっちゃった？　なぁ…気持ち良かったか？　杏」

　ハァハァと肩で小さく息をしている杏の耳元で、椿はイタズラを仕掛けた子供の無邪気さで尋ねる。

　そんな椿の仕打ちに、杏は閉じた瞳からポロポロと涙を零しながら、いまだ自分の胎内に有る椿の指の異物感をこらえた。

 「やめっ…私…やめてっ…て頼んだ…のに」

　ひっくひっくと声を震わせて泣く杏に、椿は不思議そうな顔となってしまう。

 「杏、オマエもしかしてイったこととか自分でシタこと…ないのか？」

　今度は杏が子供のように泣きじゃくるのを、椿は困った様子でうかがったが。

 「わっ…わた…こんなエッチな…ことした…ないモン……」

　それだけを何とか振り絞りながら言うと、杏は椿の頭から手を外し、そのまま自分の口元を押さえ再び泣き出してしまった。

 「おい…マジかよ？」

　自分よりも年上の義姉が、その身体を慰めた事も無いと言う告白に、椿はしばし呆然としてしまう。

 「ひっく…うっ…うぅんっ……」

　ぐちゅりと音を立てて杏の胎内から指を引き抜くと、椿はそのまま自分の手を押さえていた杏の手を握る。

　そして乳首をいたぶっていたもう片方の手で、声を漏らすまいと泣く杏の手を口元から引き剥がす。

 「やっ…やだよ、つばきく……」

　またひどい仕打ちをされるのだと思い、杏はおびえながら椿のその行為を嫌がった。

　目の前で怯えるよう身体をすくませる杏の姿に、椿はため息をつくと、涙でグショグショに濡れたその頬に唇を寄せる。

　チュッチュッと何度も繰り返されるそれは、まるで慈しむように優しく頬から鼻、まぶた、唇と杏の顔全てに施された。

 「…椿…くん？…」

　少しだけしゃくり上げたまま、杏が涙を止める。

 「悪りぃー、杏がカワイくって意地悪し過ぎた」

　両手を握り締められたまま、今度は唇に軽く口付けられる。

　椿の唇の感触が心地良く、いたぶられ続けた身体がようやく落ち着きを取り戻しかけた。

　ふぅと呼吸を整える杏に、椿が自分の次の行為をねだる。

 「なぁ、もぉー意地悪しねぇーから杏のナカに挿入って…いいだろ？」

　椿の直接的な物言いに言葉が詰まった。

 「…えっ…あのっ……」

　その意味する事が分かり、杏が顔を真っ赤に染めるも。

 「さっきみたいにヒドい事はしないから…さ？　もぉーオレ…これ以上ガマン出来ねぇーし」

　そう言いながら、椿は杏の秘所で重ねていた手を自分の猛り出した下肢へと導く。

 「あっ…」

　そこは大きく脈打つと、ズボンの上からでもその熱さと苦しい程の窮屈さが伝わった。

 「なっ？　オレのここ…早く杏の胎内に入りたいって辛そうなんだよ、だから…いいだろ？」

　甘える声が杏の耳の奥を冒す。

 「なぁ…杏ってばっ……」

　ペロリと耳たぶを舐められ、そのまま耳の中へと舌を差し入れられる。

　自分の耳の中を犯す椿の舌の水音が、直接そのまま杏の脳さえも侵し出す。

 「あっ…椿…くん？　あっ…あのっ…わたし…私っ……」

　ハァハァと息を乱しながら、まぶたを閉じる杏がトロけた顔で自身の秘密を漏らす。

 「私…あのっ…はっ…はじめてだからお願い…やさしくして……」

 「バーカ、そんなのとっくに…分かってる」

　自慰もした事の無いこの無垢な身体を、これから征服する歓びに椿は舌なめずりした。







　乱れたスカートを上げ、濡れた下着を足から外す。

　薄暗い倉庫の中、目の前に現れた杏の白い下肢は愛液でびしょびしょとなり、その淡い茂みや内股にも幾つもの滴りを零していた。

 「やだ…そんなに見ないでっ…」

　何も言わず黙ったままの椿に、杏は耐え切れぬ羞恥に身体をねじり隠そうとする。

　すると、その両膝を男のてのひらが各々抑え、グイっと左右に大きく開かせる。

 「隠すなよ」

　精悍な顔が杏の下肢へと下ろされ、高い鼻で濡れた茂みを無造作に掻き分けた。

　それだけでも心臓が壊れそうな程に恥ずかしかったのに、いまだトロトロと蜜を垂れ流す蜜壷を熱い舌で舐められる。

 「やぁーっ！　だっ…だめっ!?　椿くんそんなトコ…いやぁーっ!!」

　驚きに混乱する杏をよそに、椿は口内で溜めた唾液をその秘所に塗り込め、胎内へと出来る限り舌を伸ばして送り込む。

 「ダメっ！　わっ…わた…私お風呂にまだ…入ってな…汚いから…だっ…ダメ…だってばぁーっ……」

　必死にそう叫ぶと、杏は再び恥ずかしさに侵され泣き出してしまう。

　だが、それでも椿は何度も念入りに杏の花弁へと舌を挿し込み、その狭過ぎる入口と熱い胎内を丹念に解す。

　解放された両手で顔を覆い隠し、杏は泣きながら何度も止めてと、自分の汚れたその場所に舌を入れないでと懇願した。

　じゅるっと何かをすする音と共に、椿の舌がようやく杏の下肢を解放する。

　愛液でてらてらと濡れた口元を手の甲で拭い、濃厚過ぎた愛撫と羞恥に震える杏の身体に覆い被さった。

 「杏のだったら汚なくねぇーよ？　それにこれから杏のココにはオレのを入れなくっちゃいけないから」

　そう言うと、椿は剥き出しにした自分の熱くグロテスクなモノを杏の小さな淫口へとすり付ける。

　ビクンと、杏が自分の秘所を襲う感触と恐怖に身体を硬直させる。

 「杏のココ…狭いしそれに初めてだから、オレのなんか無理やり入れたら…壊れちまいそうだから…」

　ニッと、杏を安心させる為にか、椿がいつもの自信満々で無邪気な笑顔を向けてくれた。

　男らしく精悍な顔なのに子供っぽい表情で、濡れた口元からのぞく白い歯と、そして…自分を愛しげに見詰める瞳に杏は魅了されてしまう。

 「はっ…あっ…あの…ね？…」

　おずおずと、小さな声で呼び掛ける。

 「…なんだよ？」

　ドクドクと血流が集まる自身の肉塊で、椿は杏の濡れた秘裂を何度もなぞる。

 「あっ…私…大丈夫…だから？　壊れ…ないし…それに椿くんになら私…壊されても…いいから」

　敏感な部分を何度も熱く硬い肉塊で撫で付けられ、そこがひどく疼き耐えられなくなる。

　それは椿も同様らしく、密着させている身体は熱く吐く息が荒い。

 「そんなカワイイ事云うなよ、俺…杏が止めてくれって泣いても止まらねぇーからな？」

　ぐちゅっと、丸い先端が濡れた花唇に宛がわれる。

 「…うん、イヤだって泣いても止めなくって…いいよ？」

　きゅっと、杏の小さな手が椿の広い背中へ回された。

 「悪ぃ…」

　まるでそれが合図のように、杏の狭い秘所を裂きながら、ずぶずぶと椿の肉塊が侵入してくる。

 「あぁーっ！」

　その圧倒的な質量と圧迫感に、杏の花唇は濡れているとはいえ悲鳴にも似た軋みを身体に与えた。

 「うっ…あっ…いた…いっ…痛いっ……」

　狭い胎内へと押し入る長大な肉塊を、杏はその小さな身体で必死に受け容れようとする。

 「ごめっ……杏…ごめっ…」

　ズッズッと反動を付けながら椿の肉の凶器が、痛みに涙を流す杏のその狭い場所へと強引に押し入った。

 「あっ…やぁぁぁ…っ……」

　柔らかな肉の抵抗を力尽くでねじ伏せ、その奥へと無慈悲な肉の刃を押し進めた瞬間、悲痛なうめき声が聞こえると同時に秘所からは赤い滴りが流れ落ちる。

 「ひっ…あぁっ…いた…いっ……」

　痛みで両目を見開き涙を流しながら、杏は打ち上げられた魚のように口をパクパクとさせていた。

　椿は半分近くを狭い胎内へと収めると、腕の中の小さな身体を強く抱き締め、さらに腰を奥へと打ち付ける。

 「あうっ…」

　ズンと胎内に熱した楔を打ち込む衝撃に、杏はその開いたままの口元から呻き声を零す。

　杏の身体の最も奥へと侵入した椿は、狭い胎内でその凶暴な肉の脈動をじかに伝えた。

 「んあああっ…んっああぁっ…やぁっ」

　痛みと苦しさで杏は無意識にきゅうきゅうと胎内の椿を締め付ける。

 「くっ…やべっ……そんなにされたら俺…もたねぇーし…」

　今まで杏を苦しめていたはずの椿自身も、その狭さと締め付けにひどい苦痛を与えられていた。

 「杏…ちょっとだけガマンな？」

　言うなり、椿は杏の小さな身体を抱き上げると、繋がったまま自分の腰の上へと下ろす。

 「あーっっ！」

　突然自分の体重ごとを落とされ、杏は身体の最奥へと椿を無理やり受け入れさせられる。

　さらに、挿入の角度が変わった事で胎内の敏感な部分を椿の肉塊がえぐり、目の前がチカチカと点滅する錯覚に陥った。

 「あっ、ココが杏の気持ちいいトコなんだ…」

　少しだけ腰を引くと、椿は先程の場所を目掛けて脈打つ凶器で突き上げる。

 「ひぃっ…やぁっ…やめっ…あぁぁ…んっ」

　ぐじゅぐじゅと水音を立てながら激しい注挿を繰り返すと、その狭い隙間からは次第に白く泡立つ液体が漏れ出した。

 「ああっ…やっ…あっ…つば…き…くん…ああああぁっ…」

　最初こそ痛みに耐える声だけ上げていた杏の唇から、今は艶を含んだ甘い吐息が漏れ出してくる。

 「くっ…杏…っ」

　息を荒らげ、椿も杏の身体を貪りながらその胎内を激しくうがち支配する。

　先程まで痛みと恐怖で拒絶していた胎内は、その熱くうごめく肉襞全てで椿に絡み付き、狭い入口の花唇は逃すまいと太い根元を締め付けた。

 「あっ…ああああーっ！」

　歓喜に震えたその声を聞きながら、椿はさらに追い詰めようと夢中になる。

　激しく腰を打ち付けていると奥の奥に行き止まり、杏の小さな胎内に椿は自身の全てを強引に納めてしまった。

　ぐりっと胎内を抉る様に椿が腰を動かすと、まるでそれを待ち望んでいたように、杏の身体がわななき締め付けが増していく。

　同時に無意識なまま杏の足の指が反り返り、ぴくぴくとケイレンを繰り返す。

　ぎりっと細い指が爪を立て、甘い痛みと赤い痕が広い背中に刻まれた。

 「……くぅっ…」

　ビクンと椿がひときわ激しく身震いし、杏の胎内に熱く濃厚な白濁が大量に注がれる。

　自身を侵し満たすその過ぎた感触と快感に、杏は痛みを忘れ恍惚とした表情となった。

 「はぁっ…つば…きっ…」

　がくがくと身体をわななかせながらも、杏はその全てを自分の胎内で受け止める。

　はぁはぁとまるで全速力で走った後のけだるさの中、椿が冷たい汗をまとわせたまま熱い身体を杏へと預けた。

 「ふうっ…、なぁ…身体…つらくねぇーか？」

　杏の小さな背に自身の大きな手を添えると、椿はまるで宥めるように優しく撫でる。

 「…あっ…うっ…うん、少しだけ痛いけど…でも…平気…」

　涙や汗で顔をグチャグチャにした杏が、弱々しくもだが、それでも必死に笑おうとする。

 「そろそろ夜が明けちまうな」

　倉庫の窓から見える空はすでに白々と夜が明け始め、月が太陽の光でその姿をうつろにさせていた。

　ふと、その明るさに気付き杏が慌てる。

 「あっ！　椿くん今日…試合がっ!!」

　ふらふらとしながらなんとか上体だけを起こすと、杏は椿の身体に取り縋る。

 「やっ…ああああっ…」

　いまだ椿を咥え込んだままの花唇からは、コポリと大量の白濁を零れ流した。

　びくびくと余韻に打ち震える杏の身体を、椿はその逞しい両腕で抱き締める。

 「大丈夫だよ、試合にはまだよゆーで時間有るし。それより…俺…もう少しこうして杏を抱いていたいし」

　そう言いながら、杏の胎内で再び椿の欲が脈打つ。

 「だっ…ダメっ、ダメだよ椿くん、お弁当だって途中だしそれに誰か来たら…」

　焦る杏の言葉に、椿は甘えながらその耳元でささやいた。

 「それでも今は…杏が食べたい」

　ペロリと、涙が伝った頬を舌で舐め上げながら。

　――ごちそうさまでした。





《おわり》
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 「どうぞ、こちらのお部屋になります」

　執事の柊ひいらぎに案内された部屋で一人になると、杏はそのぜいたくで華美な内装に思わずめまいを感じた。

 「こんな凄い部屋でなんて…くつろげ無いよ！」

　はぁーと盛大なため息をつくと、客室の壁に埋め込まれた古く大きな姿見に気付く。

　酷く手の込んだ銀の細工の鏡の中で、いつもの自分が、不釣合いな程に豪華な室内で困り顔をして立っていた。

 「あーあっ、本当に物スゴーくじみーな顔で…イヤになっちゃう」

　右手人差し指で鼻の頭を押さえながら、杏はふと、先ほど玄関口で垣間見た榊さかきの姿を思い出す。

 「男の人でもあんなに綺麗な人って、いるんだなぁー」

　日本人離れした容姿の彼ならばきっと、こんな豪華な部屋も似合うだろうし、この大きな鏡にその姿を映して見劣りもしないだろう。

 「神様って、不公平だ…」

　目立たぬように下着で無理に小さく押さえ込んだ胸を、杏は鏡の中の自分と同じに両腕で抱え込みながら隠す。

 「こんなにチビで地味な顔なのに、胸だけ大きいなんて私…バランス悪いし見っとも無い」

　自分では望んでも叶わない長い手足、豪奢な身体つきと洗練された動作、持って生まれた漂う品格とそして…優しいドラバイト色の瞳。

 「榊さんがバラなら私は多分、たんぽぽとかなんだろうな」

　チビで地味で、ペッチャンコにつぶれた野原の草。

　再び大きなため息をつくと、杏はポツリと後悔の言葉をこぼしてしまう。

 「それにしても私、どうしてこんな身分違いな鷹ト邑コにノコノコと来ちゃったんだろう？」

　母親の再婚相手で有る鷹邑に頼まれて、自分はこの家に食事を作りに来ただけなのに。

 「お嬢さまとかお世話をしてもらうとか、そんなの全然…私には身分不相応だモン」

　杏は今日初めて出会った、三人の新しい義兄弟とのやり取りを思い出すのだ。







　鷹邑の玄関先で杏がモタモタとしていると、長男の柾まさきに酷く怒られた。

　自分の所為で鷹邑に従事している人達も同様に叱られ、必死に弁明しようと試みる杏の言葉のことごとくが、柾に因って遮られてしまう。

 「兄さん、そろそろ止めてあげないとその娘…泣いちゃうよ？」

　救いの言葉と共に現われた榊に、杏は一瞬でその目と心を奪われてしまった。

　決して中性的では無いのに、榊は女性の自分から見てもため息が出るくらいに美しい容姿を持つ男性だったから。

 「ねっ？　あの娘は大事な〝預かりモノ〟なんだから、皆で一緒にカワイがってあげようよ」

　幾度も柾の正論にとがめられ、反論も出来ずに泣きそうになった自分を助けてくれた榊。

　杏は榊に対してその瞬間から、無意識に憧れにも似た感情を持つようになっていたのかも知れない。

　まるでそんな杏の心を見抜くように、三男の椿つばきが榊の事を教えてくれた。

 「榊さか兄にぃはさぁー、大体がアッチの離れに有るアトリエにこもったままでメッタに現われないンだよ？　今日とか自分から来るなんて…珍しいよなぁ～？」

 〝杏お姉ちゃんに逢いに来たのかな〟

　からかい気味の言葉さえ充分にうろたえさせる力が有り、杏は少しだけこの屋敷においての自分の立場に自惚れ掛けてしまうのだ。







 「…取りあえず、柾さんには叱られないよう気を付けながら二週間を過ごさないとなぁ」

　この屋敷での先行きを思うとかなり気が重くもなるが、出来る事は一生懸命やろうと小さく自分を奮い立たせた。

 「よしっ！　明日柊さんに相談してみよう！」

　優しく頼れる柊なら、きっと自分の相談にも応じてくれるだろう。

　杏は二週間と言う短くも新しい生活に、自分なりのヤリがいを見付けてみようと思い始めていた。

　だが…ふいにその時、先ほど自分が感じた小さな違和感を思い出す。

　――「お前に礼を言われる覚えは無いよ？　…柊」

　柊に対して榊はなぜ、あんなにも冷たく突き放した言葉を投げ付けたのだろうか？

 「私の…聞き違いかな？」

　この大きくも心細い屋敷の中で、杏は柊と榊の優しさを信じ…すがりたいと願ってしまった。




　　　　―・―・―・―・―・―




　――翌日。

　杏は自宅から持って来た動きやすい服に着替え、屋敷内の手伝いをさせて貰えないかと柊に頼み込んでみた。

 「杏さまにやって頂く事…ですか？」

　こくこくと杏は何度も頷く。

 「何だか私って、このままじゃ居ても居なくってもどーでもいいみたいで…そのっ……」

　この屋敷の中で身の置き場を無くしている杏の様子に、柊は困り顔で優しく微笑むと、一つの提案をしてくれた。

 「それでは、柏かしわさんのもとに参りましょう。この屋敷の清掃及びメンテナンスは全て彼女が取り仕切っておりますので」

 〝柏さんにかかれば、柾さまと言えども小さなお子様と同じですのできっと大丈夫ですよ？〟

　柊はイタズラっぽい笑顔と共に、杏へとそんな心強い言葉も添えてくれたのだ。







　その日から、杏はメイド長の柏の指示に従い屋敷での仕事を始める。

　仕事と言うよりそれは手伝いと呼ぶのが正しいかもしれないが、それでも杏は黙々と柏の教えを守りながら働いた。

 「えっと、厨房や庭園のゴミは勝手にイジっちゃダメで、私の担当は居間や客間のゴミ箱と榊さんのアトリエから出るゴミの回収…っと」

　小さな手押しワゴンを押しながら廊下を歩く。

　杏の鷹邑での仕事はゴミの収拾とその処理。

　…とは言っても、この広く部屋数の多い屋敷内ではなかなか骨の折れる作業で、杏は毎日午前中をゴミの収集に費やしていた。

　ころころとワゴンを押しながら屋敷内のゴミ収集を行うと、次はこの仕事での一番の楽しみが待っているから。

 「残りは、榊さんのアトリエだけだ」

　少しだけ、自分の気持ちが弾むのが分かった。

　――「アトリエにこもったままでメッタに現われないンだよ？」

　椿が教えてくれた通りに、榊は屋敷の離れに有るアトリエから全く姿を現わさない。

　さらに、榊は他人がアトリエ入るのも強く拒絶をする為、杏はこうしてゴミを集める時にその姿を垣間見るのがやっとだった。

 「榊さん、今日は部屋に入れてくれるといいな…」

　ここに来て一週間。

　杏が榊のアトリエまでゴミを集めに行っても、その全ての用事を入口で済まされてしまうのだ。

　最初の日など、何も知らずにアトリエに入ろうとした杏に榊は…。

 『なに？　杏ちゃんは見知らぬ男の部屋に平気で入る、そんなふしだらな娘コだったのかい？』

　などとからかわれ、酷くうろたえ逃げ出した事も有ったぐらいだ。

　それでも離れのサンルームからは、わずかだがアトリエを垣間見れ、レースのカーテンに隠された美しい絵や大きなピアノ等を覗き見る事が出来た。

　もっとも杏にとっては、そのアトリエの主あるじ―榊を見る事こそが目的だったが。

 「あのピアノ…変わった色だけど大きくって奇麗で、ちょっとだけでいいから弾いて…みたいな……」

　そのアトリエはいつしか杏にとっては〝憧れの場所〟となっていたのだ。







　鷹邑の次男で有る榊は国立の芸大で油絵を学んでおり、その作品は学生ながら高い評価を受けていた。

　特に繊細な筆遣いで定評のある女性をモチーフとした絵画は、画面の美しさだけではなく、漂う気品と匂い立つ高貴ささえまとっていた。

 「これ…榊さんが描いたん…ですか？」

　鷹邑の屋敷を執事の柊に案内されていた時、杏は主が居なくなった部屋で一枚の肖像画を目にする。

 「はい、榊さまが十三歳の時に描かれたものです」

　芸術作品としての価値や技術は全く分からなかったが、こんな自分でもそうと分かるくらいに榊の描いた絵は素晴らしかった。

 「亡くなられたお母さん、とても優しそうで綺麗な方…だったんですね」

　榊と同じ、柔らかなドラバイト色の瞳。

　この絵に込められた榊の思いが分かるくらい、その絵の女性は自分とは真逆な高貴で美しい人で。

 「榊さんってお母さんに…似てますね」

　そう言えば長男の柾は、義父の鷹邑に似ているとも思った。

 「奥さま…榧かやさまがお亡くなりになったのは榊さまが四つの時です。何分にも幼い頃のお記憶しか御座いませんので、榊さまはご自分のお顔を鏡に写しながらこの絵をお描きになられたそうです」

 「そう…なんですか…」

　美しく優しげな母ひ親とからは、やはり美しく優しい榊が産まれるのだ。

　杏の母親で有る梓あずさも美しく頼り甲斐の有る女性だと言うのに、なんで娘の自分はこんなにも見っとも無いのだろうか？

　自分が今居る場所と、自分が密かに抱く想い、その全てが酷く身分違いで有る事を思い知らされた。

　そんな杏の気持ちに気付かないのか、柊は遠くを見る目で語り続ける。

 「ですがしばらくして、この絵が気に食わないから捨てると榊さまが仰って」

　ふぅーと大きく息を漏らすと何かを思い出したのか、柊が辛そうに顔を歪めた。

 「旦那さまや柾さまが何度も説得して下さり、最後に椿さまが泣かれた事でやっと榊さまもお気持ちを変えて下さって」

　当時の大変だった鷹邑家の出来事を語る柊に、杏が瞳を大きく開いて驚く。

 「あの椿くんがお母さんの絵の為に泣いた…んですか？」

　いつも気ままで強引で、自分勝手に振舞っては杏にちょっかいばかりを仕掛ける不遜な義弟。

 「椿さまも当時は小学校低学年と、まだまだお母さまに甘えたい時期でございましたから」

 「あっ…」

　自分も小さな頃から母親の梓だけで、父親の居ない寂しさを杏は知っていた。

 「ですからこの絵をここへと残す代わりにと、榊さまもこの部屋から一つだけ榧さまの遺品を持って行かれました」

　辛そうに、そして悲しげな表情で柊がこの家の事情を語る。

 「あの…でも柊さん、そんな大切な物を私なんかが見たら柊さんが榊さんに怒られるんじゃ…」

　心配そうに自分を案じる杏に対し、柊は否定の為に二度程ゆっくりと首を振る。

　そうして後ろへと一歩下がると、杏に対して恭しいくらいに深く丁寧に腰を折ってくれた。

 「杏さま、アナタはこの鷹邑の一員となられ、この柊の主にもなられました。ですからどうぞ、アナタにお仕えする私の為にもご自分に自信をお持ち下さい」

　そうして優しく微笑むと、〝お嬢さま〟と言葉を重ねてくれる。

 「柊さん、あっ…あのっ…この絵を見せてくれてありがとうございます。そして私、卑屈な言い方してごめんなさい」

　ペコリと小さな身体をさらに小さくさせながら、杏が自分よりも高い目線の柊に頭を下げた。

　使用人の自分に対し素直に謝罪する新しい主の言葉に、柊は安堵しながらゆっくり視線と顔を上げ。

 「杏さま。アナタは素直で一生懸命で、それはアナタの最大の武器だと私は思います。ですからどんな時もご自分を信じて、その素晴らしい武器を大事になさって下さい」

 「…柊さん……」

　まるで自分に何かを任せ、託すかのような柊の言葉に、杏は何も言えなくなってしまった。

　もう一度その絵を見ようと振り返った杏の後ろで、柊が何事かをポツリと零す。

 「それに、この絵を見てとがめられる者は私だけですから…」

 「…えっ？」

　ため息と共に小さく呟かれた柊のそれは、杏には自嘲とも取れる言葉に思えたが。




　　　　―・―・―・―・―・―




 「杏ちゃん、コレって…なに？」

　いつものように杏がワゴンを転がしながらアトリエに行くと、その入口には小さな土鍋とレンゲを手に持つ榊が疲れた顔で立っていた。

 「何って分かりませんか？　兎原家特製豚肉すき焼きお一人様用です」

　自分に対して全く悪びれず、さらには屈託も無く笑いながら説明する杏に、榊は呆れた顔をしながら反論する。

 「普通すき焼きって牛肉じゃないのかい？　まぁ…それは良いとして、問題はどうして〝コレ〟がボクのアトリエの前に、それも朝の七時に置いて有ったのかと言う事だ」

　コツンと、レンゲで土鍋を叩きながら榊が訊ねる。

 「なぜって、榊さん…ここ最近ずっと学校の課題制作でご飯を食べる暇も無いくらいに忙しいって聞いたから」

 「昨日の昼はうどん、夜はおじや、そして今朝はすき焼きって…キミが作るの全部土鍋料理じゃないか？」

　呆れを通り越して脱力する榊に、杏は少しだけ困った顔をした。

 「調理室を借りて作ったんですけど、でもやっぱ勝手が違ってそんなのしか作れなくって…ごめんなさい」

　羞恥で赤くなった顔を隠すように頭を下げ、榊の手にする鍋を受取ろうと杏は両手を真っすぐ前に差し出す。

　すると、その小さな手の上に、軽くなった土鍋が静かに乗せられる。

 「まっ…いいけど？　美味しかったし」

　降参と言った仕草で、肩をすぼめながら両手を小さく広げる榊に、杏は即座に顔を上げると嬉しそうに微笑んだ。

 「全部…食べてくれたんですね？　ありがとうございます」

　頬を赤らめ喜ぶ姿に、榊は呆れながら自分の髪を軽く手ですいた。

 「昨日の昼と夜の分の鍋…アトリエの中に有るから取りに来なよ？」

 「あっ…私ここで待ってますから大丈夫ですよ？」

　榊の言葉の真意が飲み込めず、杏はいつものように入口で待とうとする。

　そんな杏の言葉と姿に、榊は少しだけクマが浮き出たドラバイトの目元を細め…笑った。

 「バカだな杏ちゃんは、ボクはキミがこの部屋に…アトリエに入る事を許したんじゃないか？」

 「…えっ？」

　きょとんとする杏の手から榊は鍋を取り上げると、それをワゴンに乗せる。

 「ほら、お昼前には戻らないと柏さんが心配するんだろ？　だったら早くおいで」

　――こんなの…夢だ…

　白く長い指に手を引かれ、杏はそのまま榊に誘われていった。

 「わっ……」

　初めてアトリエへ足を踏み入れると、そこはサンルームから取り入れた光で溢れる別世界。

　まぶしいくらいに輝く中で、榊は杏へと何かを語ると優しく微笑む。

　――やっぱり…夢なんだ……

　光のシャワーにのぼせながら、ボーとしたまま立ち尽くす自分へと榊が再度呼び掛けた。

 「どうしたの杏ちゃん？　あんまり散らかっているから驚いちゃったかな？」

 「きゃっ！」

　近過ぎるその声と唇の距離に、杏は思わず悲鳴を上げた。

　男の部屋なんてこんなモンだよと言いながら、榊は床に転がる筆や絵の具の類いを拾い上げる。

　そうしてそれを無造作にキャンパス脇のテーブルに置くと、今度はソファの上に散らばるクロッキーブックを片付け出す。

 「……えっ？……」

　少しだけ落ち着きを取り戻した杏は、自分がいままで憧れていた〝この場所〟を、改めてじっくり…見まわしてみると。

 「ほら、そんなトコに突っ立ってないでここへお座りよ？」

　四人は楽に腰掛けられるソファの端を指差すが、そこには平たい段ボールが置かれていた。

 「……あのっ…その段ボールって中身……」

 「ああっ、キャンバスが入っているけど厳重に梱包されているから構わないで座って」

　ポンポンとその上で榊の白い指が振られると、細かなチリやホコリが舞い上がる。

　キラキラと、そのチリやホコリに光が反射するその様を、杏は先程とは全く違う意味でボーとしながら見詰めていた。

 「……さかき…さん？　このお部屋って最後にお掃除したのいつ……ですか？」

　段ボールの上に貼られた宅配伝票を見ると、榊は少しだけ考え込む顔をしながら答える。

 「うーん、最後に人を入れたのがいつかは忘れたけど、このキャンバスの伝票の日付は……半年前だね」

 「半年って…」

　ガクンと一気に身体から力が抜け落ち、杏はこの部屋に入ってから三度目のボーとした状態になった。

　課題制作の為に寝る間も惜しんで創作活動をしている榊は、目の下にクマを作りながらそれでも綺麗な姿のままなのに。

 「榊さんってやっぱ…男の人なんですね…」

　ドサドサと、ソファから足で荷物をなぎ払い出した榊の姿に、杏はぽつりとそう呟いてしまった。

 「えっ？　何か言った杏ちゃん」

　そう聞き返す榊を余所に、杏は腕まくりをしながらソファへと近付く。

 「お掃除…、ここのお掃除は私がやりますから榊さんは座っていて下さい」

　荷物を床へと撒き散らしていたその背中を、杏はトンと両手で押し退ける。

 「わっ！」

　ちょうど中腰のままでいた榊は、そのままストンとソファの空いた部分へ座り込んでしまった。

 「杏ちゃん！　何する………んっ？」

　自分へのその仕打ちに非難の声を上げ掛けると、足元で杏がせっせと片付け始めていて。

 「箱の中に入れっ放しだと使わないまま終わっちゃう事が有るんです、それと紙類は横じゃなくって縦に並べると場所を取らないんですよ？」

　テキパキとソファを占領していた物を分類すると、それを先程の段ボールへといったん入れる。

　そうして杏は外に置いて有るワゴンへ戻ると、その手にビニール袋と雑巾を持って戻って来た。

 「これから私が床に落ちている〝ゴミと思える物〟をこのビニール袋に入れますから、榊さんはココで必要な物とそうでない物とを分けて下さい」

 「えっ？　…あっ…ああ…うん……解った…」

　自分の目の前にビニール袋を突き出す杏の勢いに、榊はすっかりと巻き込まれる。

　その小さな身体のドコにと思える勢いで、杏はアトリエの床に散らばるそれらをゴミ袋へと入れ、そうしてそれを榊に仕分けさせる為に渡した。

 「ハウスダストって肺を悪くするんですよ？　カビは絵を腐食させますし」

　夢中になって片付け始めていると、サンルームを隔てて外からのぞいていた場所へと踏み入る。

　壁には大小様々なキャンバスが無造作に幾つも立て掛けられ、イーゼルには描き掛けの裸婦の絵が下描きのまま有った。

　恥ずかしくなり思わず視線を逸らした先に、いつも外から憧れて見ていたあのピアノを見付ける。

 「…凄い…、木目を生かしたアボガニーのグランドピアノだ」

　惹き付けられながら杏はそこへと近寄ると、不思議な事にそのピアノの周りだけは物やホコリなど無く。

 「榊さん、このピアノだけは綺麗にしているんだ」

　その事に気付くと、これは自分が触ってはいけない大事な物だと杏は思わず後退る。

 「何っ？　杏ちゃんそれに触りたいの？」

　なのに突然、ビニール袋を持った榊に後ろから声を掛けられた。

 「えっ…あっあのあのあのっ！　私はえっと触ってませんからっ!?」

　声を上擦らせて驚く杏に、榊はふっと目を細めながら見詰め返す。

 「ああ…そうか？　杏ちゃんって音大に通っている娘こだったっけ」

　納得した表情と共に、薄く口元で微笑まれた。

　その微笑みに見惚れながらも、杏は榊の言葉にバタバタと慌て出してしまう。

 「あーっ…音大と言っても私の場合は凄いピアニストや音楽家を目指すとかじゃなく保母さんになる為に……」

 「別に、弾いてもいいよ？」

 「………えっ？」

　顔を真っ赤にさせながら必死に言い訳をする杏に対し、榊が意図もたやすくそれを許してくれる。

 「弾いてみたいんでしょ？　顔にそう書いてある」

　ニッコリと笑いながら自分を指差す榊に、杏はさらに真っ赤になりながら下を向いてしまった。

 「えっと…あのー私はその、音大に通っているクセにピアノがですね？　…下手…なんですよ……」

　バイトをしながら大学に通う杏は、他のクラスメイトよりも遥かに練習時間が少ない。

　そのうえ母親の梓と暮らすアパートには、古い型の電子ピアノしか無かった。

　そんな尻込みしている杏をよそに、榊はピアノの蓋を開き椅子を引く。

 「ねぇ、リクエストしてもいい？　何か子守唄っぽいの弾いてみてよ」

　ピアノへと座るよう促すと、次に榊は演奏しろと杏に強請った。

　酷く困り顔のまま、それでも杏はピアノの前へと素直に座る。

 「調律は毎年しているから多分…大丈夫だと思うよ？」

　杏は静かに〝ラ〟の音を鳴らすと、ゆっくりと鍵盤から指を離す。

　榊の言葉の通りピアノはきちんと調律されており、さらにその音の奥行きの深さと響きに感嘆した。

 「それじゃ…あの、本当に下手クソだけど…」

　ポロンと両手の指を鍵盤へと乗せる。

　そうして小さな手指が器用に動き回り、丁寧に優しい音色を紡ぎ出した。

　ゆっくりと一生懸命に奏でたその曲は、あまりメジャーな子守唄ではなかったが。

 「ドイツ地方の子守唄…かな」

　ゆるやかなフレーズ部分だけを弾いた杏に、榊はそう言葉を掛けた。

 「この曲…そんなに有名じゃないんですけど私にもその…ゆっくりならなんとか弾けるから」

　はにかみながら話す杏は、そのまま榊の方へと嬉しそうに振り返る。

 「あのっ…このピアノって榊さんのですか？　だとしたら榊さんもピアノを…」

 「それは亡くなった母さまの…だよ」

 「……えっ…」

　驚きで思わず目を見開く。

　そうして慌てて立ち上がると、杏はピアノの横に立つ榊へと頭を下げながら必死に謝った。

 「あのっ…ごめんなさいっ！　私全然知らなくって私なんかがこんな大事な物に触ってあのっ……」

 「どうして謝るの？　杏ちゃんだから触らせてあげたのに」

　ポンと、榊は自身の長い指で黒鍵を弾く。

 「これはね？　元々はあっちの屋敷の…母さまの部屋に置いてあったんだ、だけどあそこに置いておくと嫌な奴が触るかも知れないから」

　今度を少しだけ強く鍵盤を叩いた。

 「だからずっと、これは誰にも使って貰えないで可哀想だったけど、今日は杏ちゃんに弾いて貰えたから喜んでいると思うよ？」

　身体を縮こませながら自分へと頭を下げる杏の頭を、榊は鍵盤と同じ様にトンと優しく撫でる。

 「じゃぁ…さ、このアトリエを掃除してくれる代わりにピヤノを弾かせてあげるから、だから杏ちゃん毎日ここへお出でよ」

 「えっ…？　あのっ…いいんです…か？」

　おずおずと顔を上げると、丁度榊の視線とぶつかってしまった。

 「是非ともどうぞ。それに杏ちゃんが来てくれないと一ヵ月後位にボクはアトリエここでゴミに埋もれて死んじゃってるかもしれないよ？」

　わざとらしく困った顔を作る榊に、杏はプっと噴出す。

 「それじゃー仕方が無いですね？　明日から毎日お掃除に来てあげます！」

　二人で顔を見合わせると、榊と杏はお互いにクスクスと笑い出していた。







　その日を境に、榊の杏に対する接し方が変わった。

　以前はどこか近寄り難い雰囲気が強かったのに、今では砕けた話し方にもなり、「杏ちゃん」が「杏」へと呼び方も近しいモノとなる。

　制作期間に入った事も有り、学校以外の殆どをアトリエで過ごす榊の為に、今では杏がちょくちょく食事を運ぶ事もしていた。

 「今まで忙しい時の食事はどうしてたんですか？」

　不思議で堪らないと言う表情で、杏はクロッキーブックに模写を繰り返す榊に訊ねる。

 「どうしてたって…さすがに食べないとボクだって死んじゃうから、館内モバイルで柏さんや柘植さんに頼んで持って来てもらってる」

 「あっ！　そっかー？　私…全然食べてないのかと思って余計な事…しちゃって…」

　自分の早合点で料理長の柘植に失礼な事をしただろうかと、杏は心底後悔してしまう。

 「うん、でも没頭するとボクはほとんど食べなくなるから。この前のうどんとか、丁度お腹が空いてて何か頼もうと思っていたから助かったよ」

　そうやって、こんな自分にいつも優しい言葉をくれる榊に、杏はだんだんと説明の出来ない苦しさを感じてきた。

　――私…見っとも無いから…

　そんな自分の気持ちを誤魔化す為に、杏はことさらハシャいだふうを装う。

 「あっ！　それなら今度はここでお好み焼きとかやりませんか？　道具とか…柊さんに頼んだらホットプレートとか用意してくれそうだし!!」

　陽が当るサンルームで一緒にお好み焼きを作る、まるで宝石みたいにきらきらした楽しい光景を杏は思い浮かべた。

　なのに突然、夢みたいに幸せな自分の想像が怒気を孕んだ声に砕かれる。

 「アイツの事なんてどうでもいいだろ？」

 「榊…さん？」

　いつもは柔らかなドラバイトの瞳が暗く沈んだ色となり、目の前でお茶を入れていた杏を睨む。

 「あの…ごめんなさい、私はしゃいで迷惑な事を言っちゃって」

　先程の会話の〝柊〟に触れないようにしながら、杏は榊の機嫌を取りつくろうとする。

　そんな自分の様子に脅えたらしい杏に、榊はようやく気付くとため息をつく。

 「ごめんね？　ちょっと忙しかったから気が立っているのかもしれない」

　気遣い優しく謝ってくれはしたが、ドラバイトの闇を隠すよう瞳を閉じ、そのまま榊は押し黙ってしまった。

 「ごめ…なさい」

　そう小さく発せられた杏の声は、榊が隠そうとしていた闇を無遠慮にも自分が覗いてしまったと言う、そんな謝罪の言葉かもしれない。







 「柊さん」

　夕闇に包まれた薄暗い裏庭を確認していると、辺りに人気が無いのをまるで見計らうよう、柊は酷く遠慮がちな声に呼び止められる。

 「どうかなされましたか？　…杏さま」

　声がした方へと振り向くと、裏庭の物置の影から杏がそっと姿を現わした。

 「あっ…あのっ…その…私…」

　自分でもバカな真似だとは思ったが、先程の榊が豹変した〝きっかけ〟となった柊自身に、杏はその理由を尋ねてみようとしたのだ。

　――優しい榊と親切な柊。

　余計な事をしてしまい、自分は二人に嫌われてしまうかもしれないけれど…。

 「こんな所でお一人でいらして、何かお辛い事でも御座いましたか？」

 「…えっ？」

　だけれども。

 「杏さまが、とても悲しそうにされておりましたから」

　こんなにも優しい人に聞けるはずも無く、杏は自分で自分に困り果ててしまった。

　目の前で下を向く杏に、優しく目尻を下げた背の高い柊が、そっと腰を屈めてその胸の内を読み取る。

 「榊さまの事でございますね？」

　えっ…、と驚きながら杏が顔を上げると、柊が酷く辛そうな顔をしていた。

 「全てをご説明し様にも杏さまにはご不明な事柄が多く、第一そこには私の主観も入ってしまい正しい事実をお伝えするのは不可能かもしれません」

　丁寧に、ゆっくりと、柊は杏に対して言葉を選びながら話す。

 「ですが杏さま、榊さまへのお気持ちはどうぞそのまま大事にお持ち下さい、あの方は本当はとても傷付きやすい方ですので」

 「柊…さん…」

　ぼろりと、自分が心の中に隠していた榊への思いを柊に暴かれ、杏は自分の感情を抑える事が出来なくなってしまった。

　その杏の肩に優しく手を置く柊に、杏は思わず縋り付きながら泣く。

 「柊さん…私…私本当に好きで…どうしたら良いのか分からなくなって…」

 「大丈夫です、アナタは何も間違っておられないのですから」

　薄暗い裏庭で、弱い明かりの街灯が杏と柊を照らす。

　だが、そのわずかな光さえ避けながら、二人を見詰めるドラバイトの瞳が闇の中で暗く瞬いた。







 「あのーっ？　もしもし…榊さんドコに居ますか？」

　鍵が掛けられていないアトリエの扉を開けると、杏は中を確かめるよう室内に立ち入る。

　先程、杏の部屋の邸内モバイルに榊の着信が有ったから。

 『こんな遅い時間にごめんね？　お腹がペコペコで辛くなったから何か作って持って来てくれないかな？』

　時間はすでに日付が変わる少し前で、杏は榊のその〝お願い〟に迷ったが……

 「あっ…あのっ！　三十分くらいですぐに行きますから!!」

　こんな深夜…一人で榊のアトリエに行く約束を交わしてしまった事に、杏は今さらながら緊張で自分の心臓が破裂するのではと錯覚した。

 「榊さん？　あのっ…パスタゆでて持って来た……」

　ガチャリと、背後で鍵が締められる音が聞こえ、杏が思わず後ろを振り向く。

 「あっ、榊さん」

　そこには榊が立っており、そのままアトリエの扉の鍵を二つ全て施錠していた。

　なぜか言いえぬ恐怖を感じ、杏は小さくうろたえる。

　榊はそんな杏の様子に満足気に微笑むと、ドラバイトの瞳を暗く光らせながら近付いて来た。

 「ああ、ありがとう。空腹で空腹で堪らなかったんだ、すぐにでも食べさせてくれないかな？」

 「あっ…あのっ…トマトしかなかったから……」

　自分へと差し出される杏の手元を、榊は邪魔なものを排除するよう粗雑に打ち払う。

 「きゃぁっ！」

　大きな音を立てながら、パスタと皿が床へと転がり落ちる。

　そうして欠けてしまった皿と湯気を上げながら散らばるパスタを、杏が酷く傷付いた顔をしながらぼう然と見詰めていた。

　だが、男は杏の思いと一緒にそれらを踏みにじりながら近付くと……

 「おい…女、オマエもどうせボクを裏切る気なんだろ？」

　ゆらりと、美しい白磁の相貌を壮絶に歪ませながら、榊はおびえる杏のあごを乱暴に掴み引き上げる。

 「ひっ…」

　カタカタと小さな身体を恐怖に震わせ、杏は爪先立ちにさせられると抵抗も出来ずに居た。

 「ボクは知ってるんだ。どんなに優しく純真そうにしてても、貞淑なその顔の裏で女は淫売で恥知らずなのを！」

　視線を外す事も出来ずおびえる自分に向けて、榊は耳を覆いたくなる残酷な言葉を幾つも吐き出す。

 「オマエだってそうだ！　そんなふうに優しいフリをしてボクに近付いて柊と…裏切ろうとしたんだろ？」

　凄まれ、おどされ、ののしられ。

　見た事も無いその表情と雰囲気に杏は耐え切れなくなると、床にかかとが届かないまま後退る。

　すると…

 「逃げるなっ！」

 「きゃぁっ!!」

　杏のアゴを捕えていた長い手指が鞭のようにしなり、その鋭い衝撃を小さな身体がまともに受ける。

　受身も取れないままドサリとなぎ倒され、杏は右頬に鈍い痛みを感じた。

 「あっ…さかきさ…ん」

　じわりと、痛みから生まれるのでは無い涙が浮かび上がる。

　榊に頬を叩かれたその事実に、杏の中で疑問と悲しみが交差した。

 「泣くな」

　低く、暗い声色で命令される。

 「母さまもそうやって泣いていた。ボクが慰めてもダメだったのに…アイツには…、柊と二人でボクを…ボク等をだまして…裏切ってっ」

　わなわなと、怒りで震える身体を自身の両手で押さえ込みながら、榊は杏を通してどこか遠くをにらみ付けていた。

　だが、不意に何かに思い至った表情をすると、杏へと視線を合わせながら榊は唇を歪ませ妖艶な笑みを浮かべる。

 「…そうか、アイツに盗られたくないなら今度はボクがオマエを奪えば良いんだ？」

　足元に倒れ込んだ杏を伺いながら、榊は目の前にしゃがみ込むと自嘲気味に笑い出した。

 「女、ボクの事が好きなんだろ？　だったら今から抱いてやるからありがたく思えよ」

　残酷な言葉と男の長い指が自分へと向けられ、無力な身体は脅えた悲鳴と共に逃げようとする。

 「いやぁっ！」

　杏は自身へと覆い被さる榊に恐怖を感じ、そのまま手足をバタつかせながら激しく抵抗をした。

 「ちっ！」

　自分の下で暴れられた事に舌打ちをすると、榊は杏の細い両手首を頭上でひとまとめに掴み、窓際までその小さな身体をズルズルと引きずる。

 「やめ…やめて下さいっ！」

　痛いほど強く手首を掴まれたまま粗雑に扱われる恐怖に、杏は榊に許してくれと必死に訴えた。

 「オマエ…が逃げようとする…からさ？」

　榊は面倒そうにうそぶくと、杏を引きずりながら窓辺へと近付き、アトリエの窓に掛かる薄いレースのカーテンを掴む。

　そうして突然、その繊細な指と身体のどこにこんな力が有るのかと思う程乱暴に、掴んだカーテンを引き千切りながら外し出していた。

 「ひっ…」

　ガチャンとカーテンレールが壊れる音と共に、床にはその留め金や部品がバラバラと幾つも落ちて来る。

 「オマエが二度とボクから逃げられないようにしないと…ね」

　獲物を捕える獣の瞳を杏に向けると、榊は外したカーテンを足で踏み付けると、そのまま片手でひも状に引き裂いた。

 「あっ…ああああっ…」

　物が破壊される音と暴力的な言動におびえすくむ杏には、もはや抵抗の声や力を出す事など出来なくなってしまう。

 「今からコレで可愛く飾ってあげるよ、杏…ちゃん？」

　しゃがみ込み、立てた膝の上に杏の身体を乱暴に乗せながら、榊が耳元に唇を寄せて舌なめずりをしながら笑う。

 「うっ…えっえっ……」

　榊の腕の中で、杏はこれから自分の身に起きる事を震えて待たねばならなかった。







　複雑な刺繍が施されたレースで細い両手首を頭上でひとまとめにされ、はだしの足首は左右別々にひも状になったレースで拘束される。

　両手首のレースは大理石のテーブルに、小さな足は恥じ入る程に大きく開かされ、それもソファの脚へとそれぞれ結ばれた。

　逃がさないよう身体を縛り付け、床へと縫い止めるその倒錯した行為は、どこかチョウの標本を思い起こさせる。

　杏が着ていた服は榊が手にした油絵ナイフで力任せに切り裂かれ、今はわずかに下着だけと言う、酷く心許無い姿を晒さねばならなかった。

 「ひっ…くっ……やめ…くだ…さい…」

　切り刻まれた自分の服の切れ端を、パラパラと顔の横に落される恐怖と戦う。

　一方の榊は。

　そんな杏にはまるで服の代わりだとでもいうのか、細い首や白い腰にも元はカーテンだったレースを巻き付け、楽しげに捕えた獲物を飾り立てていた。

 「へぇーっ！　オマエ…もしかして着やせするタイプか？」

　そんな杏の気持ちを逆撫でするように、榊は手にした油絵ナイフを白い胸元へと差し入れる。

 「ひっ！」

　素肌に直接触れる鉄の冷たさと恐怖に小さな悲鳴が洩れたが、榊は構わずその胸を覆う質素な下着ごとナイフを手前へと強く引く。

　そのままナイフの鋭い部分を使って布地を削り動かすと、杏の下着は無残にも左右に裂かれ切られた。

 「やっ…あっ…やだっ！」

　窮屈な布地が無くなった事により、押さえ込まれていた白い乳房がプルンと一気に飛び出す。

　仰向けに拘束されていた杏だったが、遮る邪魔な布が無くなったその胸は、小さな身体には不釣合いな程の大きさを保っていた。

 「うっ…くっ、やめ…いやだっ…」

　羞恥に身体をねじり震わせながら、隠す事も叶わない大きく柔らかなその胸は、男の目の前で酷く恥ずかしげに揺れていた。

 「あははははっ！　なんだよオマエ、見た目と違って随分といやらしい身体をしているんだな？」

　感嘆とさげすみをない交ぜにしながら、榊は杏の胸の頂きをからかいがちに指で撫でる。

　自分を辱める為だけの言葉を吐く榊に、杏は顔を真っ赤にさせながらも、固く目を閉じ横を向く事であらがう。

 「大きな胸だな、今まで一体何人の男にコレを触らせた？」

　いたぶられ、残酷な言葉を浴びせられ続けるが、両腕を頭上で拘束された杏には、自分の耳を塞ぐ事さえ叶わなかった。

　今の榊が恐かった、たくさんの酷い言葉を浴びせられ悲しかった、だけれども…それでも……。

 「だっ…誰もおと…男の人に触らせて……ません」

　それでも杏は必死に自分の想いを榊に伝えようとした。

 「わたし…私は榊さん……裏切りません、榊さん…こともっと知りたくっ…て…だから柊さん…に」

　それだけを言葉として振り絞ると、杏はこんな惨めな自分にボロボロと涙を零してしまう。

 「嘘を吐くな……」

　杏の両脚の間に身体を割り込ませると、覆い被さる形で榊が圧し掛かかって来た。

　激しい息遣いが聞える程に顔が近付き、暗い光を帯びたドラバイトの瞳と、毒の言葉を吐き続ける薄い唇が一気に目の前へと飛び込んで来る。

　顔を歪め怒りの容貌をかたどってはいたが、それでも榊は綺麗だと杏は思ってしまう。

 「嘘じゃない…よ？」

　だからこそ余計に、こんなにも綺麗な人に憎み嫌われる自分は、とても醜く愚かな存在に思えて仕方が無かった。

 「初めて…さ…った男のひと…榊さん…だよ？」

　ゴクリと、酷く緊張した杏が大きく息を呑んだ瞬間。

 「嘘つきめ、男を知らない身体がこんなふうになるもんか！」

　何のためらいも無く、震える胸をもてあそんでいた男の手が無防備な下肢へと伸ばされる。　

 「えっ…やぁっ！」

　残酷なその手は杏が隠そうとする秘密を暴く為、下着の上から柔らかな秘肉へと乱暴に指を食い込ませた。

 「やめっ…やめてっ！」

　グイグイと、まるで下着ごと秘所の奥へと押し入りたいのか、榊は力任せに自分の指を中へと埋め込む。

 「痛いっ！　やだっ！　やめて…やめてっ!!」

　下着が榊の指で強引に花唇口へと押し込まれ、杏の柔らかな秘肉を布地が容赦なくこすり上げる。

　痛みと羞恥に杏が必死に耐えていると、不意に下肢を苛んでいた指が引き抜かれ、乱暴過ぎるその行為からやっと身体が開放された。

　だが、安堵する間も無く。

 「ほら、コレは何だ？」

 「はっ…あぁっ…」

　ぴちゃりと濡れた指先が痛む頬に押し付けられると、杏をそのまま絶望のふちへと追い立てた。

 「こんな屈辱的な事をされているのにオマエ、ボクの指をこんなに汚して」

　榊はまるでケガレを拭う仕草で、杏の腫れた頬に愛液を絡ませた指を何度もすり付ける。

 「はしたない奴だ…」

 「うっ…くっ…ごめ…な…さ」

　酷い言葉と行為に打ちのめされ、ただ涙を落とし謝る事しか出来ない杏に、榊はなおも追い討ちを掛ける。

 「見ろよ？　オマエの所為で指が汚れた、舐めて奇麗にしろ」

　すすり泣く口元に、榊の細く長い指が無遠慮に突き付けられた。

 「ひっ…あっ…あのっ…」

　打ちのめされ混乱したままの杏が、強要されるその行為におびえながらもためらう。

　すると、自分の言葉に従わない杏にイラついたのか、榊が不快な顔を隠しもせず再度〝命令〟を下す。

 「オマエのモノで指が汚れたからオマエの口で奇麗にしろと言ったんだ」

 「…うっ……」

　どう喝の言葉を何度も吐かれ、杏は諦めるとおびえながら震える唇を開く。

 「そのまま舌を出して、ボクの指を舐めて奇麗にしろ」

 「ふっ…うぅっ…」

　下された命令に従う為、杏は押さえ付けられた身体で唯一動かせる頭を少しだけ浮かせると、榊の指へと赤い舌を差し出す。

　おずおずとその舌先が、自分の体液を舐め取る為に遠慮がちに伸ばされた。

　羞恥と悲しさでその行為は辛いものであったはずなのに、自分の舌が触れているのが榊の指だと認識し出すと、次第にそれは強制でなく自分が望む事へとすり替わる。

 「んっ…んっ…ふぅんっ…」

　無理な体勢と息苦しさ、そして倒錯したこの行為の所為で、いつしか杏は甘えるよう鼻から抜け出る声を出していた。

 「うっ…ふっ…ふうぅんっ……」

　辛い自身の体勢に耐えながら、息を荒らげ必死に杏は榊の指を舐め続ける。

　今の杏にとってのこの行為は、自分の舌を使い榊に愛撫を施しているに他ならなかった。

 「ははははっ、何だオマエのその顔？　まるでサカリが付いた猫みたいだぞ！」

　一心不乱に自分の指を舐める杏の姿に、榊は見下した言葉を浴びせる。

 「首にリボンまで着けてもらって、これからは猫としてボクに飼われるか？」

 「あ…んっ……」

　懸命に舐めていた指を突然外され、杏はその喪失感から指先を舌と唇で追う。

　とろけ始めたその表情に満足すると、榊は再び杏の下肢へとその手を伸ばす。

 「いやらしい飼い猫だな、主人の指を舐めただけで興奮したのか？」

　そこは先程とは比べ物にならない程に濡れそぼり、杏の胎内から溢れ出た愛液が下着をぐっしょりと重くしていた。

　榊は乱暴な手付きで秘所を覆う小さな布にを掛けると、柔らかな杏の皮膚に布を食い込ませ力一杯に引き千切ってしまう。

 「あっ……」

　遮る物が無くなった杏の淡い茂みの奥からは、てらてらと透明な液体がまるで洪水のように流れ出ていた。

　その有様を見とがめるとでも言うのか、榊は杏を言葉でなぶる。

 「なんだ、粗相をしたのか？　しつけが出来ていない猫だなオマエは」

 「やめ…て…みない…で…」

　嘲笑しながらも秘所から生まれ出る蜜を指ですくうと、それを杏の白く平らな腹へと撫で付ける。

　茂みの中のしとやかな花唇の上には小さな肉芽が隠れていたが、榊はそれを見付けると親指で捲りながらすり上げた。

　すると、杏の胎内から溢れる蜜の量が途端に増し、男が口元を歪ませながらその反応と有様を楽しんだ。

 「あっ…やっ…ああぁっ…んっ…」

　子供が悪戯をするように何度もその行為を繰り返す榊は、さらに多くの蜜を集める為に杏の秘所に三本もの指を一気に挿し入れる。

 「ひぃっ！！！」

　夢心地で榊の辱めを甘受していた杏は、自分の胎内に経験した事の無い圧迫感を感じて背を反らす。

　ぐりゅっと、狭い胎内で三本の指が蜜を掻き出そうと、いやらしい動きでうごめいた。

 「なんだよオマエ？　大袈裟に驚いて」

　自分のその行為に杏が不平を示したと思った榊は、濡れた花芯の中で今度は乱暴に指を動かす。

 「あっ…あぁっ…う…ぁ…ぅっ…」

　目を見開き額に脂汗をにじませながら、杏が白い喉を晒し苦しみを訴えた。

　杏のその悲痛な様子に、榊は今さらながら驚き疑問を持つ。

 「…オマエ…本当に初めて…なのか？」

　男の指を三本も胎内に飲み込まされ、初めて経験するその圧迫感に耐えながら杏は弱々しく頷く。

 「だってオマエこんなに濡れて…、だったら自分で慰めた事くらいその年齢なら何度か……」

 「……っ…です…」

　消え入りそうな声が榊の耳に届いた。

 「そ…トコ…私…めったにさわ…ないっ……」

　普段ならとてもでは無いが言えない恥ずかしい告白を、杏はこの苦しさから開放されたいが為に口にする。

 「電車でチカン…よく…遭うから…自分の身体…嫌いだ…から…そんな事わた…自分にした…ない」

　今まで誰にも言えずに隠していた秘密を、榊に責められ白状させられた杏は、そのまま子供のようにボロボロと泣き始めた。

 「わた…し…みっともな…から…こんなやっ…やらしい身体…だか…ら友達にからか…れて」

　せき止めていた思いが一気に溢れ出し、杏は自身の胎内に有る榊の指を無意識に締め付ける。

　きゅっと先程よりも増したその狭さとキツさに、榊は杏が紡ぐ言葉の真実を知る。

 「わた…し…顔も…身体…みっと…な…から…榊さん…からかわれ…の…仕方な…から…」

　ひとまめに拘束された手首を引き、少しだけ折り曲げられた右腕に泣き顔を押し付けると、杏はおえつ混じりの声で最も伝えたかった想いを言葉にする。

 「…ひっ…うっ…でっ…でも…からか…ても…ぶたれ…も…私…こんな…から…しか…無い…けど…でも……に…のは…やっ……」

　最後の方は聞き取れ無いくらいに小さく悲痛な声だったが、榊はその告白を聞くと杏の胎内に埋めていた三本の指を一気に引き抜く。

 「ひゃんっ！」

　花唇から指が抜かれた衝撃に杏の身体は激しく震え、同時に痛みとも快感ともとれぬ嬌声を上げた。

　そうしている間も榊は少しだけ目を見開くと、再び杏に〝命令〟をする。

 「…おい…、なんだよ？　最後の方…オマエの声が小さ過ぎてボクには聞こえなかっただろ？」

　催促する榊のその問い掛けに、杏は息を整えられぬまま必死に乞われた言葉を繰り返す。

 「わた…し…こんなだ…けど…さかきさ…に…嫌われ…だけはイヤ…ですっ！」

　その先は、言葉ではなく泣き声だけがアトリエに響き渡った。

 「うっ…ええええっ…ひっ…えっえっえっ…うぇっ…」

　抑える事が出来なくなった杏の悲痛な声は、その唇からドンドンと漏れ出て来る。

 「ひっ…えっ…えっえっ…」

　泣き声の中、呆然とした表情になった榊の耳に、再び自身の内では有り得ない言葉が届く。

 「きら…らいでくら…はい…」

 「なんだ？　オマエ…今、何て言った…？」

　ゆっくりと、榊は杏へと静かに顔を向き直しながら、聞き取り難かったその言葉をもう一度繰り返せと即す。

 「あっ…あらひの…こと…きらひになら…ないで……すき…なく……ても…おねが…きらひ…ならないでっ」

　やっと全てを吐き出す事が出来、杏は顔を歪ませ涙でぐちゃぐちゃになりながら泣き続けた。

 「おい、オマエ。ボクに嫌われるのがそんなに…泣くほど…イヤか？」

　酷い泣き顔をのぞかれながら、それでも杏は見っとも無い自分のまま何度もこくこくと懸命に頷く。

 「すき…なんれふ……」

　笑おうとして、滑稽なくらいに泣き顔が歪んだ。

 「本当にボクが好きなのか？　オマエ…ボクに好かれたいのか？」

　信じられないとでも言う表情の榊に対し、なぜか杏は絶望的な顔をする。

 「ほんと…にすき、…でも……すきなって…もらうの…ムリ」

　力無く諦めた口調で答えを返され、榊はやはりと自嘲気味に笑おうとする。

　なのに……。

 「私…みっともない…から…さか…さんがわた…なんか好きになってくれ…ハズ…無い…」

　散々いたぶった相手から俄かには信じがたい告白をされ、榊は小さくうろたえる。

 「おかしなヤツだな…オマエは。自分が好きになった相手に好きになってもらえないなら、それは嫌われてるのも同じじゃないか？」

　訳が分らないと責めるその問いに、杏は泣き枯れた声のままやっと答えた。

 「私はこんな…だから…でも榊さん…キレイ…で、だから…私なんか…を好きになってもらうなんてムリだ…モン。でも…嫌われ…なければ、こんな私…でも榊さんのこと…好きでいてもいいよ…ね？」

　涙で濡れた瞳が縋るよう榊を見る。

　初めから諦めているその目と言葉に酷く腹が立ち、同時に悲しいくらいに寂しく思えて。

 「…それで…いいのか？」

　どうして、そんな事を聞いたのか解らなかった。

 「好きになってもらえ…なくっても好きでいられ…けど…嫌われた…ら…好きでいるの…めっ…迷惑……だか…それで…いいの」

　自分はただ、母親の時と同じ相手に再び奪われる前に酷くおとしめ、凌辱する事で溜飲を下げるのが目的だったハズなのに。

 「バカだな…オマエ」

　見っとも無いくらいに必死になって、こんなに酷い奴に嫌いにならないでと泣き付くから。

 「ごめんな…さい…」

　こんな自分を好きだと縋るから。

 「あっ…さか…さ……」

　抵抗出来ない小さな身体を両腕で力一杯掻き抱く。

 「仕方が無いヤツだなオマエ、好きになってやるから今すぐボクのモノになれ」

　自分を抱き締める榊の腕の中で、杏は信じられないと言う表情のまま身体を強張らせる。

　そんな杏に、榊は再び〝命令〟を下す。

 「好きになって下さいと言え、そうしたら今からオマエを抱いてやる」

　こんなにも魅惑的な誘いに、自分なんかが抗う事なんて出来る筈も無いから。

 「すき…わた…しを好き……ってくだ…さい、私を好き…なって抱いて下…さい」

　涙を止める事は出来なかったけど、それでも大切な言葉だけは伝えた。

 「わかった、ボクは好きになったオマエを今から抱く。それでいいね？　杏」

　床へと縫いとめられていた身体がわななく。

 「…はい」

　涙でぐちゃぐちゃな杏の顔に、息を呑むほどの白磁の美麗がその貌を近付ける。

　いまだ四肢を拘束されている杏は無抵抗でアゴを掴まれると、そのまま榊に口付けられた。

 「んっ…ふっ」

　従順な唇を抉じ開け歯列を割り、逃げ掛ける舌を捕えながら杏の口内を味わう。

　見惚れる程に綺麗な榊の顔が自分の顔と重なり、恋人のように優しいキスを施してくれた。

　――こんなのきっと…夢なんだ……

　これが、自分にとってのファーストキス。

　そんな杏の気持ちも知らぬまま、榊は口付けながらもその手を白い乳房へと這わす。

　びくっと身体が大袈裟に震え、先程まで散々なぶられた仕打ちを思い出す。

　その杏の様子に気付くと、榊は唇を離し妖艶に微笑む。

 「怖い？　それともやっぱり…イヤ？」

　つーっと、乳房の頂きで震える淡い色の乳首を指でもてあそぶ。

 「くっ…はぁっ…」

　口付けられた時に生じた二人分の唾液が、杏の口の端から流れ落ちる。

　敏感過ぎるその反応に、榊は嬉し気に杏の胸を弄る手を大胆にしていった。

 「あっ…あっ…あああんっ」

　乳首を摘み、乳房を揉みしだく。

　てのひら全体を使ってまるで捏ねるようにし、ボリュームの有る乳房を下から軽く持ち上げた。

　長く細い指が乳房に喰い込み、薄い唇から乳首へと舌が伸ばされた瞬間。

 「あっ…ダメっ…ダメですっ！」

　杏は思わず〝拒絶〟の言葉を漏らしてしまう。

 「どうして？」

　杏の真意に気付いていながら、榊はあえて聞き返す。

 「…だって…」

　答えに困窮する杏を尻目に、榊は舌先でくすぐるよう杏の乳首を舐め、そのまま今度は白い歯で軽く食む。

 「あっ…あああんんっ…」

　甘過ぎる痛みに無意識に全身がわななくと、胎内からはこらえ切れずにトロリと濃厚な蜜が溢れ出た。

　自分の下肢を濡らすその感触に、身体がビクリと反応し、蜜で濡れた茂みが脅えながら震え出す。

　両脚を大きく広げられたまま縛られている杏は、そんな恥じ入る秘所を隠す事も叶わず、不遜な榊の指を再び受け容れる。

 「やっ…だめっ！　こぼれちゃ……」

　榊は杏の花唇の周りを指で撫で、その上に有る小さな芽を爪の先で焦らしながら引掻く。

　すると、過剰なくらいに敏感になっている身体は、榊が望む反応を従順に返した。

 「…んっ…あっあっ…やっ…だめ」

　とろとろと零れ出る量が増した杏の蜜を、榊は茂みや尻へと付いた分をも掻き集め指で掬い上げる。

 「ほら？　こんなにたくさん零れていた」

 「うっ…やぁっ…ごめん…なさいっ…ごめんなさいっ…」

　はしたない身体をとがめられたのだと思った杏は、過剰な程に与えられた快感を抑えながら謝り続けた。

　そんな杏に見せ付けるように、榊は指ですくった蜜を舌で舐める。

 「…ああっ…思った通りだ、甘くておいしい…」

　どこか陶酔した口調でそう言うと、今度はその長い指を自身の口内へと運び味わう様にしゃぶる。

　自分に覆い被さったままの姿勢で、ぺちゃぺちゃと音を立てながら指に絡ませた蜜を舐めまわす榊を、杏はまるで信じられないと言う表情で見詰めた。

 「あっ…ああっ…さかき…さ…ん？」

　口元をぐちゃぐちゃに酷く濡らし、榊はその顔のままを杏に向ける。

 「胸もミルクみたいに甘かったけど、杏の身体はどこもみんな甘のかい？」

　優しい声が、今まで接してくれたのとは比べ物にならない位くらい甘い声で、榊が杏に語り掛ける。

 「あの…わかり…ま…せん…」

　息が詰まり、胸が苦しくなる。

　服を剥ぎ取られ、泣くほど辱められていた時よりも格段に、胸の鼓動が早くなっているのが分かった。

 「じゃあ、確かめる為に杏を全部…食べさせて」

 「ふっ…ううぅんっ…」

　榊の言葉に〝はい〟と答える前に唇を塞がれてしまう。

　自分へと被さる身体が密着し、男の手がまるで別の生き物の様に杏の身体を這い回る。

　恥じていた胸を弄られ、乳首を繊細な動きでほんろうされ。

　ひとしきり乳房への愛撫が済むと、その右手が杏の秘所へと伸ばされ、淡い茂みの奥へと指が挿入れられた。

 「うっ…ふぅぅぅんっ…」

　胎内は榊の指を待ち望んでおり、熱い襞の動きや花弁から溢れる蜜によってたやすく奥へと誘う。

　カチャリと榊はベルトに手を掛けるが、何かに気付くと杏から身体を離す。

 「あっ…んっ……」

　身体と共に唇も離され、胎内に埋められていた指の喪失感も相まって、杏は強請るような声と瞳を榊に送った。

 「ごめん、少しだけ待っててくれる？」

　そう言うと、榊は脇に置いていた油絵ナイフを再び手に持ち、杏の右足を拘束していたひも状のレースを断ち切る。

　やっと身体が開放されると安心した杏だったが、次の瞬間、新たに自分に施された榊の仕打ちに悲鳴を上げさせられる事となった。

 「やっ！　なっ…何をっ……」

　榊は自由になった杏の右足を折り曲げると、今度はその太腿とふくらはぎをひとまとめにし、最初に杏の腰に巻き付けたレースのひもへと縛り付ける。

　左足を拘束したまま右足を胸へと付く程に持ち上げた為、杏の秘所は先程よりも無防備な姿で榊の目の前に晒される事となってしまった。

 「何って、ボクが杏を深く味わう為だよ？」

　折り曲げた足を再びリボンで飾り立てると、榊はその足の付け根へと顔を寄せる。

　自分の恥ずかしい場所に榊の顔が有ると言う事実に、杏は耐え切れず悲鳴にも似た声を出してしまった。

 「いやっ…そっ…そんなトコ…榊さんが…ダメですっ！　お願いっ、コレ全部…お願いだから外してっ!?」

　拘束されたままの両腕と足に力を込め、何とか自由にして貰おうと足掻く杏に、榊は不思議そうな顔をする。

 「どうして？　カーテンのレースがたくさんのリボンになって、今の杏はまるで花嫁みたいに可愛いのに」

　カーっと顔に全ての血が集まり、このまま恥ずかしさで自分が破裂してしまうのではないかと杏は錯覚してしまう。

　自分の言葉で足掻くのを止めた身体に満足すると、榊は杏の折り曲げた右足に手を掛け、取り出した自身の先端を濡れた茂みの奥へとすり付けた。

 「はぁっ…」

　おびえながらも甘く、どこか強請りがちな息を漏らす杏に、榊は安堵しながら自身の熱い欲の塊を挿入する。

 「あっ！」

　ぐっと胎内に指とは比べ物にならないくらいの質量と違和感を感じ、杏は頭上でひとまとめになった腕ごと身体を反り返す。

　決して力任せではない挿入で有ったが、埋められた榊の肉の塊はまるで鋭い槍のように杏の胎内を貫く。

 「あっ…ああああっ…やっ…こわい…入って…私の中にさかきさん…いっぱい…入って…」

　杏の花唇を捲くり上げ、胎内の熱い襞をこすりながら、榊の肉の塊は最奥を目指し押し入って来た。

　そのまま今度は何かを探しているのか、挿入の向きを何度も変えながら杏の胎内をなぶり続ける。

 「やぁっ…いっぱいあふれて…私…わた…しっ」

　じゅっじゅっと水音が聞こえるくらい激しい榊の挿入に、杏の胎内からまるで手助けをするよう大量の蜜が湧き出た。

　埋め込まれる榊の肉の槍と自身から溢れ出る大量の愛液により、胎内は隙間無く満たされ杏はその圧迫感に苛まれ続ける。

　無言のまま杏の胎内をなぶり続けていた榊が、額から冷たい汗を流しながら形の良い眉をひそめていた。

 「はぁっ…まいった…な…、このままじゃすぐにでもボクの全部…持って行かれちゃう」

　涎にも似た蜜を垂らす杏の花唇から、ギリギリ肉の槍を引き抜くと、再び今度は上を目掛けて榊は腰を揺さ振りながら突く。

 「はぁー……んんんんっ…んっ！！！」

　パチパチと目の前で白い点滅を感じると、杏は身体を苦しげにわななかせながらも、思わず自分を翻弄する男へとその白い腰を押し付けた。

 「ははっ、杏の気持ちの良い場所やっと見付けた」

　榊は嬉しそうに言うと、その場所目掛けて何度も自身を激しく穿つ。

 「やぁぁぁぁぁんっ！　あっ…あっあっああああぁぁぁっ!!」

　普段の細く柔らかな榊のイメージとは違い、激しく乱暴に杏の身体を揺さ振られた。

　緩急を付けていたその動きは、榊の余裕が失われると同時に、ただただ杏の胎内を激しく責め立てるだけのものとなっていく。

 「やっ…あんっ…さか…さかき…さんっ…」

　それが苦痛なのか快感なのかも分らず涙を零しながら、杏は自分を唯一救える者の名前を呼び続ける。

 「…んっ？　大丈夫…ボクはここだよ？　今は…杏の胎内に居る…」

　ぐいっと杏の腰に榊が腕を回し持ち上げると、愛液と共に床にペタリとくっ付いていた白い尻が浮く。

　その途端、榊との結合部分がより深まり、杏は無意識のまま太腿に力を込める。

 「杏の胎内…狭くて熱く…てキモチ良い」

　感嘆とも溜め息とも取れぬ言葉と共に、杏の胎内で榊の肉塊が大きな鎌首をもたげた。

 「ああああぁっ！　さか…きさんっ…!!」

　ぶるりと杏と繋がったまま榊は身体を震わせると、柔らかく淫猥にうごめく肉襞に包まれながら、その胎内へと熱い白濁を何度も放つ。

　こぽりと、互いの接合点からは白い白濁が泡立ちながら零れ、杏の愛液と混ざり合いながら二人をびしょびしょに濡らした。

 「はっ…はぁはぁっ…あっ……はぁはぁっ…っつ…くぅん…」

　何度と無く身体と心を弄られ、そうして今は至上の快感を与えられた事で、杏の心と身体は酷く混乱を起こしかけてしまう。

 「ひゃうんっ！　あっ…やぁぁーんっ!!」

　ずるりと榊が杏の胎内から自身を引き抜く際、その混乱は一際激しくなる。

 「大丈夫？　…杏……」

 「ひぃんんっ！たっ…たすけて…さかき…さん…さか…きさん」

　触れる榊の指先にさえ過剰に反応し、拘束された身体をよじりながら思いっ切り善がっていた。

　杏のその様子に、榊はなんとも嬉しそうに微笑む。

 「そう、杏はもっとボクが欲しいんだね？」

 「ほっ…欲しい…です、もっと…もっと下さいっ！」

　希望通りの返事に満足すると、榊は杏の手足を繋ぐソファとテーブルからレースを外すし、それをそのまま小さな身体を飾り立てるよう結ぶ。

 「あっ…ど…して？」

　外してはもらえなかった両手と、折り曲げられて秘所を晒す右足の拘束に杏は戸惑う。

 「どうしてって、杏はこの姿の方が可愛くってイヤラしいから…」

　――柊アイツに盗られない為にも、もっとこの身体に刻み込まないと

　榊はレースのカーテンで体中を縛った杏を抱き上げる。

 「きゃぁっ！」

 「だからこのままの姿でボクの寝室に…行こう？」

　腕の中のレースを纏った杏に囁いた。

 「あっ…私……は…どう…でした？」

　おずおずと、それは口にするのも酷く恥ずかしかったが、自分がもっとも不安で堪らなかった事を榊に尋ねる。

 「バカだな、さっきも言っただろ？　この身体はドコも甘くっておいしいって？」

　そうして榊は極上の微笑みと共に、甘くとろけそうな口付けを杏に施してくれた。
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　――ごちそうさまでした。
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